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マタイ　1:1
　キリストは神の御子であると、聖書は力強く語っている。けれど、マタイ冒頭にある紹介の言葉は、「アブラハムの子孫、ダビデの子孫」である。ユダヤにとって重要な名前ではあっても、それはやはり、人の名前に過ぎない。神である方とは、比べられるはずもない者たちの名前である。ヨハネなどは明らかに、神としてのキリストから語り始めているというのに。
　私たちはもちろん、キリストが神であることを忘れてはならない。この点を捨て去ったら、福音は完全に瓦解する。ご自身に、明確な自覚がおありだったことも疑うべくもない。けれど、そのような方があくまでも一人の人間として、小さな存在の一人として、この世に姿を現されたこと、そしてまた、生涯のほとんどを、人間としての存在の範囲の中で歩まれたことを、私たちは忘れてはならないのだと、マタイは告げるようである。神である方が人となられる。そこから、この救いの御業は始まっていくのだ。だとしたら、福音書が様々に語っている人としての姿、その力の限界や、直面された苦悩などを、私たちはよくよく見ていく必要がある。
　そのとき、私たちは気づくはずだ。神はどれほどよく、ご自分が助けようとしている者たちの有様をご存じであられたのかということを。その限りない問題を知りつつ、それでもなお、このような者たちを助けようと決意なさっているのだということを。
 
 
マタイ　1:1
　キリストがアブラハムの子孫と紹介されているのは、けっこう大きなことだ。イスラエル最初の人、というだけではなく、彼は神への信仰のあり方を最初に体現してくれた人であり、神ご自身もまた、アブラハムという具体例を通じて、信仰の道を指し示してくれているからだ。彼の信仰が持つ特徴は、「まだ見ぬものを、神の約束として信じて期待する」ことにある。大切な神の約束の存在だ。闇雲に信じ込んでいれば、信念の力によって世界が開けるというのではない。目の前に、私たちに真剣に関わってくださる、信頼できる神がおられることが、何よりの土台となる。キリストは、その信仰に応えるために、この世に来られた救い主、ということが、この福音書の冒頭で告げられていることになる。
 
 
マタイ　1:1
　キリストを紹介するもう一つの言葉は、ダビデの子孫、というものである。これもまた、強い意味を持つ。血縁的にキリストの先祖と言える人は、ほかにもいくらでもいるのだが、なんと言ってもダビデなのである。
　ダビデの特徴は、数多くの問題を抱えていた人、ということである。彼は決して立派な人ではない。誘惑には弱く、政治的にも混乱もあり、当時のイスラエル民族にとって、この世的に言えば、最善の王と言いにくいものがある。たしかに、彼によってイスラエルは解放され、平穏を取り戻した。でも、こういう成果を上げられる王というのは、しばしば、極端でもある。ダビデも同様だと思う。彼は、親友であったヨナタンと比較した場合、人間としての資質という意味では、とうてい及ばない。
　それなのに、なぜダビデなのか。それは、彼が神との間に持っていた深い結びつきにある。良き人、立派な人、ということではない。彼にはとてつもない罪もある。だが、彼は最後の最後まで、神との関わりにしがみつく人であった。神との密接さを手放さず、華変わり続けた人であった。前任者のサウル王が神なしでもやっていけるぞ、という思いを抱いていたのとは正反対であった。
　キリストによってもたらされる救い、神との関わりは、そこにどれだけ密接な思いがあるかに、非常に関係してくる。神が人への思いを「愛する」という言葉で表現されたのも、このことを思い出すと、なるほどと大いに納得できるはずである。
 
 
マタイ　1:5
　なかなか先に進まないので心配されている方もおありだろうが、先は長い。のんびりと行こう。
　キリストの系図には、マリヤを別にして４人、女性が登場する。男女の扱いに大きな差があった当時の感覚からすると、これは驚くべきことである。けれど、それ以上に考えさせられるのは、５節に出てくる２人の異民族女性の存在である。ラハブはエリコ攻略の際に手助けをして、その功を認められて助け出されたカナン人の女性である。ルツはモアブ人である。しばしば、イスラエルの信仰は民族的な純粋性を問うものだと言われる。けれど、救い主の系譜には、明らかに異民族の血統が入っている。この方によってなされる救いの業は、民族とか血筋とか、その前歴、社会的背景などといったものには関係ないことが、よくわかるだろう。ヨハネ1:13でも同様のことが告げられている。では何が問われるのか。それは、その人自身と神との関わり、その結びつきがどのようなものであるのか。ここを忘れて、キリスト教社会に属しているから、ということで済ませていると大変なことになるのは、歴史が物語っている通りである。
 
 
マタイ　1:3-6
　キリストの系図に登場する女性のうち２人は、社会道徳的に言っても、かなり問題がある。ユダの子を産んだタマルとは、彼の息子の嫁である。彼自身にはそういう意図はなかったにしても。出来事そのものは創世記を読まないと、一言、二言で片付けられる話ではないが、醜聞であるのは間違いない。ダビデの後継者を産んだのは、ウリヤの妻である。この紹介の仕方そのものが、重大な問題があったことを告げている。
　先祖に何があっても気にしない、という意志の表れだろうか。それにしては、先祖を重視するユダヤの伝統に則って、この福音書は系図から始めている。彼女たちが書き記されているのは、もっと積極的な意味があると思う。つまり神は、この混乱した世界、眉をひそめる程度では済まないほどの醜悪な世界に、真正面から取り組み、断固として事態を打破する決意を持って、キリストをこの世に送られた。そういうことだ。私たちはこれから、神が世界の罪と混乱に対して、どのように立ち向かわれるのかを見ていくことになる。
 
 
マタイ　1:12-17
　キリストの系図は、11節のバビロン補囚のところまでは旧約聖書でもおなじみの有名人たちが並んでいる。けれど、ダビデ王家が崩壊した後に出てくる人々は、聞いたこともない名前ばかりとなる。まさに間もない人々、である。けれど、17節にあるように、アブラハムからダビデまでの有名人も、ダビデ王家の王様たちの名前も、そしてこれらの人々の時代も、同じように並べられている。この17節だけを見れば、キリストへの系譜には３つの時代があるという印象のほうが強くなる。あいにく、その第３の時代については、ほとんど何も情報を得られないのだけれど。
　神の子であるキリストは、人となってこの世に来られた。それは、族長たちの一員としてでもあるし、王たちの一員としてでもあるし、そして、ごく普通の市居の人としてでもある。人間たちは、その人の身分とか、有名かどうかなどで、見る目が変わってくるけれど、神にとってはそれらは大きな問題ではない。いずれも人間たちの様々な姿の一つに過ぎず、そして、同じように神の助けを、救いを必要としている人間の姿なのだと、この系図は呼びかけているようにも思う。
 
 
マタイ　1:18
　マタイの記録するキリスト誕生の出来事は、ヨセフの側から始められている。この箇所を読むと、ヨセフはキリストの父親ではない、ということがはっきり指し示されているのに気づくだろう。二人はまだ一緒になる前であり、現代のように勝手気ままな社会とは違い、当時のユダヤにおいては、この表現は、二人の間には何もなかったのだということでしかない。この後のヨセフの行動を見ても、彼は微塵も、自分の子どもである可能性を思い浮かべていないのがよく分かる。
　神は、キリストの誕生において、いわば全く無関係で、何の責任も担う必要性のない人物を、育ての父親として呼び寄せておられるのだ。マリヤに比べて影の薄いヨセフであるが、神のなさる大切なことであるならば、自分にできることを背負って、その業に加わっていこうという、彼の静かで、しかし、堅固な信仰があることを、感嘆の思いをもって見ずにはおられない。
 
 
マタイ　1:19
　ヨセフの行動は複雑な思いが交錯した結果である。彼は両立しない思いを抱えていた。さらし者にしたくない、とはつまり、マリヤを愛おしく思い、彼女が決して間違ったことをしているはずがないことは確信していたということだ。けれど、それはごく当たり前の人間の常識とは完全に矛盾していた。一方で彼は正しい人であり、だから、物事をうやむやにして、何もなかったことにしてそのまま結婚することはできなかった。その結果が、内密に去らせる、である。それは、自分が生まれてくる子の父親である可能性を世間に対しては否定しないまま、父親としての役割を拒むことを意味する。つまりは、無責任なひどい奴の役割を担うことにした、ということだ。これは明らかに、正しい人、ということとは矛盾する。でも、彼に考えついたのは、ここまでであった。彼は必死で考え、誠実なことを目指した。それでも、真の解決は、神の介入なくしては実現しなかったのである。
 
 
マタイ　1:19
　ヨセフが正しい人であった、という言葉は、実に考えさせられる。私たちが思う正しさは、しばしば、曲がったことを拒み、正義を貫き通す、ということになる。もちろんこれはすばらしい態度だ。けれど、だとしたらヨセフはマリヤを告発し（彼は身に覚えがないのだから）、戒律で定められた通りの処置をするようにと要求することになっていたはずだ。けれど、ヨセフは別の道を選んだ。たいしたことではないと忘れることにしたのではないし、優しく受け入れてあげるということでもない。彼が選んだ道は、まさに正しい人としての道。それは、我が子である可能性を否定しないまま、なお、父親としての役割を放棄するもの、つまりは、自分の社会的信用を完全に失墜させるようなものだった。
　私たちはふつう、正しさとは筋を通し、我が身の潔白を前面に押し出すことだと思っている。しかめ面をして、厳格な人、というイメージだろう。けれど、ヨセフの正しさは全く違った。彼は、自分自身がとてつもない悪評を背負い込むことによって、可能な限り、マリヤをカバーしようとするものだった。神は、実にすばらしい人物を、キリストの父親役として任じられたものである。マリヤを選んだのでもあろうが、マリヤの婚約者がヨセフであったこともまた、この役目が与えられた大きな理由なのだと思わずにはおられない。
 
 
マタイ　1:20
　ヨセフは、実に見上げた人物であったと思う。そんな彼が、ぎりぎりの判断の中で選択したのが、マリヤを内密に去らせることだった。これ以上の可能性はないと、ヨセフは決断したのだ。けれど、最善の道は、全く違うところにあった。そして、その道筋は、神ご自身によって指し示されることで、初めて明らかになっていく。神の介入がなかったら、この二人の道筋も、誕生してくるキリストが置かれる境遇も、全く違ったものになっていたはずなのだ。人は最善を尽くすべきではある。だが、真に良きことのためには、神ご自身の介入を、私たちは必要としている。
 
 
マタイ　1:20-21
　ヨセフにとって、天使が告げた言葉は、彼が進むべき道をはっきりとさせるのに十分なものであったようだ。その内容は、この出来事が神の御業であること、神は人々を救うためにこの出来事を起こしておられるのだ、ということである。ユダヤの民として、ヨセフは神がなそうとしておられることが、どれほど特殊なことであるのかは、よく理解できたはずだ。であれば、今、目の前に起こっている不可思議な事態も合点がいく。彼はそのように納得したのだと思われる。
　それにしても、「これは神の御業なのだ」と告げられて、それで受け止める気になったというあたりは、ヨセフという人の信仰姿勢に感嘆せずにはおられない。目の前にあることがどこから出ているものなのかがわからなければ、不安を抱き、驚き慌てるのも当然だ。けれど、それが明示され、しかも信頼し畏敬の念を抱く神から出ていることだとわかったとしても、それでもなお、あれこれと言い続けることが多い私たちであることを思う。
　そう言えば、モーセは、神からのお告げだとわかっても、なお、あれこれと言い続けていた。それに対する神の応答は、ご自分が共にいる、ということであった。この後の23節に出てくるインマヌエルという言葉につながる。
 
 
マタイ　1:23
　インマヌエルという言葉を強く意識するようになったのは、神学校でヘブル語を学び始めてからであった。この言葉が、まさにそのまま「神は私たちと共におられる」という言葉なのだと気づいたとき、この言葉をご自身の名前としてこの世においでくださった方の大切さ、尊さを、強く考えさせられたものである。神が共にいてくださる。様々な問題が、周囲にも、自分自身の中にもあることを思うとき、私たちはとまどい、恐れ、失望落胆するのだが、しかし、インマヌエルである方こそ我が神、我が救い主であることは、深い、深い喜びである。
 
 
マタイ　1:23
　神が共に、ということ。これは、私たちが神のところまでたどり着いたら、一緒にいられますよ、ということではない。神が私たちのところに来てくださる、ということである。
　二つのよく似た話があることに、私は大いに興味を抱いている。一つは有名な「蜘蛛の糸」。地獄に堕ちた人を、お釈迦さんが助け出してくれるという話だ。蜘蛛の糸が下ろされ、彼はそこを登って極楽までたどり着こうとする。ヨーロッパの昔話に、ペテロの母親が地獄に堕ちて、それをキリストが助けてくれるという話がある。趣旨は同じである。一緒に助かろうとする人々を蹴り落としていったために、どちらも地獄に戻ってしまうのである。
　けれど、違いがある。ペテロのほうは、天使が遣わされて、母親を抱きかかえて、天国まで連れて行ってくれようとする。一方は自分で登る。一方は連れて行ってもらう。仏教の理念とキリスト教の理念に、ちょうど良く合致していることに、ほほう、という思いを抱いたものだ。
　インマヌエルである救い主は、天国で待っていて、優しく迎えてくれるのではない。神はこの世に来て、ここにいる私たちと共に歩んで、そして救い出してくださろうとなさった。
 
 
マタイ　1:24-25
　この箇所を読むたびに、ヨセフの静かな強さを思う。彼はマリヤを妻として迎えることにした。けれど、二人が実質的な夫婦になるのは、まだまだ先である。それはヨセフが、自分に与えられた役割を謙虚に受けとめたことの表れだろう。今の自分たちに必要とされているのは、約束の御子が誕生することに何よりも専念することであり、だからこそ、処女降誕などというあまりにも特異なことが起こっているのだと、彼は理解した。であれば、自分のなすべきことは何か、とヨセフはよくよく考えたのだ。
　時に、私たちは神の御心に触れた時、その大きさに驚愕し、あるいは歓喜し、いずれにしても先走って、我が思いで物事を推し進めようとする。だが、ヨセフの行動はごくごく静かなものであり、淡々と歩み進んでいるものに過ぎない。でも、彼がしていることはまさに神の告げられたことであり、それ以上でも、それ以下でもないということに、よくよく注目しておきたい。今、自分がなすべきことは何か。それをしっかりと見据えるものでありたい。
 
 
マタイ　1:25
　この言葉には、イエス誕生の後、ヨセフとマリヤの関係は、ごく普通の夫婦に戻されたことを指し示してもいる。二人にはその後、ごく普通に何人もの子どもたちが生まれたことを、聖書は告げている。御子の誕生はあまりにも特別なことであったけれど、だからといってヨセフは、マリヤを神聖視はしなかったし、二人の関係を特殊なものにするつもりもなかった。確かに、特別な使命は委ねられた。神の特別な思いが宿ったのは事実。けれど、それが自分やマリヤという存在全体を、何か特別なものにしたというふうには考えていない。
　ともすると、何か特別な使命を与えられた時、存在そのものまでも特別だという思いにとらわれやすいことを思う。けれど、両者は別の話なのだということを、ヨセフはよくよく理解していたようである。一例を挙げれば、牧師というのは信仰者たちの中にあって、確かに特殊な役割、使命を与えられているだろう。だから、特殊な形で行動すべきことも多々ある。けれど、それは役割における特別性であって、存在そのものが特別なものであるわけではない。このあたりを自他共に誤解し、過度の特別扱いをしたり、あるいは反対に、特別扱いされるべき使命の部分について、その意義を忘れるということに陥ったりすることになりやすいのを、痛感する。同様のことは、他の全ての信仰者にも当てはまる。ヨセフに見習いたいものだ。
 
 
マタイ　2:1-12
　マタイが記録した、キリスト誕生に立ち会った人々が、東方の博士たちであることは、とても興味深い。マタイの福音書はユダヤ人読者を意識したものと言われているのに、彼ら博士たちは、ユダヤ人からは信仰的なことでは意義を認められていなかった異邦人である。投書の読者たちはどんな印象を抱いたのだろうか。こんな連中の話では意味がないとあきれたか、それとも、キリストの到来に向き合ったのが、ユダヤ人自身ではなく、自分たちが軽蔑していた異邦人であったことにショックを受けたか。
　しかし、マタイの福音書自身の持つ意味合いとしては、その終わりのところ、28:19で、あらゆる国の人々を弟子とせよ、という言葉が出てくることを思うと、ユダヤ的と言われるこの福音書の内容、しかし、その全体は間違いなく、ユダヤの枠を越えて、全世界へ向けられていたことを考えないわけにはいかない。
　全世界を意識する時、しばしば人は、自分の持つ伝統や歴史を捨て去って、回りのものへ目を向けることに終始しやすい。だが、マタイの福音書が見せている態度は、自分たち固有のものを大切に、大切に受けとめつつ、だからこそ世界へ、という視点を示してくれているようである。
 
 
マタイ　2:3
　ヘロデ王が猜疑心が強い人であったことは有名で、博士の知らせに王が激しく反応したのはわかる。けれど、町の人々も同様であったとの記述は衝撃的だ。学者たちの言葉からも分かるように、この知らせが約束のメシヤに関連する可能性は意識されていたはずだ。けれど人々は、平穏であることのほうがよいと考えたことになる。何か素敵なこと、大切なことが起こるよりも、何事もない日々のほうを選ぼうとするのは、しかし、今も私たちにも共通するものかもしれない。事なかれ主義という言葉を思い出した。ヨハネ１章にあるように、キリストはさっぱり待ち望まれてはいなかったのだ。
 
 
マタイ　2:9
　博士たちの歩みは、星に導かれたものだったことを、聖書は強調している。学者たちの報告も役に立っただろうが、結局、星がなかったら、彼らは御子にたどり着けなかったに違いない。それはつまり、神ご自身が彼らを招き寄せ、御子に出会わせてくださったということを意味する。人が神を知り、神の心を知り、神に出会っていくことができるかどうかは、神からの働きかけ次第であると、聖書は繰り返し告げる。もちろん、人の側の取り組みも問われているのだが、信仰もまた神からの賜物だとさえ書かれている。信仰者たちは、これが確かに自分自身の現実であることを、痛いほど分かっているはずだ。主のあわれみによって、初めて、今、自分はここに立つことができているのだ、と。だからこそ、これからも続けて、主の導きを祈り求め、主が歩ませてくださることを受けとめていこうとするのである。
 
 
マタイ　2:11
　博士が捧げた３つの贈り物、黄金・乳香・没薬は、それぞれに意味が説明されることは多い。「王様への捧げもの」「神への捧げもの」「癒し主・救い主への捧げもの」であるとか、「神の権威」と「祈り」と「十字架の死」であるとか、のように。聖書には、それぞれの意味するところについては必ずしもはっきりと告げられてはいない。けれど、お生まれになった御子の意義を考えるには、こういった推測は、ちょうど良い示唆になるとは思う。
　でも、それ以上に、この箇所自体から言えば、やはり、博士たちがそれぞれに心からの、かなり高価なものを捧げたのだという点が、重視される。むろん、金額が高ければ尊い、ということではない。しかし、博士たちの身分を考え、あるいは、この後、すぐに立ち去ることになる状況を考えると、こうやって高価な贈り物をすることに、自分たちの真剣な思いを込めるというのは、少なくとも彼らにはふさわしいやりかただった。ここで、どこにでもあるような日用品を贈ったとしたら、あまりにも場違いで、真意が疑われることになるのは、おわかりになるはずだ。
　何が適切かは、その人の状況によって違う。だから、自分自身に問いかけたい。自分は、この方、神の子救い主である方に対してふさわしい、自分なりの信仰表明をしているだろうか、と。
 
 
マタイ　2:11
　博士らの捧げものは、その後の推移を見ると、単なる象徴的行為というだけでは終わらなかったことが、十分すぎるほどに推測できる。すぐ後で、ヘロデ王の探索を逃れて、ヨセフ一家はエジプトへ落ち延びる。彼は大工であったと言われるので、現地で生活を立てていくことは、それほどむずかしくはなかっただろう。でも、旅の費用、あるいは、エジプトで落ち着くまでの費用は、どうしてもかかる。彼らは家畜小屋にしか泊めてもらえない経済状況である。とすれば、この宝物は、間違いなく有効活用されたはずだ。神は、不思議な方法で、ヨセフ一行のために必要な資金を用意して下さったということになる。主の導きを信じて従うとは、こういった守り支えも含めて、主が全てを支配されていること、物事を動かして最善をなして下さることを信頼して、歩み進んでいくことを言う。
 
 
マタイ　2:12
　博士たちが別の道から帰っていったのは、神からのお告げがあったからだ。もし、何も知らされなければ、彼らは大喜びでエルサレムに戻り、ヘロデ王に話をしてから、帰国していったはずである。彼らはキリストに出会い、良き礼拝の時も持ち、心からの献身の思いも表明した。でも、だからすべてのことについて間違いなく行動できる、わけではないのだ。神との良き関係を持っていた彼らであるが、その土台に加えて、さらに具体的に、神からの指示が必要とされている。
　もともと、彼らが最初にヘロデ王を訪ねたのは、決して何か悪い思いによるものではない。ユダヤに生まれた王である以上は、都にいるのだろうと考えたのは至極当然ではある。彼らの心は、ごくごく純粋であった。けれど、どれほど清らかな思いであり、決して責められるべき点はないのだとしても、なお、人には行動や理解を正されていく必要があるのだ。
　今日、もしも私たちが、神を信じ、神との良き関係を持っていると自覚していたとしても、それでもし、聖書の言葉によって問われ、正され、導かれていくことの重大さを無視したり、忘れていたりするとしたら、そのまっすぐな心を抱きつつ、ヘロデのもとへと向かう可能性もあるのだと、自戒しておきたい。
 
 
マタイ　2:13-15
　ヨセフという人物に、御子の養父としての役割が託された意義を、痛感させられる。彼は、生まれてきた御子に社会的な位置づけを与える役割だけでなく、こうして、具体的な保護をもたらすべく備えられた人であったのだ。むろん、神が奇跡を用いて襲いかかる兵士をなぎ倒すことも、あるいはヘロデの寿命を閉ざすことも不可能ではない。だが、御子はあくまでも人間の一人として、つまりは、人の持つ弱さ、無力さの中に、あえてご自身を限定しつつ、ご自分が救おうとされている人々と共に歩むことを目指して、赤ん坊の姿でこの世に来られた。だとしたら、ここで格別の力を発揮するわけにはいかない。神はヨセフに託されたのである。
　世界から兵器をなくすことも、飢餓を一気に解消することも、すべての人に福音を伝えることも、それを奇跡で実現させることは神にとっては十分に可能な話だ。けれど神は、そういった取り組みを人に委ねて、人の営みが結果を出すのを待っておられる。「地を支配せよ」と言って、人類にこの世界を託そうとされた神だからこそ、神はこんなにちっぽけな私たちに、大きな、大きな期待を寄せておられる。
 
 
マタイ　2:16-18
　ヘロデの行動を見ても、当時の人々はさほど驚かず、眉をひそめて首を振る程度だったのではないか。ヘロデは自分の家族ですら猜疑心から殺す人であったので、寒村に差し向けられた一隊の行動は、ユダヤの歴史に記されるほどのものではなかったはずだ。けれど、聖書はしっかりと、これが大きな惨劇であることを語り、預言の言葉までも引用しつつ、事の重大さを語っている。時に、個々人の命が社会ではさして意識されないことがある。聖書の時代はなおさらである。でも、神の目はやはり、そのひとつひとつに注がれていることを思う。
　それにしても、御子の誕生がこのような残虐さにつながるとは。神が最善のことを推し進めようとされている真っ最中に、けれど人は、この世界をますます混乱させ、誰かを傷つけ続けているのだということを、痛感せずにはおられない。でも神は、こんなことになるなら御子を送らない方が良かった、などとひるんだりはなさらない。救いのためのご計画は、生きている者、先に死んだ者、そのすべてにとって、どうしても達成せねばならないことであるからこそ。
 
 
マタイ　2:19-23
　幼子イエスの動静には、「これは預言者たちを通して・・・と言われた事が成就するためであった」という言い方が繰り返されている。この出来事全体が神の御手の中にあることを告げる言葉である。もし、私たちの直面する事柄が単に世の中に振り回され、ただただ思いがけな事態というだけだったら、こんなに不安なことはなく、神が共におられる場合でさえ、目の前に起こる出来事に必死で対応するということになってしまうように思う。でも、聖書は一貫して、一切の物事は神がご承知のことであり、決して、神の意表を突くようなことはなく、まさに想定内のことであるのだと告げている。それは必ずしも、神が計画し、神の意図通りに進むということだけではなく、人が罪を犯す場合のように、神の心に全く反する場合もあるのだけれど、それでもやはり、神が思いがけないことが起こったと言って、驚き慌てるようなことはないのである。だからこそ、神の臨在を知り、神と共に歩むことの意義を知る者たちは、自分自身は様々に驚き慌てることがたくさんあるけれども、それでもなお、「大丈夫、道はすでに用意されている」と確信することができる。
 
 
マタイ　3:1-12
　バプテスマのヨハネという人物の存在は、救い主キリストの存在にとって重要な意味を持つ。ルカにあるクリスマス関係の記事でも、すでにヨハネの存在がキリスト降誕と絡められているように。しかし、聖書に出てくる限りのヨハネの言動を見ると、彼自身は必ずしも特異な存在とは言えない。本人が言うように、到来する救い主の言動とは全く異質な、次元の違うものなのだ。ヨハネのしたことは、神を語り、神に従うことの必要性を語り、神への悔い改めを語り、悔い改めた者としての生き方を語ることだ。つまり、旧約の預言者たちと同じ種類のものである。キリストが指し示した救いや赦しや愛の道筋には至っていない。いや、むしろ旧約預言者のほうが、福音につながる事柄を含めて語っていたと言えるのかもしれない。
　でも、そういうヨハネが、御子の先触れと呼ばれ、道を備える者と呼ばれている。だとしたら、私たちがこのちっぽけな力で、弱々しい心で、それでも何か、神に対して誠実に生き、人々との関わりでごまかしやいい加減さ、あるいは、勝手な諦めに埋没するようなものではない生き方をしているならば、そのことが誰かのために、キリストへの道備えをするものとなりえることになる。ヨハネほどの影響力はなく、あるいは誰か一人だけかもしれないけれど、それでも、私たちもまた、キリストへの道を整える者としての意義を発揮しうるのだ。
 
 
マタイ　3:9
　当時のユダヤ信仰は、形骸化や、マンネリ化に陥っていたわけではない。彼らは熱心だったし、自分たちの宗教的立場が脅かされることに激しく抵抗していた。アブラハムの子孫、つまりは神の民と呼ばれる存在であることに、強い誇りを抱いていたのだ。
　けれどヨハネは、人々の熱心が本当の意味で神と向き合いものになっていなかったことを指摘する。彼らが見ていたのは実は自分自身の熱意であり、自分の出来不出来の問題であった。それは、真に神と向き合い、神が何を望み、何を教えておられるのかに答えていこうとする姿勢ではなかった。たとえば、自分たちが事細かに定めた安息日の禁止事項に抵触しないかどうかには熱心だったけれど、神が私たちの人生全体において指し示し、推奨し、勧告しておられる生き方が、その大切な安息日において十二分に発揮されるかどうかには、全くと言ってよいほど関心を抱いておらず、規則を守りつつも、しかし、神の御心から遠く離れたところで生きる者となってしまっていたからである。これでは、神から離反した人の罪は何も解消されていない。だから、悔い改めよ、とは、単に「良い人になれ」とか「悪事を働くな」というだけではなく、「神ご自身の思いの中にこそ歩むべきことを見いだせ」という、必死の呼びかけであるのだ。
 
 
マタイ　3:13-17
　私たち自身のバプテスマの意味を考えると、イエスの行動は意味合いが異なるようにも思う。罪を離れ、悔い改めの思いを持って、神と共に生きる道を新たに選択する、というようなことは、イエスには当てはまらないからだ。それでも、キリストはここで重要な分岐点を、私たちと共有されている。それは、ここに人生の大きな転換点があるのだということ、そして、この新たな歩みは、しっかりと神ご自身と結びつれられていくものでなければならないのだということ。キリストの別名はインマヌエルだが、この新たな取り組みは、間違いなく、インマヌエル（神と共に）でなければ、何も動かないことを必須とするものなのだ。
　私たち人間は、神から離れてしまった。それで大丈夫だと思いこみ、神などいらないと、あるいは、自分が神に成り代わるのだと言って。でも、私たちはもう一度、神のもとへと戻ろうと願ったのだ。だとしたら、信仰の歩みが、再び神なしでも成り立つようなことが、どうしてありえるのだろうか。クリスチャンたちは、自らのバプテスマ・洗礼を、繰り返し思い起こすべきだ。神の手に、我が身を委ねることに幸いを見いだしたはずの、あのバプテスマを。
 
 
マタイ　3:14
　ヨハネの姿を見ていると、ある人の意義とか価値というものを測る尺度として、どれだけその人自身が謙虚になり、いや、自らの真の意味合い、位置づけを間違いなく見定めていくことができるか、ということが、非常に重要であることを思い知らされる。
　ヨハネは明確に、キリストの前にひざまずこうとしている。このとき、その相手は、彼の前に低くなっていたのである。弟子たちなどは、これに気をよくしていたかもしれない。周りにいた見物人は、「さすが、ヨハネ先生」とささやいていたかもしれない。でも、ヨハネが見ていたのは、ただ、目の前のお方と、そして自分の姿のみ。だから、この方よりも上に立つなどありえないと確信し、主の求めに対してすら尻込みをしている。結論としては、御子ご自身の意志が優先された。でも、自らの姿を的確に受け止めていたヨハネこそ、真に良き業をなしえていたのである。これは、しばしば、人の目、人の噂に振り回される私たちにとって、大きな教えとなるだろう。
 
 
マタイ　3:16-17
　この言葉を口にすると、父なる神が御子に対して抱いておられた愛情の深さを、強く思わせられる。「我が愛する子」。試しに、自分の愛する誰かに、そう呼びかけてみたらいい。「お前こそ我が愛する・・・」。その幸いを何よりも大切と思い、全力で実現したいと願い、いとおしく抱きしめるような思いを感じる。
　けれど、父なる神が御子に与えた使命は、その生涯の道のりは、「愛する子」という言葉とは全く食い違ったものとしか言いようのないものだ。多くの苦労を背負わせ、他の者のために犠牲とし、その命すらもうち捨てるのであるから。「どうしてお見捨てになったのですか」という叫びが思い出される。だが、そのことはつまり、神が私たち人間に対して注いでおられる思い、なんとしても救い出したいのだという思いが、どれほど激しいものであったのかを、はっきりと物語る。父なる神、子なる神、そして聖霊が、私たちに傾けられた愛は、「我が愛する子」というこの言葉よりもさらに大きな声で、呼びかけられているのである。
　もう一度、父が子に向けた呼びかけを口にしてみよう。それから、こう置き換えてみよう。「人間たちよ。お前たちは我が愛するもの。私が切に求めるもの。私はこのために、全力を尽くす」と。
 
 
マタイ　4:1
　キリストが荒野へ行き、断食をした理由について、マタイは「悪魔の試みを受けるため」と記している。ということは、ここで悪魔と対決することは、主ご自身の意志によるもので、決して、悪魔からの思わぬ攻撃に防戦したというものではないことになる。時に、様々な試みが私たちを襲うことはあるのだが、忘れてはいけない、物事の主導権は常に神の側にあり、決して悪魔が自由に引っかき回すことなどはできないのだということを。むろん、悪魔そのものは私たち人間よりもはるかに強い。だが、私たちが神のもとに留まるかぎり、悪魔に勝機は皆無であることを確信していよう。だからこそ、主との関係がしっかりと結ばれているかどうかこそ、私たちが真に関心を持つべきことと言える。
 
 
マタイ　4:2
　悪魔が近づいてきたのは、長期の断食の後であった。当然ながら、肉体的にはかなりの疲弊を生じている時であり、食物に対する強い欲求が激しくなっている時である。そしてキリストは、こういう状況が悪魔にねらわれやすいものであることも承知しておられた。
　断食にそれなりの意義があることは確かだろう。世間では、精神が研ぎ澄まされて、より深く、霊的なことを思うのに有用だとも言われており、そういった効用を思うからこそ、聖書に記録されている人々もしばしば断食を行っている。ただし、この箇所からすれば、断食には危険性も伴うことも、よくよく肝に銘じておく方がよさそうだ。身体が弱るときは、人の精神も弱り、霊的な部分でも耐性が劣化する。神は人を、肉体も内面的なことも、両方を持つ存在として創造されたから、どちらかが力を失えば、その影響は他にも及ぶのである。
　だから、もし、断食の効用を求めるのだとしたら、よくよく気をつけていなければなるまい。そして、もっと日常的には、身体的状態をより健全に保っていくこともまた、主の前に心安らかに歩んでいくための、基礎的な取り組み方と言える。
 
 
マタイ　4:3-4
　第一の試みは、物欲か精神的なものかの選択だと、しばしば理解されている。「人はパンだけで生きるのではない」という言葉は、世間でもそのように受け止められている。それも大事なことだ。
　けれど、より詳細に読み取っていくなら、悪魔の意図は別のところにあり、キリストの答えもまたしかりであることがわかる。悪魔は言う。「あなたには力があるのだから、自分でこの空腹から脱出できるはずだ。何も我慢して苦しんでいる必要はない。さあ、自分の力を使いなさい」と。キリストは答える。「人は自分の力で生きているのではない。人は皆、神によってこそ支えられ、神によってこそ生かされている。だとしたら、人が生きるために最も必要なことは、自分の力をどうやって発揮するかではなく、神を信頼し、神に期待することである」と。
　キリストの言葉の背景には、荒野で毎日与えられたマナがある。これは毎日、その日の分だけ与えられ続けた食べ物で、明日も神が降らしてくださるか不安だから貯めておこう、というのは不可能な食物であった。イスラエルはしばしば神に逆らっていたけれど、その基本的な食物は常に、神によって日々支えられ続けていたのである。神の守りなくしては今日の自分はあり得ないのだと気づくか、それとも神よりも自分の力だと言うか。ここには決定的な違いが生ずる。アダムたちが神の教えよりも自分の判断を優先したように。
 
 
マタイ　4:5-7
　第二の試みは、神を信頼することの意味合いについてである。悪魔は聖書の言葉を引き合いに出しつつ、「信じているのなら、飛び降りられるはずだ」と詰め寄っている。神を信じない人は、笑止！と片付けるだろうが、熱心な人ほど戸惑うのではないだろうか。
　実はこの類のことはよく見られる。「仲間なら、一緒に万引きをしよう。できない？　何だ、仲間じゃないのか」とか、「信じているのなら、この爆弾を抱えて、自爆テロをしなさい」とか、昔の話を持ち出すなら、「日本人ならお国のために堂々と死んできなさい」とか。話題になった京都の教会で、不道徳がまかり通っていたのも、この類の圧力によるものだった。
　神が約束通りに支えてくださると信ずるのは良い。神の言葉は信頼できるものだ。でも、神の言葉は私たちに、用もないのに飛び降りてみろとは言っていない。神を信頼しているかどうか、自分を試してみろとも言っていない。神が約束を果たすかどうか、神に挑戦してみろとは言っていないのだ。神の約束を信頼するのなら、勝手に引用するのではなく、神が告げていることそのものを直視していかねばなるまい。さもないと、信頼すると言いながら、実は神に全く目を向けようともせず、自分勝手に歩んでいるだけ、ということになってしまう。
　神を信頼して飛び降りるべき時とは、モーセがエジプト王に談判に出かけたときとか、ザビエルが遠い異国の地に福音を伝えるために日本にやってきたとき、あるいは、身近なところで、誰かに福音を伝えるために勇気を出して口を開くとき、などを言うのだ。
 
 
マタイ　4:8-11
　第三の試みは、二つの段階の意味を考えさせられる。まず、広く一般的には、この世の栄誉とか権力などを手に入れるために、悪魔に魂を売り渡すのかどうか、という選択である。しばしば人間たちは、この誘惑に屈して、我が身を滅ぼしてしまうことになる。いや、悪魔に売ったつもりはなくても、権威権力や支配権を最優先に考えていると、同じ道をたどるだろう。権力や財力そのものが悪いわけではない。けれど、それらはあくまでも手段に過ぎず、目的ではないことを自覚していないと、自分がそれらの奴隷に成り下がってしまう。立身出世はいい。だが、何のためにということを、常に忘れてはならないのだ。
　もう一つの、より掘り下げた厳しさについても考えねばなるまい。キリストはこの世を神のもとに取り戻すためにおいでになられた（支配権そのものは神にあるのだが、世は神から離れていたので）。悪魔はこの世の支配者と自称し、一定の力もふるっていた。その力を放棄して、悪魔が自ら撤退するとしたら、この世は容易に神のもとへ戻りやすくなる・・・とも期待できる。もし、一時、悪魔に頭を下げるならば、と。
　良いこと、すばらしい目的のためには手段を選ばない、ということが、しばしば語られる。かつて、ヒトラーを排除するためには暗殺もやむなしと言って、有名な牧師であったボンヘッファーはその計画に荷担した。ヒトラーを抑えるためには原爆を作るしかないのだと言って、科学者たちはまさに悪魔の兵器を作り出してしまった。必要悪という言葉が語られ、規模は違え、人々は本来ふさわしくないはずの手段に手を出していく。でもそれは、真に神の望まれることか。神の目指しておられる事柄か。キリストは、「違う！」と断言された。
 
 
マタイ　4:12-16
　今日はちょっと、聖書の表現、特に、翻訳に関するコメントをしてみよう。14節で、「成就するため」と訳されている言葉は、誤解を生みやすい言い回しかもしれない。キリストは、預言に合致させることを目指して行動している、というように。しかし、誕生の場面その他、関わっている人々が意図して動かせないものにおいても、「預言は成就」しているのであって、決して、預言という進行指示書に合わせて行動しているわけではない。預言は、芝居の台本ではないのだから。そのことを考えると、「これは・・・預言が成就するためであった」という言い回しは、「こうして、預言が成就した」という言い方にしたほうが、日本語においては、誤解が少ないようにも思う。「ため」という日本語は、少し強すぎる感じがする。新改訳聖書にはけっこう頻繁に、「ため」が出てくるけれど、「こうして、こうなった」というふうに、目的意識ではなくて、単純に、始まりと結果をつなげるだけで考えた方が良さそうなところは、案外多いように思っている。
　それはともかく、様々な出来事は、確かに、神の預言通りに進んでいく。それは、人が意図する、しないをはるかに超えて進んでいく。聖書は明確に、この世界が神の御手の中にあること、神の支配があることを指し示している。たとえ人々が神に背を向け、神から離れていたとしても、である。将棋の駒を動かすようにして神が操作しているのではない。それでもなお、御心はなる、ということは、一口では説明できない不思議だけれど、聖書を読み進み、あるいは、世界の動きをよくよく見ているならば、きっとそれが真実であることを痛感するようになるだろう。
 
 
マタイ　4:12-16
　キリストがガリラヤの地を活動の出発点になさったことは、成し遂げようとされていることの意味に、深く結びついている。キリストの時代にはガリラヤもユダヤ民族の住む場所であったが、歴史的に言えば、ソロモン王の後、国が南北に分かれてから、ガリラヤはユダヤ民族にとっては異国（兄弟国とはいえども）であった。さらに、北イスラエル王国滅亡以降は、民族的にも信仰的にも異なった土地となってしまっている。最も近い、以前は深い関係もあった、しかし、異質なもの、である。
　けれど、約束の救い主は、その地から到来する。人々には無視され、価値なしと見られ（少なくとも信仰面では）、神からは遠い存在だと受け止められていた場所が、神の祝福の始まりとなる。これは、キリストの救いそのものと同じ性質のものだ。キリストは正しい人（少なくとも本人としては神に近いつもりだった人々）ではなく、罪人（神からは遠い存在だと自他共に認めている）を招き、そこにこそ救いをもたらすのだと告げられている。こんなことが実現できるのは、人の力や業績によってではなく、ただ神ご自身の一方的な祝福と助けによるしかない。だからこそ、私たち自身、決して神の前に認められ得るようなものを持ち合わせていない者たちもまた、この救いを手に入れることができるのである。
　キリストがガリラヤを出発点に選ばれたことは、ご自身の提示する福音そのものにつながっていく。
 
 
マタイ　4:17
　キリストが教えられた事柄は、聖書にたくさん記録されているが、その始まりに当たるのが、この箇所にある一言である。これを、そのまま第一声と考えるか、それとも、キリストの教え全体を総括するものと理解するかはどちらとも言えないが、いずれにしても、興味深い言葉である。
　悔い改めよとは、方向転換をせよ、という意味だ。何が間違っているのか。それは、天の御国、つまりは神ご自身とのつながりに関わる。聖書が語る罪とは、単に、悪事を働いたとか、正しさに欠けているということだけではない。それは、創世記の初めから、神との関係を損なうこと、神に敵対すること、もっと言えば、神にそっぽを向いて、神との関係を捨て去ってしまうことを意味する。神から離れていく生き方、それを改めて、もう一度、神のもとへと戻っていくこと。戻ってきなさい、というのがキリストの第一声であり、戻ってこられるようにしてあげよう、というのが、キリストが人々に指し示した救いの約束である。あの放蕩息子の例話にも出てくるように（ルカ15:11-）、神のもとへと立ち返ること。ここに、キリストを通して神が告げられた切なる願いは集約している。
　それなのに、人は、自分勝手に別の方向に方向転換をして、相変わらず、神には背を向けて、御許から離れ去っている。救ってあげようと差しのばされた御腕を振り払い、自分の力で神に到達してみせると胸を張る。キリストの呼びかけは今もなお、同じ叫びを響かせている。「悔い改めよ。せっかく、神の救いが届いているのだから」と。
 
 
マタイ　4:18-22
　マタイはこの出来事を、ルカ5章にある奇跡の話を省いて記録しているが、その分だけ、弟子たちに呼びかけた言葉に、読み手の焦点が合っていくはずだ。キリストは、２つの点を告げている。
　まずは、ついてきなさい、である。キリストは、単に人々に道を指し示す存在ではない。旧約の預言者は、何よりもまず人々に、神の言葉を語り、神への道を指し示す役割であり、そこから先は、人々が自ら歩み進んでいくしかなかった。預言者は、自分に目を向けさせようとすることはない。でも、キリストはご自分を中心に置かれる。当時のユダヤ社会では異例のことだったけれど、自らに人々の注目を集め、そして、ご自分がなすことにこそ意味があるのだと告げられた。一歩間違えば、ただの傲慢、不遜な態度でしかないのだが、むろん、キリストの中に、そういった傲慢さを見る人はいない。キリストははっきりと自覚して、自らこそが人々を救うのだということを、意思表示しつつ行動しておられる。
　もう一つは、人間をとる漁師にしてあげよう、という言葉である。これが、漁師であったペテロたちを意識して使った表現であるのは間違いない。誤解しないでほしい。漁師をするよりも、宗教的な役目に就く方が尊い、などという意味ではない。キリストは職種とか立場によって上下の差をつけるようなことはなさらない。だが、キリストを信じ、キリストに従って生きていこうとすることは、それ以前の自分が大切だと思っていたことから、別のものに移っていくことを意味する。この言葉は、彼らの生き方全体の大転換を呼びかけるものと考えるべきで、まさに、彼らの人生が一変した瞬間と言える。
 
 
マタイ　4:23-25
　キリストが十字架という最終的な使命に至る前の段階で、どのような活動に取り組まれたのかは、この箇所にまとめられている。そこにはもちろんのこと、福音を伝え、人々を教え、そして、17節にあったように、人々を神のもとへと立ち返らせる働きかけがなされていった。と同時に、ここを見ると、キリストは多くの人々の病気をいやすという業に、大いに取り組んでおられたことがわかる。そこには、奇跡を行い、神の力を示すことで、ご自分の呼びかけがまさに神から出ていることを指し示す意味もあった。が、この箇所の書き方を見ればわかるように、それにまさるキリストの思いは、この苦しんでいる人々を何とかして助けたいというものであったのである。
　最終的には、人はキリストによる魂の救いがなければ、どうにもならないことを、聖書は明言する。けれど、魂の救いがあれば、他は放置されても良い、というのは、人を愛し、人をあわれまれた神の心には全くつながらない。病気にしろ、食べ物の問題にしろ、あるいは何かの社会的な要因にしろ、目の前にいる人々の魂の救いを願う者としては、その人が直面する様々な課題についても心を痛め、なんとかしてと願うのは当然のことである。
　だからこそ、多くのクリスチャンたちは、人を助け、人々の抱える苦しみを少しでも和らげるような役割に、真剣に取り組んできた。奴隷制度や労働環境の改善、あるいは、アフリカの奥地で医療活動に従事することなどに、彼らは必死で取り組んできたのである。戦後、日本にやってきた保守バプテストの宣教師たちの中にも、岩手の寒村で医療活動を展開しつつ、この国の人々と取り組んだ方々がいたことを思い起こす。
　私たちはキリストではないから、すべてのことに関わる力はないだろう。私も牧師をしながら、同時に、医療に携わったり、社会的弱者のために法的、政治的な取り組みをするだけの賜物はない（たまに、両方できる賜物が与えられている人もあるけれど）。でも、神の目はすべての事柄に注がれていることを忘れず、自分にできることに向き合っていくことは、決して手放してはならないと思う。
 
 
マタイ　5:1-12
　山上の説教と呼ばれている一連の教えが、この5章からしばらく続いている。珠玉の教えとも呼ばれ、考えさせられること、心を刺されることの多い言葉が語られていく。ある人は、これを理想論だと言い、現実的ではないと言う。だが、キリストの言動を見るならば、この方が大いに現実主義者であって、決して、実態からかけ離れた机上の空論を取り扱うような方ではないのがわかるはずだ。キリストは本気で、これらの言葉を人々に問いかけておられる。
　別の人は、これらの厳しさを考えるとき、キリストはむしろ、これらの言葉を聞く人々が、自らの至らなさに失望落胆し、いかに自分が罪深いのかを思い知ることを意図されたのだと言う。確かに、そういう感覚は、これらの言葉に正面から向き合おうとする時、必ず生ずるものだと思う。もし、これらの教えを、自分はそこそこやっているぞ、という思いになるのだとしたら、これほどキリストの心を曲解するものはあるまい。
　それでも、できない自分を悟るだけでは、これらの教えはあまりにももったいない。やはり私たちはここに、自分たちが進むべき方向性を指し示しておられる神の呼びかけを聞き、多くの限界と力不足を痛感しつつも、それでもなお、神によって支えられ、力を与えられつつ、このような歩みに取り組んでいくことに、必死で向かっていかねばなるまいと思う。とりわけ、自分が大きな罪深さの中から償いもせずに救い出された幸いを知っている者であるのならば。
 
 
マタイ　5:3
　心の貧しい者は幸い、という言葉は、有名であるけれども、世の中の大勢からはまず同意されることのないものなのだと思います。だって、貧弱であるよりは、心豊かな日々を過ごせた方がずっといい、でしょう？　少しくらい貧しい方がいい、と言えるのは、そこそこに豊かだからで、今日、明日、食べるものがない人はからしたら、空腹も良いものだなどという言葉は、不愉快なものでしかないはずです。まして、心の貧しさなど。
　キリストの意図を知るためには、「天の御国はその人たちのもの」という部分に注目する必要があります。似たような言い方があります。「御国は子どもたちのもの」です。決して、子どもは純真だからなどという意味ではありません。子どもも十二分に邪悪で、罪深い存在です。ただ、子どもが大人と違うのは、力がなくて、いつでも助けられ、支えられてこそ成り立つ存在だということです。残念ながら、人は自信を持ち、そこそこの状態になると、とたんに胸を張り、自慢げになり、そして言います。「神などいなくても大丈夫。私は自分の力でやっていける」と。これでは、どんなに立派なことをしても、神の御国にはふさわしくありません。それよりは、たくさんのだめさを持っていても、だからこそ、神に祈り、神に願い、神に頼る者こそ、御国にはふさわしい。
　心の貧しさは残念なことです。でも、もし豊かであるために神を忘れてしまうくらいなら、貧しさの中で苦闘しつつ、神に祈り求めている方がずっとまし。それが神の示されている価値観です。
 
 
マタイ　5:4
　悲しみなんて、ない方がずっといいのです。慰めを求めて、人は神にも願っているはずです。共に泣くことは、主の教えられた徳性の一つでもあります。それなのに、どうして「悲しむ者は幸い」なのか。
　理由は、ここでも続きの言葉から判明します。「慰められるから」とあります。そう、悲しみ続け、悲しみの中に埋没してしまうことなど、決して幸いではない。でも、たとえ一時は悲しんだとしても、それが慰められ、力を与えられ、再び立ち上がることができるとしたら、そのときに人は、より大きな幸いを知るのです。
　生涯、不幸を知らずに済むのだったら、それはありがたいことです。でも、まずそう言うことはありえない。私たちの人生は、常に問題や混乱、痛みや悲しみが点在するものです。それらにぶつからないように上手にすり抜けていくことを勧めるのも結構ですが、現実的には、むしろ、痛みと悲しみに直面する時に、そこからどうやって立ちなおっていけるかを考えた方が意味があります。そしてキリストは言う。神はその人を慰め、再び立たせてくださるのだ、と。
　ペテロが捕縛されたキリストに背を向けた時のことを思います。彼は大きな悲しみを背負いました。そんなことにならないほうがずっと良い。でも、人にはこういった挫折があります。だとしたら、彼にとっての、いいや、人間誰しもにとっての幸いは、「あなたのために祈った」と言ってくださる救い主がおられること、です（ルカ22:31-32）。悲しいかな、あのときペテロは、私は大丈夫です、と豪語するのみでした。悲しみを回避するのではなくて、それに打ち勝っていく道筋を手にすることのほうが、ずっと幸いでしょうね。
 
 
マタイ　5:5
　この言葉は、世の成功者たちの失笑を買うだろう。柔和さの価値を認める人は多いだろうが、地を受け継ぐ、つまり、この世界を手中に収め、我がものとするためには、それではどうにもならないと考えられている。力が必要で、あるいは強引さも必要であるのだと。「正しいことをしたければ偉くなれ」というドラマの台詞もあった。平和を実現するためには、圧倒的な力を誇示するのが得策だと、政治家たちは考えている。
　それなのにキリストは、柔和な者こそが地を受け継ぐのだと言う。一つには、真の掌握はやはり、人の心を勝ち取ることであって、力で黙らせても解決にはならないことがある。声の大きい人、立場の強い人が、他の声を押しつぶすことはよくあるが、そこに良きものは生まれ得ない。へりくだり、人の言葉に耳を傾け、そういう対話の中でこそ、真実を届けようとするならば、時間はかかり、苦労もするだろうが、もしも受け止めてくれたら、その呼びかけは相手の心の中にしっかりと根を下ろすはずだ。
　けれど、このこと以上に思い浮かべるのは、キリストご自身のなさり方である。神である方が、この世を掌握するために来られた。力を発揮し、人々を圧倒し、反対者をなぎ倒すことで、この世を神のもとへと引き戻すことは不可能ではなかった。でも、キリストは十字架という犠牲を払い、人々のために尽くし、なかなか顧みられないとわかっているのに自らの命すらも投じた。そのようなキリストを知った時にこそ、人は変わる。変えられていく。神のもとへと連れ戻されていく。しかも、自ら喜んで。「私の国はこの世のものではない」と語り、自分を守るために剣をふるう弟子を押しとどめられるキリストは、確かに柔和さが真の力であることを、体現された。
 
 
マタイ　5:6
　義に飢え渇いているのだろうか。この言葉を読むたびに、我が身を振り返らずにはおられない。一般論としては、正しさは大切だと認めているつもりだが、飢え渇いているのかと問われたら、それとはかけ離れたところにいる自分に気づかせられる。まあ仕方がない、こんなものさ、世の中そうそう変わりはしない、人々のことは放っておけ、自分自身はきちんとしていよう・・・。でも、こんなことを考えていると、結局は、義に立つことへの感覚が鈍り、自らもまた、まあいいや、と思い始めてしまう。そういう思いの結果が、この世界の歯車を崩し、一切の崩壊を招く序章となっていくことを、私たちは知らないわけではないはずなのだが。
　満ち足りる、と約束されている。義を本気で願っていても、失望落胆させられるばかりだと思っていた私たちであるけれど、神は確かに約束しておられる。その渇望は必ず満たされるのだ、と。この世の終わりの、最後のさばきの時、というだけではない。もっと身近にも、他の人々の姿、この世に動きの中にすら、もし、私たちが飢え渇いて、願い求め続けているならば、その思いが少しではあっても適っていく姿を見つけるに違いない。道を歩く子どもたちが何気なく手助けする姿に、災害ボランティアの中に、あるいは、声なき声に必死で耳を傾けてくれる人々に出会うときに。
　混乱した世界に絶望し、どうせ無理だとあきらめるべきではない。この世は神が造られたもの。だとしたら、私たちが神に祈り、願い求め続けている「義」は、きっと姿を現してくれるはずだ。それが神の約束だから。
 
 
マタイ　5:7
　あわれみという言葉は嫌いだ、と言っていた人がいた。なんだか、見下しているような、かわいそうな相手を助けてあげている、というふうに聞こえるから、ということだった。そういうあわれみが横行しているのは事実だ。給付金を与えてやるのだ、という印象がぬぐえないように。けれどキリストの告げるあわれみは双方向である。私たち自身もまた、誰かから哀れみを受ける必要のある存在。何よりも、神からあわれみをかけていただき、助けを与えられ、赦しを与えられる必要があることは、聖書の最重要テーマでもある。
　だとすれば、誰かをあわれむことの大切さをどれだけ自覚しているかは、そのまま、自分自身がどれだけあわれみを必要としているのかを意思表示するものとなる。人にあわれみをかけるには、それなりの労力と犠牲が必要だ。簡単なことだとは思わない。でも、もしそこで、こんな相手に関わっている余裕はない、と切り捨てるなら、自分もまた顧みられることなどありえないのだと、救いの道、その可能性を自ら閉ざしてしまうという意思表示になる。だからこそキリストは告げられる。あわれみ深い者は本当に幸いである、と。
　情けは人のためならず、という言葉を思い出す。もちろん、いつのまにか浸透しつつある奇妙な意味合いのほうではなく、本来のもののほうであるが。
 
 
マタイ　5:8
　清さというものが低く見られている社会である。清濁併せ飲む必要が説かれ、清さを大切にする人々は堅いとか、融通が利かないとか、そんなことでこの世は成り立たない、とか非難される。物事が杓子定規的な善悪論だけでは扱いきれないのはその通りだと思うし、間違ったことをしている人を見下したり、自分は違うと言わんばかりに身を避けるような態度には、賛成できない。
　それでも、物事について考え、判断、選択をしようとする際に、まず第一に考慮すべき点として、清さや正しさということを掲げることは、どうしても必要なことだと思う。さもないと、仕方がないとか、他の利益のためには、という言葉にあっけなく流されて、ただ力の強いほうへと押し流されていくだけになってしまう。そのまま進めば、自分が何かの利益を手に入れるためには、ほかの人を傷つけ、害を負わせても仕方がない、という論理もまかり通ることになってしまう。簡単な話、人をだまし、あるいは人から盗んで、裕福な暮らしを手にしても良い・・などということを認めようとは思わないはずだ。
　神は清い方である。その神と関わり、神の祝福を享受しようと思うのなら、神の意図される社会が形作られることを、自分もまた願いとすべきではないのか。完全な清さが達成されるかどうかが問題なのではない。それは、人にはできないし、神は罪深い者たちを救われる方。自らの不十分さに絶望することも、他者の問題をただ批判攻撃するのも、主の御業とは相反する。それでも、私たちはやはり、主が指し示される清さを、大切な礎として受け止めて、追い求めていかねばならないのだと思う。
 
 
マタイ　5:9
　この言葉をよくよく心に刻んでおきたいと思う。戦争をなくすことだけでなく、人と人とが真に和解し、互いを思い合って歩んでいくことができるようにと、そのために何か自分にもできることをしていきたいと、そういう願いを込めて日々を歩み、自らの仕事にも取り組みたいものだ。
　それは、ある一部の人たちだけの役割ではない。たとえば、社会に安心できるおいしい食材を提供する農家も、流通も、その社会に安定と平穏をもたらす大切な役割を果たすのだし、それぞれの家庭に笑顔と安らぎを生み出す力にもつながる。農業が疲弊し、あるいは流通が滞って、食料が行き渡らなくなったらどうなるかを考えてみたら、こういった仕事がどれだけ平和に貢献しているかを思い浮かべられるだろう。他の様々な仕事もそうである。自分たちはこの世に平安をもたらすのだという心意気を、切に望みたい。
　そして、聖書が語る何よりの平和、平安、和解は、人と神との関係である。だから、誰かに神のことを紹介し、時にそこにある誤解や混乱を解きほぐしてあげることができるとしたら、その取り組みは豊かな平和を作り出すことにつながる。福音を伝えよ、と聖書は語る。それはまさに、神ご自身の御心、神の御業。神の子は、父鳴神の業を行うのだと告げられたキリストご自身と、共に取り組んでいこうとするものとなる。
 
 
マタイ　5:10-12
　放映中の上杉謙信は義に生きた人と言われているけれど、義とは規則を守っていますとか違反行為はしていませんという正しさではなく、本当に大切なこと、どうしても譲れないこと、人間としての核心に関わることを指す言葉だ。そしてキリストは、神の前にまっすぐに生きることを「義」と呼んでいる。
　当時のユダヤ社会は、戒律を守ることには必死になっていたけれど、人として神の前にいかにあるべきかという本質からは目をそらしていた。だから、戒律に反しなければというごまかしがあったと指摘されているし、隣人を愛することや、神ご自身を愛することが忘れられ、何より、自分たちがただ神のあわれみによってこそ受け入れられるのだという点が、見失われていた。
　私たちは、真に意義のあること、どうしても必要なことに取り組んでいるのだろうか。それとも、自分の勝手な思いとか、世の中が勝手に価値ありと騒いでいるものを追い求めているだけだろうか。誰も、迫害されたり、苦しんで利するのが好きなはずはない。義のためだからこそ、これをごまかしたり、譲るよりは、あえて苦しみを受けようということになるのだ。としたら、今、自分が何のために必死になっているのかを、よくよく見定めていく必要があるはずだ。
 
 
マタイ　5:12
　新約聖書は、預言者たちが迫害されたことに時々言及する。旧約を読めば、それが頻繁であったことは一目瞭然であるが、新約時代のユダヤ人は、それが自分たちの祖先、ひいては自らのしてきたことであるのを忘れて、自分たちは良き民であるという自負心を抱いていたようだ。
　誰かを批判するという形で、神の前にまっすぐ生きる姿を語ることは、比較的しやすい。彼らはだめだけれど、自分たちは頑張るのだという呼びかけは、聞く人々の自負心を刺激して、共感されやすいだろう。一時的には、それが良い方向への動機付けになる場合もある。けれど、神の前に義を生きる心は、そういった優越性や他者との比較によっては、真に育まれるものではない。神が呼びかけているのは「悔い改めよ」であって、他者ではなくて自分自身の過ちを認めて、神の前に悔い、赦しを請い、そして、そこから立ち上がっていくことができるようにしていただいた幸いを覚えることである。
　あなたがたは預言者を迫害したのだ、という指摘は、聞いていた人々を不快にさせただろうが、この不快感を経ずしては、義への道は確立しないのだと言える。
 
 
マタイ　5:13
　続く、世界の光という言葉と、意図は同じである。同じ趣旨のことを別の表現で繰り返して語るというのは、ヘブル人の表現方法の中に見られる典型性の一つだ。その上で、塩ということの意義を考えると・・・。
　塩は周囲に塩気を与えるものだと言われている。つまりは、感化をもたらすもの、従来とは違った理解や意識が備わっていくように働きかけること、である。朱に染まれば赤くなるとか、友達を選べと言われるのは、人と人との関係には、こういうつながりがあるからだ。
　話の流れからすれば、キリストは真の幸いを生きるあり方とは何か、についていくつもの点を告げてこられた。それらは、この世では忘れられ、あるいは否定されているものだろう。だが、神の前に生きることを思うならば、どうしても必要とされる、生きる基盤となる感覚である。まずは、自分自身がそういった生き方をちゃんと身につけ、理解していますというだけでなく、言動の中にいつでも意識され、あるいは格別意識せずとも、その方向に歩み出していくような、そう言うものでありたい。そうすれば、私たちの存在そのものが、きっと他の誰かにとって、地の塩となり得ることだろう。そういう自分たちが、自ら塩気を失ったら、つまり、神から離れてしまっているとしたら、これほど愚かで情けないことはない。
 
 
マタイ　5:14
　光は、本来、神ご自身を象徴するときに用いられる言葉だ。それが、私たち人間のあり方として指し示されている！　神と人との違いは決定的なのだけれど、それでも聖書は繰り返し、神と人とのつながりを語る。創世記でも人は神のかたちに造られたと記されている。ヨハネ17章では、人と人とが一つになっていくことは、父なる神と子なる神との一体性と重ね合わせられている。
　決しておごることなく、けれど、私たちはこのような神の思い、人に対して抱いている・・・、なんと言えばいいだろうか、人のありさまを考えると、期待という言葉を使うのもためらわれるのだけれど、それでも、神の熱い思いが込められていることを、よくよく受け止めねばならないと思う。神は、人と共にいること、共に存在し、関わり続けていくことを、切に求めておられる。そのことを深く考えていくとき、神が救いのためにここまで犠牲を払われたことも、人の祈りを求められたり、人が御言葉を聞くことを喜ばれたり、そしてまた、地上での日々が終わった後に、さらなる場を備えてくださっていることも、大いに合点がいくようになるだろう。神を愛することが問われているのだけれど、私たちは神が自分に対して注いでおられる思いの大きさについても、もっともっと、語り合うべきではないか。
 
 
マタイ　5:14-16
　光としての役割は、周囲を照らして、人々が神に思いを傾ける機会を提供すること、であると言われている。私が誰かを助ける、ということの価値ではなく（それが否定されているわけではないけれど、この箇所が注目するのは、私自身がどうかではない）、生きて働かれる神がおられることを、人々が意識することができるように、ということだ。
　とすると、偉大なる人物になり、立派なことをなして、「あんな人の信じている神はすばらしい」と言わせることだけではないのだろう。時に迷い、時に悩み、時に失敗も犯すけれど、けれど、その人が確かな神を常に見上げて、神の導きと支えを信じて生きているとしたら、そのこともまた、人々にとっての神を意識する機会となるはずだ。
　つまりは、私自身が必死で神と向き合い、神と関わって生きているかどうか、暮らしているかどうかが、世の光と言われるものに少しでも近づけるかどうかを左右する。だからこそ、私たちは神の言葉に関わり続け、神の思いを知り続け、そのことに何とかして応答していこうとし続ける必要がある。光であれとの言葉を読み直して、自分がいかに神の御心を知らずにいるかを、痛感する。その通りに行動します、などとは言えなくても、知ること、気がつくこと、そのことを、こうして日々、聖書を開くことを通して、求めていきたい。
 
 
マタイ　5:17
　キリストを、古い体制を打破して革命を起こした人、というふうに受け止める人たちがいる。確かに、当時のユダヤ指導者層にとっては、自分たちの権威を脅かす異端児に見えたのかもしれない。でも、キリストご自身は全く違うことを宣言されている。ご自分は、旧約の言葉を打破するつもりなど全くなく、むしろ、それを実現させるために来たのだ、と。
　とすれば、である。時々、旧約はキリストの福音に生きる者にとっては必要がない、とか、せいぜい参考程度のものだという言われ方があることは、とんでもない間違いになってしまう。確かに、最初に読むのには、日本社会に暮らしている私たちとしては、おそらく新約の方が理解しやすい。でも、旧約に書かれていることは、キリストに直結するものであり、その意味をより深く知るためには欠かせないものである。幸いにも旧約の半分くらいは、物語というか、歴史の記録として書かれている。子どもの頃、礼拝で語られる親父の説教に関心がなくて（笑）、それでも礼拝なのだから遊んでいるのもどうかと考えて、旧約の物語を読んでいたことを思い出す。小学生の頃の話だ。預言書には手を出さなかったけれど、あの経験は、後々まで、聖書全体を意識する上では、大いに役に立ったものである。説教を聞かずに、という部分はお薦めできないけれど・・・。
 
 
マタイ　5:18
　聖書の言葉は成就するのだ、というキリストの断言は、キリストを信ずる者としては、よくよく覚えておかねばなるまい。正直なところ、私たちは聖書の全体を詳細に把握し、理解しているわけではない。時々、理解の難しいところもあることは、第二ペテロ3:16で、あのペテロですら告白していることである。私たちは、このすべてを確かであると断言できるほど、検証してはいない。
　でも、私たちはこの聖書を確かなもの、間違いのないもの、どの部分をとってもおろそかにはできないものであるのだと認めている。なぜか。それはキリストがそのように告げているからだ。私たちはキリストを信じている。この方が神の子であることを信じている。その方が聖書は確かなのだとおっしゃるのであれば、少々、自分の頭で理解するのには荷が重すぎる場合ですら、そこに書いてあることの確実性を土台として、この言葉を読み進めていくことができる。
　とすれば、キリスト教関連の様々な事柄について、私たちが考えるべきこと、検証すべきことは、そのことの是非を判断するというよりもまず、その話は本当に聖書で語られていることなのかどうか、神の告げられたことに合致しているか、反してはいないか。そのあたりを見定めることだ。もし、間違いなく書かれているとしたら、今はまだ十分に理解できなくても、きっと神の深い御心が込められているのだろうと信頼することができるし、書かれていないとしたら、（だからといって、すぐさま間違いだというわけではないけれど）、よくよく気をつけて、安易に信頼しすぎないように、警戒心を保ち続けることが望ましいのである。それが、牧師たちの言うことであっても、である。
 
 
マタイ　5:19
　まず、神の御言葉を他の人に語る時の責任ということを思わせられる。ヤコブ3:1.その他のところでも、そのことは強く指摘されているのだけれど、話のうまい下手ということよりも、神が告げられたとおりに人々に伝えることにこそ、語り手が果たすべき使命は問われているのだと言えそうである。もちろん、よりわかりやすく語ることも、人々が受け止めやすいように語ることも必要であるのだけれど、何よりも問われることは、正確さであろうか。様々な技法そのものを否定するつもりはないし、それらも大いに研鑽を積まねばならないと思っているけれど、この正確さ、神の告げられたままに届けることが曖昧になったら、いかに良き演説であっても、それは説教とはなり得ないのだと、自戒したい。
　同時に、この言葉は、いわゆる語り手、それを役割としている人だけでなく、すべての信仰者にも問いかけるものだ。つまり、その人の生き方、歩み方が問われる。もし、ある人が御言葉に真剣に関わり、告げられていることを自分に当てはめつつ、時には嬉々として踊り上がり、時には悔いの涙を流し、そうやって神の言葉が自分にとって重要な意味を持っていることを、自らの生きる姿を通して表明しているとしたら、それはきっと周りの人々に、神の言葉は大切なものなのだということを、強く意識させるものとなるだろう。でも、その反対だったら、人々は思うのだ。何だ、神の言葉と言っても、そんなに気にしなくていいのだな。あの人は神を信じていると言っているけれど、そんなに深く意識しているようには見えないものな、と。恐ろしいことである。
 
 
マタイ　5:20
　この言葉は慎重に考える必要がありそうだ。まず、御言葉に対する姿勢において、私たちはパリサイ人らとは違ったものである必要があるということだ。彼らは御言葉に関する知識は深く、その熱心さも強烈なものであった。けれど、彼らは結局、神の言葉を重視すると言いつつも、そこにあるのは自分の思いであり、自分たちの考える神への道筋であって、聖書そのものの指し示すものではなかった。立派ではあるけれど、神の言葉そのものへの応答ではなかった。私たちは彼らとは違うアプローチを必要とする。
　彼らの義にまさるようにと言われている。うーむ。パリサイ人たちは大いに立派で、熱心で、よくやっていた。人間的に言えば、彼らにまさるのは難しい。けれど、彼らが忘れていることがあった。神に頼り、神に聞き、神による救いをこそ待ち望むことだった。頑張っていた分だけ、彼らは自分の力に頼るものとなり、神に頼ることを忘れていた。目指す義は、自分の義となってしまっていた。それは違うと言われている。
　そして、彼らは真の義の意味を見失っていた。真の義は、罪深い自分たちを救い出してくださり、赦しといのちを与えてくださる神により頼むことである。もし、私たちがパリサイ人よりも立派にと考え、彼らの言う義の達成度合いを競うのだとしたら、それは彼らの義に従属するものでしかない。目指すべきものは、全く別のところにあるのだと気づくかどうかは、大きな分岐点となる。
 
 
マタイ　5:21-26
　一連の、律法に関するキリストの言葉が続く箇所だ。キリストが指し示す基準は、当時のユダヤ人（一般的に言って、現代の私たちよりも厳格な基準の中に生きていた）にとっても厳しすぎると感じるほどに、重たいものとなっている。こんなの無理だ、という悲鳴が聞こえてくるのかもしれない。けれど、よくよく見ていくと、キリストが語られたことは、決して従来の律法をさらに厳格にしたわけではなくて、律法が告げたことの本来の意味を、丁寧に受け止めていくものに過ぎないことがわかる。ごまかしていたのは私たちのほう、神の告げられたことを、適当に割り引いて、このくらいはいいだろう、と自分の都合に従わせていたのだと気づかせられる。
　それぞれの指摘の意味は、この後順次考えていくが、まず、神の基準は、そのまままっすぐに受け取るべきなのだということを、自分自身に言い聞かせておきたいと思う。そしてまた、神の示す基準は、私たち人間にはとうてい及びのつかないもの、頑張れば達成できるというようなものではないことも、意識したい。そう、キリストが指し示す道は、人が人の力で自らを完成することではなくて、後にキリストが言われるように、「罪人を救う」ことにある。おごり高ぶっている人間たちは、神の厳格さにふれることで、自らの至らなさをかみしめる必要がありそうだ。
 
 
マタイ　5:21-22
　殺人を禁ずる教えは、おそらく世界の大半のところに存在するだろう。人の命というものが、この社会を形成する基本要素でもあるからだ。自分の都合で誰かを殺し、その存在を排除してもかまわないという話がまかり通ったら、人の世界は崩壊する。
　何をもって殺人とするのかは、一つの重要な課題であるけれど、キリストはここではその点には踏み込まず、「腹を立てる者」についての言葉を告げている。それは、実際に命を奪った場合だけでなく、それと類似する思いが私たちの心に宿ることの重大さを勧告するためである。ここで腹を立てるというのは、悪を行っている者に対する義憤などではなく、自分の思うとおりにしないといって怒ったり、単なる好みの問題、または、自分の利益を守るためということで相手を排除しようとする感情を指す。大きくまとめれば、自分の都合によって相手の存在を拒否しようとすること、とでも言えるだろうか。
　そのような心が放任されるなら、ある人は命を奪うことでそれを達成しようとし、別の人はもっと巧みな方法で相手の存在を抹消しようとするだろう。そう、権力や財力を持つ者は、何も殺人を犯さずとも、いくらでも相手を排除できる。力がないほど、直接的な行為に走る。でもそこに宿っている思いそのものは何の違いもない。殺さなければいいなどということはあり得ない、人の存在を排除する意志は許されない、とキリストは指摘されるのだ。
 
 
マタイ　5:23-26
　昨日、義憤の類は除外した話をしたけれど、それに続くところでキリストは、ひどいことをされて、そのために誰かを恨むようになったケースを取り上げている。そして、その怒りが解消することの必要性を告げている。そう、どのような理由であっても、そこに怒りが宿り、誰かを恨み続けるような事態は、本人も周りも、厳しい暗黒へと引きずり込むものとなってしまうのだ。この事態はなんとしても解決せねばならない。
　ただし、今度は、怒っている本人ではなく、怒らせている側にその責任を問うている。だから、仲直りをせよ、と告げられている。これは、その方がいいと思うよ、という呼びかけではなくて、せよ、という命令であることも、よくよく傾聴しておきたい。その後に続く警告には、この命令を放置するならば、徹底的に責任を問われるのだということが指し示されているのだ。
　神を礼拝することを後回しにしても、と言われている。ユダヤ社会で、礼拝は何よりも優先されるものと理解されていたはずだ。だが、それよりもまず、とある。誰かを怒らせ、恨みの炎を燃えさせているままでは、神を礼拝する者としての基本的な資質を欠く、ということでもあろう。日曜の朝、礼拝に来る前に、きちんと自らを反省し、謝るべきは謝るのだ。あるいは、赦されて受け入れられることを切に祈り願うことを、私たちは絶やしてはいけないのだとも言えるだろう。
 
 
マタイ　5:23-26（その２）
　この箇所を読むとき、犯罪の被害に遭った人々のことを思う。彼らが加害者に対して怒るのはごく当たり前のことだと理解されているし、昨今は、裁判でも被害者自ら訴えることが認められてきている。確かに、その怒りは正しく、権利があるとは思う。でも、はたしてその怒りや恨みを相手にぶつけることだけで、何か、意味あることが生ずるのだろうか。いいや、どれほど相手を罵倒しても、相手に復讐をしたとしても、それで何かの解決になるわけではない。一時的にはすっきりしても、それは、傷跡をかきむしりたくなるのと大差ない。結果、自らがますます傷つき、その痛みはどこまでも続くのだ。
　我慢しなさい、とその本人を説得するのは、あまり意味がない。キリストは、被害をもたらした者こそが、その怒りを解消する責任があると告げられたが、同じ趣旨で、周りにいる者たちの役割も考えさせられる。被害者の側に立つ者たちは、その怒りをあおり、応援するのではなくて、と言って、怒ってはいけないと戒めるのでもなくて、何とかしてその傷が癒えるために、あるいはもっと悪化しないように、我が身を呈して、必死になって被害にあった人を守り支え、助けていく必要がある。そうでないと、人はいつまでも「腹を立て」続けてしまう。加害者を罰すべきならば、それは被害者自らのなすことではなく、周囲の社会こそがその役割を担い、まっとうな形で刑罰を執行することも、被害者を守り、怒りと恨みを増大させないための、大切な業と言えそうだ。
 
 
マタイ　5:27-30
　一連の箇所は、キリストの基準が厳格なものであることを示している。私たちは通常、自分たちにぎりぎり可能な範囲の中で、物事の規範を定める。不可能なことを掲げても意味がないから、法律などに関しては当然の姿勢であるし、倫理・道徳ということでも妥当な話だとは思う。人間同士の話としては、これでよい。
　だが、問われているのは神との関係だ。ユダヤ人は、神に認められ、合格だと言われることを目指して、その律法に取り組んでいた。とすれば、そこに掲げられるべき基準は、あくまでも神ご自身の基準に則って指し示されることになる。もし、私たちが神に認められ、神から評価されることを目指すのだとしたら、そこで求められる基準は自分らが勝手に決めた基準ではなく、あくまでも神ご自身のもの。私たちは自らの姿をその基準に照らすとき、困惑と落胆、自分のがんばりによっては神から合格点をもらうことなどはできないのだということを、悟ることになる。天国は善男善女の行くところだと言われるけれど、天国に見合う程度に善人である者はいない。
　厳しい話だと思うだろう。けれど、神が私たちに差し出すのは救いである。お前のがんばり次第だぞ、ではなくて、助けてあげる、である。それを見失っている人類には、神の基準と向き合う経験が必要だとキリストが考えたのは、至極当然であろう。
 
 
マタイ　5:27-30（その２）
　右目や右手を捨ててでも、という言葉を文字通りに受け取ってしまったら、キリストの意図を見失っているとしか言いようがない。冷静に考えてみよう。その悪事をしているのは、右目か右手の責任か。いいや、その人全体の問題であり、もし、どこかの部分に限定するのなら、そう言った行動を指示した頭脳にこそ責任がある。とすれば、切り捨てるべきは頭であり、あるいは体全体と言うことになる。それでは生きていられない。トカゲのしっぽ切りは何の意味もない。
　手や目を捨てても何の意味もないと気づくとき、自分には悪事の償いはとうていできないことに、私たちは気づくだろうか。あるいはまた、自分という存在がどれほど罪に染まっているのかということを。罪の奴隷という言葉が聖書には出てくるけれど、私たちの実態はまさしく奴隷であり、自らの力では自由になり得ない。誰かに助けてもらわない限りは。キリストの辛辣な言葉は、私たちの強い自覚を要求している。
　時折、何かの悪事をしてしまった者が、自らを痛めつけることで償いをしようとすることがある。世の中は、そういう姿勢に好感を抱くかもしれない。でも、聖書はそういった行動には意義を認めていない。罰が下されるべきならば、それは自らではなく、誰か他者から科せられるものなのだから。
 
 
マタイ　5:29-30（その３）
　この箇所を、一つ、実際的に使うとしたら、それは償いとしてではなく、予防措置としての意味合いである。事後の対処はできないけれど、事前段階で、少しでも罪の被害を食い止めようとする努力は意味がある。
　私たちはよく、自由と言う言葉を口にする。これは自分たちの権利である、自由だ、悪いことをしているわけではないのだから、好きなようにやる自由があるはずだ、と。言っている内容そのものが実は悪事であるとしたら、それはもう、議論の余地はなく間違っている。けれど、事実、そこでなされようとしていることそのものは悪事ではないという場合もある。
　この場合に、この箇所でキリストが告げられることを考慮したい。確かに悪事でない限りは自由である。けれど、もしもそのことが悪事に陥りやすくする危険性を抱くとしたら、その自由は放棄した方がよいことはないか。ちょっとした自由を満喫するのを我慢して、それで悪事への落とし穴を少しでもふさぐことができるのなら・・・。これはかなり慎重な判断が必要で、悪のきっかけになるからと言って禁止していったら、何でもだめだと言うことにもなり得る。だから、全体としての禁令は望ましくないと思う。ただ、自分自身を考えて、特に弱い部分、陥落しそうな部分については、自発的にその自由を放棄し、道を少しでも閉ざしておくのは、意味があるはずだ。崖っぷちにあえて立つのは、あまりにも愚かで危険なことであるから。
 
 
マタイ　5:31-32
　当時、夫たちは正式に妻と離縁すれば（書面を渡すのだと書いてある）、それで結婚という関係から解放されて自由なのだ、と言われていた。本来、離縁状を出す責任を課したというのは、夫たちが好き勝手に妻を捨てることを認めないための防止策だったのだが、人間はいつでも物事を悪用する。書きさえすればいいのだというふうになってしまっていた。だからキリストは、結婚という結びつきの本来のあり方に基づいて（死が二人を分かつまでは一心同体である）、正式な離婚手続きをすれば自由だという考えは間違っていると指摘される。
　では、昨今問題となっているＤＶなど、結婚生活の継続が困難になっているケースはどう考えればよいのか。この箇所の意図は離婚が姦淫の罪をもたらすという話であることに注目すると、その結婚関係は解消されたとしても自由の身に戻ったわけではないのだから、それからは一人で生きていく、つまり、他者との再婚や関係はしないということであれば、この箇所の指摘する姦淫の罪には当たらないはずだ。この点は第一コリント7章とも併せて考えていく必要がある。
　なお、キリストの言葉は決して、不貞の理由ならば離婚すべきだという趣旨ではない。ここにあるのは姦淫の罪を犯させるなということであって、すでに生じた問題への対処は別の話である。いずれにしてもここでもキリストは、人々がこんなものだろうと考えていた基準を、神ご自身の基準へと戻させている。
 
 
マタイ　5:33-37
　自分の力を過信することへの戒めとして、まず読みたい。誓ったことを果たそうと取り組むのは大切だけれど、「大丈夫です」と言うのはつまり、私には達成する力があると胸を張っているのと同じ。天・地・エルサレム・頭と並んでいるが、人はどれも自由に動かせはしない。確証もないのに誓いを立てるのは、傲慢、不遜と言うべきだろう。できもしない約束をするのは、嘘と同じである。
　とは言え、誓うという行為そのものを全面拒否するのがキリストの意図ではない。私たちは結婚式でも誓い、信仰の告白という誓いも立てている。だから、そういう誓いをするときには、決して自分の力に頼らず、普段以上に神に祈り、神ご自身の助けと支えがあってこそ私はこの誓いを全うできるのだ、という表明が欠かせない。結婚の誓いが神の前でなされるのも、神に対する責任というだけでなく、神による守り支えを願い求め、神に委ねる思いを込めてのものであることを、そこに立つ二人には、強く呼びかけたい。
　そして、「はい、いいえ」とだけ語れと言われているのは、真実をそのまま素直に語れ、という戒めとして受け止めたい。複雑な言い回しによって、様々な条件をつけている誓いをして、ごまかしを謀るということがどれほど多いことか。契約書に綿密に書くのはよいことだけれど、複雑すぎて素人にはわからないのをいいことに、様々な付帯条件をつけて責任回避をすることを意図するようだったら、これは明らかにキリストの教えに反する。
 
 
マタイ　5:38-42
　目には目を、は有名な言葉だが、誤解されていることも多い。その真意は、過度の復讐をしてはならない、相手がした程度に限定せよ、ということで、争いの拡大を防ぐ意図がある。だから、決して悪い定めではない。今でも私たちはこの水準で問われる必要があるはずだ。
　けれどキリストは、その先を語っている。この言葉をいわゆる無抵抗主義として受け止めるのは、意味合いを表面的に考えすぎているような気がする。ここで取り上げられている態度を順に並べてみるとわかる。まず、怒りにまかせて相手のした以上の復讐をする。次に、相手がした程度までの復讐でとどめ、怒りの分を上積みしない。その次に来るのは、単なる無抵抗ではなく、害を及ぼす相手に対して、害を持って応ずるのではなくて、善を持って応ずる姿になるはずだ。ローマ12:20-21にキリストの意図通りの呼びかけがある。
　悪をもたらす相手に、何とかしてその人のためになることをしてあげようとする。これは非常に難しいけれど、でも、争いが真に解決する糸口はここにしかあるまい。そしてこれは、より積極的な行動であり、相手にされるままじっと我慢することではない。何が相手のためになるかと必死に考え、全力を投入して取り組んでいこうとする。復讐ではなく、幸いを持って応じていくのだ。キリストの存在そのものがこの行動であることを、私たちは忘れる訳にはいかない（ローマ5:6-11）。
 
 
マタイ　5:43-47
　聖書にある言葉の中でも、最も難しいと受け止められている箇所だろう。憎い相手、恨みに思う相手だからこそ敵であって、その対象を愛するなど・・・。
　まず、敵との和解が実現するかどうかは、ここでは何も言われていないことに注目しよう。仲直りできたら、その相手はもはや敵ではない。心を通い合わせることができるようになっていたら、その人は友であって、敵とは呼ばない。とすれば、そうやって和解した相手を愛するのは、「敵を愛せ」には該当しない。もちろん、和解を目指すべきであるのだが。だから、敵に良い感情を抱くかどうかが求められているわけではない。
　そう、好きになれと言われているのではないのだ。愛せ、である。つまり、決意と覚悟を持って、その相手のために益を図ることである。ここには祈れ、ともある。感情は、自分自身でも思いのままにならないものだ。その怒りや痛みはなかなか消えないかもしれない。でも、受けた害に見合う対応をするのではなくて、こちらから一方的に幸いを届けようとする覚悟が問われている。こんな例はどうか。あなたはケーキ屋さん。おいしいケーキを作り上げて店で売っている。憎い敵が買いに来る。こんなやつに食べられるのは腹立たしいと思うかもしれない。だが、店を開いている者の義務・責任として、笑顔は出せないけれど、黙々と売ることは大いにありえるはずだ。敵のためにも善を図ることは、神が私たちに与えている責任・役割である。私たちの気持ちではなくて、覚悟が問われている。
 
 
マタイ　5:48
　完全であれ、という言葉に、様々な戒めに対して自分にできる程度の、そこそこの対応をしている私たちは、愕然とさせられるはずだ。キリストは、自分たちの達成度によって神に評価されることを求めていたユダヤ人に対して語っている。日本人も同様の傾向があるかもしれない。でも、キリストは言う。もし、そうやって自分の出来を見てくれと言うのならば、人間たちが勝手に作った水準ではなくて、神ご自身の持っておられる基準によってこそ問われるべきだ、と。それは完全、である。そして私たちは、できない、ということにようやく気がつく。
　出来の良さを誇るというのでないとしても、私たちが追い求め、めざし、願いとするべきものは何かということも、神の完全さにこそあるのだということを、思い出したい。どうせ自分たちにはできないのだから、ということで、それなりの程度で私たちはごまかし、これでいいや、と言っている。けれど、神は完全。だとしたら、神を慕い求め、神に願い求めていくべきことは、私たちに可能な程度のものではなくて、やはり、神ご自身の崇高さ。決して、自分の力で達成しようというのではない。そんなことをしたら、あっという間につぶれてしまう。これは祈るべきこと、神に求めるべきことだ。神ご自身が働きかけて、事を動かしてくださって、そして不可能に思われたことが実現していく様子を、この目で見たいとは思わないか。それなら、安易にごまかすべきではない。
 
 
マタイ　6:1-5
　善行はもちろん価値のあることで、意義のあることだ。けれど、その動機は何か、何のためにしているのか、との問いかけである。
　「施し」とはつまり、助けを必要としている人に経済的な支援をすること、である。とすれば、その目的は、ただひたすら、その人が助かることを願ってのもの、そのために、自分にできることがあるのなら協力しようということのはず。だから、困っていた人が少しでも楽になり、笑顔が広がるならば、それで目的は達成されているはずだ。けれど、私たちはその善行を、誰か他の人に、社会にも知ってもらい、そしてほめてもらいたい、評価してもらいたい、と考える。おかしいではないか、とキリストは問う。
　人から評価されることそのものは悪いことではない。でも、それは良い成績を取ったり、すばらしい絵を描いたり、毎日ラジオ体操を続けたりと、何か自分自身に関することで努力して、その結果を認めてもらえばよいこと。誰かが困っている事態を、自分の益のために利用する。そんな見にくい話はない。火事場泥棒という言葉を当てはめたら、厳しすぎるだろうか。そんなふうではありたくないと、キリストの言葉に心から同意したいものだ。
　時々、教会には、キリスト教関係のイベントに関して協賛広告を求める呼びかけが届くことがある。単純に、応援してください、献金してください、ならば、好意的に検討したいと思う。著名な人や教会であれば、その人が応援しているイベントなのだよ、ということを明示するのも意義があるから、堂々と名前を出すのも良いと思う。けれど、その他大勢の無名な存在が協賛広告を求められるのは、非常に情けない思いがする。
 
 
マタイ　6:5-6
　道を歩きながら、携帯電話で大声で話している姿は、何とも格好が悪い。誰かとの個人的な話のはずなのに、全く無関係の人にまで、その中身がさらされることになる。会話は、その相手にさえ聞こえれば十分であり、他の人に聞かせるものではない。祈りは神との会話だ。礼拝などで皆を代表して祈る場合や、祈祷会などで心を合わせて祈る場合を別として、私の祈りは神ご自身に聞いていただくためのものであって、他の人に聞かせる必要のないものだ。
　とは言え、現代の日本に暮らす私たちの場合は、祈りをひけらかすかどうかよりも、むしろ、ひた隠しにしかねないことのほうが問題かもしれない。もしあなたが誰かと語り合っていることをあえて隠すのだとしたら、それは、その人とつきあいがあることを恥じているとか、世間的に差し障りがあると言う場合だ。「彼はあなたの友達だよね」と問われて「えっ、そんな人は知らないよ」と答えるのだとしたら、その友の心はどれほど傷つくかを思い浮かべてみれば、神と会話していることをまるで恥じているかのように隠すことが、どういう意味になるのかに気づくだろう。
　会話は、会話そのものの目的、その相手と親しく心を通い合わせていくという、そのためにこそ存在する。他の目的、理由を混ぜていくと、大切な会話がまがい物となってしまう。
 
 
マタイ　6:7-8
　熱心に祈り続けることと、同じ言葉を繰り返すこととは、どう違うのか。キリストが告げるのは、一度祈ったら、もはやそのことについては祈るべきではない、という意味ではないはずだ。
　そこで、祈りというものの意味が問われる。いわゆる願掛けは、私たち人間の側の熱心さとか、努力、そのために注ぎ込んだがんばりの程度が、結果を左右する。50回祈るよりも100回祈った方が効果がある、ということである。その場合、願いをかなえる主体は自分自身であって、神（かなにか）は力を貸すだけの役割に過ぎない。でも祈りは、神に呼びかけ、神にその願いを受け止めてもらい、そして、神ご自身が判断して、対応してくれることを求めていくものだ。だから、1回だけの祈りでも、100回の祈りでも、適うかどうか、その可能性に差が生ずるわけではない。私たちが繰り返し祈り、祈り続けるのは、あくまでも神にこの思いを伝えたい、ということであって、1回余計に祈ったから可能性が1%増える、というものではないのだ。
　キリストはここでも祈りというものの本来の目的、意味を思い出せ、と指摘されている。私たちが、せっかくの神との関わりを愚行にすり替えてしまうことに心を痛めておられる主である。創世記4:26で、人が自らの弱さを悟ったときに神に祈り始めているのを、見失ってはいけないのだ。
 
 
マタイ　6:9-13
　主の祈りについては様々な機会に語っているので、このブログでは簡単に済ませておこうと思う。この祈りは、大きく分けて、二つの部分で成り立っている。前半が神ご自身の力と御業、その支配を幸いと思い、喜び迎え入れる思いが語られるものだ。神への心からの信頼、神のなさることは最善であり、私たちのことを心底大切な考えてくださっているのだと知るのでなければ、本気で祈ることなど怖くてできないだろう。あっ、もちろん、そこまで信頼できない時でも、神に訴えたり、問いかけたり、というような祈りはできる。でも、「よろしく頼みます、お任せします」とは言えないと思う。祈りは、私の願い通りにしてください、といって神に指示書、計画書を渡すものではないからだ。だから、信頼しています、という思いが、この前半には強く表されている。
　後半は、私たちにとって最も基本となる願い、必要な事柄について、神に「よろしく」と求めるものとなっている。物質的な必要について、キリストは決して無視していない。それは大切な要素だ。いや、物だけでなく、私たちが生きていく上で必要な様々な事柄が、ここには込められていると言える。そしてまた、罪の赦しと、悪へと陥ってしまいやすい自らを守り支えてくださるようにとの願い。これもまた、私たちが生きていく上での欠かせない部分である。私たちの実際の祈りはもっと様々あるし、あってよいのだけれど、基本部分を忘れては大変である。
 
 
マタイ　6:14-15
　この言葉は重い。告げられているのは当然のことで、人を赦しもしない者が、自分だけ赦してもらおうなどというのは、誰が考えても認められるはずがない。10000タラントの借金を赦してもらった人が、仲間の100デナリ（60万分の1に当たる）の借金に冷たい対応をした人物には、大半の人が反発を感じるはずだ。赦すことと赦されることは公平であって当然だと皆は思う。
　けれど、自分自身に当てはめて考える時、これほど恐ろしい言葉はあるまい。だって私たちは、赦すことが苦手で、冗談ではないと息巻くことも多々あって、だから、赦さなければ赦してはもらえない、と言われてしまったら、絶望に陥らざるを得ないのが私たちの実情であるからだ。キリストは罪人を招く方であるから、私たちのこの実態はご存じだ。人を赦せない罪深い者を、それでも受け入れて、赦してくださるのが神でもある。
　ただ、私たちは思い出す必要がある。赦してください、と祈る時、それがどれほど無茶なことをお願いしているのかを思い起こし、赦してくださる神の偉大な恵みを思い、そして、こんな自分でも人を赦していく者とされていくことを、切に祈り願い続けていくことを、自らに問い続けるべきだろう。私の罪を赦してください、と神に祈るのだから。
 
 
マタイ　6:16-18
　良いことをするのに、人の目を気にするべきではない、というあたりまでは、少なくとも話としては、多くの人が同意するのだろう。けれどキリストの語っていることはもう一歩先を行く。積極的に隠せ、というのだ。より正確に言えば、他の人に知られないようにせよ、ということである。顔に油を塗って元気そうなふりをするのだから、偽装をしてでも、ということになる。そのくらい、私たちの思いは、高ぶりと自慢に陥りやすいということか。そんなことはありません、と胸を張って言いたいのだけれど、キリストの言葉が鋭く真実を指摘していることを、認めざるをえない。
　そうやって自分の「犠牲的行為」を高ぶるようになれば、他の人の価値を見下げるようになる。あるいは、何か見えるような犠牲的行為をしているかどうかで、人を測る愚かさにも陥る。そして、どっちが立派に見えることをしているかで競うようになる。そういう姿勢は、結局、神が罪人に注いでくださった愛とあわれみを忘れて、我が身の功績によって神からの報酬を勝ち取るようなことを考えてしまう。周りにたくさんあるせっかくの良き祝福を台無しにしてしまうのだ。
　そして、何のために断食をするのか、その本来の意味、意義を失うことになる。断食の効用は、思いを整えて、大切なことに集中することにあるはずだが、その効果を人にどう見えるかに注ぎ込んでいるのだから、その断食は全く無駄ということになる。断食は体にも負担をかけるわけだから、暴飲暴食をしているのと何ら変わりがない、ということになってしまうのだ。
 
 
マタイ　6:19-21
　今は、聖書の当時よりも、宝のはかなさというものを、よく知り得るようになっているはずだ。金銀宝石であればそうそう朽ち果てることはないし、頑張って防御したら、それなりには盗賊からも守ることができる。でも、現代の宝は株価であり、土地の価格。その価値があっけなく崩れ去ることも、巧妙に奪い去られることについても、痛い思いしながら知らされているはずだ。でも、その経験を生かすこともなく、相変わらず、いや、昔よりもさらに、人は地上の宝に執着し、それがすべてであるかのように振る舞う。
　物質的なものが不要だなとどは言われていない。人は食べるものも、着るものも、住むところも必要であり、財布が空っぽの状態で生きていくことは無理である。けれど、だからこそ、そういう基本的なもの、しかも、自分にとって本当に必要なもの（ぎりぎりに節約して暮らす、という意味ではなくて、時には遊び楽しむことも含めての話だけれど）というものにこそ目を注ぎ、そこにこそ価値を求めて暮らしていくことを心がけていくこと。そうすれば、宝に支配それ、振り回される日々ではなくて、自らが幸いに生きていくためにこそ、神が与えてくださるものを用いるのだ、という、本来の健全な財産の持ち方というものができるように思う。
　そういう暮らし方を築いていくうえで、献金には大切な価値があると思っている。主に捧げることを最も基本的な経済活動の一つとして行っていくなら（米を買うのと同じように）、私たちの意識は、ずいぶんと整えられていくのではないだろうか。
 
 
マタイ　6:21-23
　宝の話と、目の話と、どういうつながりがあるのかな、と思う人もあるだろう。ようするに、私たちの思い、私たちの意識がちゃんと真に価値あるものを見ることができているかどうか、である。聖書の時代、目はガラス窓のようにして、心のなかに外からの光を導き入れる機能があると思われていたらしい。だから、もし、目がよけいなものによって曇っていたら、人は道に迷い、倒れ付してしまうことになり、人生にとって非常に危険な状態になる。
　たとえば、砂埃のひどいところに、用もないのに出かけていく人はあるまい。泥の中に顔を突っ込んで、目を開く人はあるまい。そんなことをしたら目が傷ついて、何も見えなくなってしまう。いや、時にはそういう危険を冒してでも何かを探す必要があることは事実だ。でも、それはよほど価値のあるもの、本当に必要なもののはず。なのに、人々は朽ちていく力程度の、真に人を生かすわけでもなく、それがないと生きられないけでもなく、むしろ、そこに思いを傾けていると問題が生ずることが多すぎる、そういうもののために泥の中に顔を突っ込んでしまっている。こんな愚かなことを見過ごしにはできないと、キリストの言葉は厳しくなっていく。そう、一連の箇所に感じられるキリストの厳しさは、私たちを案じ、放ってはおけないという、切なる思いの表れなのだ。
 
 
マタイ　6:24
　そう、大切なことは、二人の主人に仕えることはできないのだ、という点である。一人の主人に仕え、他のものは、その足下に従わせていけば良い。財産とか物質的なものの存在そのものが悪などとは聖書は言っていない。いわゆる精神主義ではない。けれど、それらは皆、神の足下に置かれるべきものなのだ。
　こういう構図である。まず、神が一番上におられる。その下に私たちがいる。そして、その下に財産が置かれていくのだ。財産は私たちの主人ではなくて、神のもとで私たちが有効に用いて、その意義を発揮させていくべきものである。きちんと手綱を握っておくべきなのであり、その足下にひれ伏すのは本末転倒だ。
　それなのに、人は選ぼうとしている。神に仕えるか、財産に仕えるか、と。こんな愚かなことはない。神を抜きにして、自分が財産の主人になればいい、と考える人もある。理論的には成り立つが、実際には無理である。人はいつでも何かを自分よりも上に見て、その元で生きることを必要とする。だから、神を除外すれば財産が上に来る。そのほかにも、他の人間だったり、国家だったり、上になるものはいろいろあるけれど。でも現代人には、財産が主人になる構図が一番身近なはずだ。愚かで悲しきことに。
　何を否定するかではなくて、何を主人とするのかを、真剣に選び取っていきたい。
 
 
マタイ　6:25
　二つのことを考えさせられる。まず、私たちが真に目的とすべきもの（ここでは生命）を大切にすることを忘れて、単なる手段に目を奪われていることがあまりに多いのだな、ということだ。食物は本来、健康に生きるためのものであるのに、暴飲暴食の問題や、あるいは、食の安全性がこんなにまでおろそかにされている事態というものは、生命と食べ物と、どちらが大事なのかをすら見失っている私たちの愚かさを露呈している。食べ物や衣服に限らない。教育とか社会の制度、あるいは時には、礼拝などの宗教的行動もまた、その目的が見失われて、全く別のことで左右されていることを自戒する必要がある。
　けれど、この言葉を読んで、自分は目的と手段を取り違えてはいないぞ、と思う人もあるだろう。からだが衣服に優先するのは当然、食物は生命のためにこそある。よくよく分かっていて、けれど、問題は何も解消しないのだとしたら、それはつまり、選んでいる手段を徹底的に間違えているということだ。衣服や食物だけではない。心の問題、例えば信仰などにおいても、人が最善の誠意と熱意を注ぎ込んでいても、それでも何の解決にも至らないことがある。しばしば社会は、その人の頑張りというものばかりを評価して、うまくいっていなくても、まあ、よしとしよう、ということがある。気持ちはわかる。でも、そこで留まるならばただのごまかし。真の価値は、熱意だけで決まるものではなく、現実性が必要だ。今、手にしている魂の食物、衣服は、真に良いものなのだろうか。
 
 
マタイ　6:26-30
　空の鳥、野の百合という語りかけは、色彩豊かな絵画のようにも感じられ、のんびりとした田園風景の中に憩う思いにもなるのだが、繰り返し読み直すと、神に信頼することにおいて、どれほどつたないものに過ぎないのかを、深く意識させられる言葉である。
　そう、鳥も百合も、世界の造り主である方がきちんと整えていってくださるのだということを、ごく自然な、当然のこととして受けとめて生きている。「いやいや、そういうものたちは心配するという機能を持ち合わせていないだけだ、人間はもっと高等な存在で、そう簡単にはいかないのだ」などといった反論は無意味である。自然界のものは、生息と繁殖に関して、それこそ本能的な志向性を持っている。そのために不利益なことなど、選ぶ可能性すらない（まさに人間とは違う）。それなのに、鳥も百合も、この世界の中で神が与えてくださったものをきちんと受けとめて歩むのみで、決して、自分が何とかしなければと必死になることはなく、不安の中で身も心もやせ細るようなこともない。
　私たちの心は、いつも騒いでいる。不安や戸惑い、先が見えない恐れというものを、いつも意識している。神の御手の中にあるのだから大丈夫、という平常心を見失うことが、どれほど多いことか。そして、自分の力に頼り、それにしがみつき、だから、自ら混乱の中に陥ってしまったりする。人生を選び取り、何が最も幸いかを見出すことができる能力を有していると豪語している人類が、実は最も迷い、恐れ、自分の足につまずいて倒れやすい。答えは自分にではなく、神にこそあることに気づくまでに、いったい何度、転んだら満足するのだろうか。そう書いている自分自身が、明日もまた思い煩う者に過ぎないことを、深く意識させられる。
 
 
マタイ　6:31-33
　忘れてはいけないことがある。食べ物も着る物も、私たちには必要なものだ。衣食足りて礼節を知るという言葉があるけれど、平穏な日々を歩むためにはやはり、暮らしを支えるものが欠かせない。人は霞を食って生きているわけではなく、だから神は、あのエデンの園においても、神の祝福を一杯に受けている時にも、人々が何一つ困らずに食物を得られるように、豊かな果実を用意してくださっていた。衣服がなかったのは必要性がなかったからだと、わざわざ明記されている。
　そしてキリストは言う。それらが必要であることを、神はご存じである、と。だから続けて言う。神はちゃんと与えてくださるのだ、と。そうすると、何が問題なのかが、はっきりとわかる。選択肢はこの二つである。
　一つは、神に期待し、神がちゃんと与えてくださると信頼し、だから、決して慌てず、騒がず、神をほめたたえながら、自分のなすべき業をしっかりとやっていこうとする生き方である。遊んでいるわけではない。なすべき務めはそれぞれにある。今の自分が果たすべき役割をないがしろにして、神を信頼しています、などとは言えるはずもない。けれど、決して自分の力を誇らず、まして、神に反するような策を弄することなどは考えない。そんな必要はないと、信頼するのである。
　もう一つは、神の存在は忘れ、無視し、ただひたすら自分の力にのみ頼り、だから他者などは顧みることなく、誰かを犠牲にしようがなんだろうがお構いなしに、ともかく、自分に必要なものを確保することに専念する。遠慮していたら、必要なものを逃してしまうかもしれない。譲り合ってなどいられない。自分の益を考え、自分のためにということを最大の標語として生きていく。批判するのは夢物語に生きているやつらだとあざけりつつ、である。
　このどちらを選びますか、というのが、キリストの問いかけである。物質を望むか望まないか、ではなく、どうやってそれらを手に入れるつもりか、が問われている。
 
 
マタイ　6:34
　明日のことを心配しない、というのは、先々について計画を立てない、という意味ではない。よくよく先を見通して、ちゃんと準備することの大切さは、キリストご自身も指摘されていることだ。行き当たりばったりの生活も、宵越しの銭は持たないという生き方も、決して神の望まれているものではない。
　けれど、明日のことが不安で右往左往すると、今の自分がなすべきことにも手が着かず、結局は翌日も、その翌日も混乱させてしまうことになる。もちろん、私たち人間は先が見えず、明日のことも、１分先のことも定められないのだから、見えない不安というものを抱くのは自然なことではある。だからこそ、そこで神を信頼し、神に期待をするのか、それとも、自分の力の限界の中だけで終わりにしてしまうのかは、全く違う結果へとたどり着く。神に頼ることを無責任な生き方だと言う人もある。けれど、とうてい安心と言えない自分に頼るばかりで、もっと確実な方に期待することをおろそかにするのは、それこそ無責任で、危険な生き方と言うべきではないのか。
　計画は必要である。今日、あるいは明日、来年、何をなすべきかを見定めていくこと、神の導きを求めていくことは必要である。けれど、その計画が神の御心に適うものだと確信するならばなおさら、今の自分がなすべきことをしっかりと見定めて、しつかりとした歩みを続けていかねばなるまい。なるようになるさ、というのと、今の自分がなすべきことはこれだ、というのとでは、全く違うのだと言うことを、覚えておきたい。
 
 
マタイ　7:1-5
　他の人の罪や過ちに口出しするな、という意味ではない。この箇所から裁判官のような職に就くことを否定するとしたら、キリストの意図を全く誤解している。問われているのは、自分自身に対してしっかりと目を向けているか、ということだ。私たちは他者の問題には意欲を持ちやすいが、自らのありさまについては気がつかず、あるいは気づいていたとしてもなお、見なかったことにしてしまう傾向が強いのだ。
　でもそれでは、どんなに頑張って、他者の問題を正そうとしていたとしても、真に良きものを生み出すことはできない。その批判は、単なる欲求不満の解消に過ぎなかったり、自分の意にそぐわないというだけであったり、または自分の受けた被害に対する復讐心であったり、目指すべきものからずれていることが多い。それに、こういう姿勢で臨む限りは、その相手が心から悔い改めても、その復帰を認めようとするに至らなかったり、あるいは、もともとからして、相手の回復をさっぱり望まないものであったり、ということになりかねない。
　そして、自分自身の問題を無視し続けるならば、結局のところ、自らが回復を得られずに倒れていくことになる。他者を助け出すために自らが倒れていくのならば、まだしも意味がある。でも、他者を倒し、自らも倒れていくのでは、どこにも救いがない。こんな悲しい事態はあるまい。
　キリストの言葉通り、自分の目の中にある梁を取り除くことに、ちゃんと向き合いたい。幼い頃、この言葉を縫い針と考え違いをしていたけれど、むろん梁とは、家の屋根を支えている大きな柱のことである。そんなものが目の中に入るはずもないのだけれど、でも、人の起こしている罪の大きさは、人間の力、領域をはるかに超えるほどの、それ自体が私たちを押しつぶしてしまうほどのものであることを痛感させられる言葉だ。今、世界にある核爆弾が、全世界を何度も滅ぼすことのできるほどの量だという話は、人の愚かさを表すわかりやすい例だ。自衛のためでも、あるいは相手を倒すためであったとしても、せいぜい、一度、倒せるだけの分量で十分なのに、相変わらず人は、使う当てのない軍備のために、他に回せる力を消費している。人は見ず科の作り出したものによって押しつぶされているのだ。
 
 
マタイ　7:6
　不思議な言葉である。前後とのつながりもわかりにくいし、しかし、鋭い響きをもって迫ってくるものだ。いくつかの意味合いを考えたい。
　一つは、神の教えといえども、必ずしもすべての人にとって、すぐさま意義を持ち得るわけではない、ということをわかっておくべきということだ。キリストの語りかけですら、人々に受け入れられず、反発を買っていたことを思うならば、私たちが語っても何の効果も見られないように感ずる可能性は大いにある。私たち自身にも当てはめて、自戒する必要もある。せっかく聖書を読んでいても、私たち自身の心が整えられ（ローマ12:2によれば心の一新が必要とされる）、ちゃんと神の言葉を受け止めようとしていなければ、せっかくのものが風に飛ばされて流される可能性はあるのだ。４つの種の話も思い起こしたい。
　次に、もし、相手がどうしても聞こうとしないのであれば、他のところに行って、聞きたいと思っている人に語りかけるべき場合もあるのだということもわきまえたい。キリストは弟子たちに、「訪ねていった町が受け入れないなら、足のちりを払い落として、他の町に行け」と言われた。私たちに与えられている時間も機会もわずかでしかないことを思うと、聞きたがっている人々を待たせておくけにはいかないのである。これは厳しい言葉であるけれど、聞こうとしないのはその人自身の責任であり、自分だけでなく、他者にまで損失を及ぼすことを（聞く機会を奪う）許しておくわけにはいかないのだ。
　もっとも、キリストご自身は、いっこうに応じようとしない人々に対して、決してあきらめることなく、語り続けておられる。神は世界の始まりの時以来、この人類に語りかけ続けておられる。聞かない連中は捨てて良い、などとは、神は全く考えておられない。あくまでも、私たちの力の限界と考え合わせた上でのことだ。だとすれば、可能である限りは、決してあきらめずに語り続け、あるいはまた祈り続けることも、主の御心にかなうことである。
 
 
マタイ　7:7-11
　７節の言葉は躍動感あふれるものと思う。おやつのお菓子に当てはめてみようか。求めるというのは、「おやつが食べたい。今日はクッキーがいい。おせんべいがいい。やっぱりアイスにして」と願うこと。目の前に親がいる、というイメージだ。捜すというのは、親が出かけていて、でも、おやつが用意してあるはずだと思い、「どこだ、どこだ」と戸棚を開け、冷蔵庫を開けて、家中捜しに捜すことである。なかなか見つからなければ、タンスの引き出しからものを放り出し、まるで泥棒が物色したかのようなありさまにしてでも、なんとしても見つけるぞ、きっとあるはずだ、と信じて求めていくことである。そしてたたくというのは、親の仕事場に出かけていって、「おやつはどこ？おなかがすいた、ねえ、おやつ！」と、仕事の都合も考えずに願うことである。
　最後のものは、通常の感覚で言えば、何ともひどい態度であり、そんなことをさせてはいけない、躾がなっていないと言われてしまうものだけれど、神に対してはそれでもいい、というのである。もちろん神は、ＮＯという答えをなさることはある。でも、そう言われるまでは、神の都合など配慮しなくて良いから、ともかく願っていくことを、神は望んでおられる。すごいことである。そこまでできるのは、間違いなく答えてもらえると確信しているからこそである。邪魔だと言われるのではないか、無視されるのではないか、と不安があれば、こんなことはできない。心からの信頼があるからこそできることである。
　そう、こういった願いは、私たちが神をどれだけ信頼し、信用しているのかを如実に表すものとなる。そして、神は私たちの無鉄砲かもしれない願いに、ちゃんと応じてくださるのだと確約しておられる。子どもに蛇を与える親は、残念ながら、現代、あるいはいるかもしれないけれど、でも、神はそんなことは決してなさらない。「良いものをくださる」と告げられているように、私たちの願い通りではないかもしれないけれど、「良いもの」が間違いなく用意されていくのである。
 
 
マタイ　7:12
　この言葉は独立して語られていることが多いように思う。特に、他の人を愛することとの関連で告げられている場合が多いはずだ。でもこの箇所では、神に願い求めることとのつながりで、この言葉が告げられている。
　とすれば、他の人にもしてあげるべきことは、願い求められたときに、ちゃんとそれに応じていくこと、ということになる。必ずしもＯＫではないとしても、真剣に答えていくこと。ＮＯと言うべきであるのならば、本気で向き合って、そして、そのことを伝えてあげるべきこと。私たち自身が神にそうしてもらいたいのであれば、私たちもまた他の人に対して、そのようにせよ、ということになる。
　人間関係の破綻は、相手の言葉をちゃんと聞かず、受け止めず、応じようとしないことから始まる。一方的に自分の思い、自分の願い、要求を押しつけるだけになってしまったら、そこには神にある関係は成り立たない。神が人間同士の間に築いていこうとされるのは、父なる神と子なる神との関係に見習うものであるのだと、聖書には出てくる。そこんなことは無理だと思うのは当然だけれど、方向性はそっちにあるのだと知り、そのような志をもって歩もうとするかどうかは、決定的な意味がある。
　ふと、息子との会話を思い出した。息子はよく、「話を聞いて」と求めて来る。無視しているわけではなく、食卓などでは、息子の話の合間を縫うようにして妻と話をしたり、あるいは、教えるべきことを息子に語りかけているのだけれど、それでもなお、聞いて、と求めてくる。パーセンテージを計算したら、大いに聞いているつもりではあるけれども、常に関心を持ってほしい、常に応じてほしいというのが、息子の願いであるようだ。確かに、ほんの些細なことでも、語りかけたことが無視されたら、応じてもらえなかったら、大人でも心傷ついたり、寂しいものである。まあ、大人の場合、四六時中ではなく、相手の都合も考慮しつつ語りかけているのだから、なおさら、そういう少ない機会への対応が心許ないと、痛みは大きいのだろうが。
　小さなこと。けれどそこに、神の指し示す大切な教え、関係の回復の道が告げられている。
 
 
マタイ　7:13-14
　有名な一言は、しばしば誤解されている。受験などで使う「狭き門」は、多くの人が入りたいと望み、しかしあまりにも難しすぎて入れない、というものだ。その門の前には、多くの人が列を作っていることだろう。キリストが言うのは、多くの人には望まれず、見向きもされず、歓迎もされない、そういう部類の門のことである。
　神が指し示してくださっている門は、入りたいと心から願う者は、誰でも歓迎される。その人の出来不出来は全く問題ではない。神の国に入りたい、つまりは、神と共にいたい、神の助けを受けたいと願うならば、その人は、神が指し示している道筋を、喜んでたどるだろう。力不足などと言うことがないのだったら、なおさらである。そう、神の国の門は、広く開かれているのだ。マタイ11:28の言葉の通りである。
　けれど、実際には、この門をくぐろうとする人は少ない。理由は、初めから神を求めていないか、幸いは望むけれども神の助けには頼りたくないと考えているか、あるいはまた、神の指し示す道筋には納得せず、独自の方法でたどり着くことを目指しているか、など、ようするに、神の呼びかけを信頼せず、歓迎もせず、つまりは、神とは別のところへと進んでいく道を選び取っているからである。
　その方が、世の中的に言うところの、人間らしい生き方ができるから、だろうか。ヒューマニズム宣言というものがあるけれど、その中には、神に頼ったりするのではなくて、人間自身の力で世界を切り開いていくことが提唱されていたかと思う。聖書によればそれは、はるかな大昔から人間たちが目指してきたものであり、神を拒み、神を退けて歩もうとしてきたものと大差ない。それで、「見いだす者はまれ」ということになってしまう。見た目は、確かに広いと言われている道の方が良さそうに思える。自由に、勝手気ままにできるのだし、自分が神となれるのだから、実に心楽しいものだろう。でも、それが多くの破綻を産んでいることを、私たちは気づいていないはずはない。神は大歓迎しているのだが、自ら目をそらしている私たちなのである。
 
 
マタイ　7:15-20
　実によって見分ける、というのは、キリストが何度も告げておられる観点である。毒麦のたとえでも、実ってからのほうが正しく見分けられる、ということを指摘しておられた。
　ぱっと見たところでは、それが真に神のもとにあるものなのか、それとも、全く別のところから出てきたものであるのかを見分けることは、決して容易ではないのである。その本人がだましてやろうという悪意を持っている場合だけでなく、本人もまた取り違えてしまっている場合も含めて、案外良さそう、ということは、しばしばあり得るのである。
　キリスト教の世界でも、しばしば、これがいいというふうにして、何らかの手法がもてはやされることがある。だが、しばらくして下火になったり、熱心に関わっていた人ほど反発を強めるというようなことが起こるケースが少なくない。何とかしたいという熱意が、そうやって飛びつく傾向を生んでいるのかもしれないが、どんなに熱心でも、手にしたものがよくないのだとしたら、それでは何にもならないはずだ。
　ここで言われている「実」というのを、たとえば不道徳とか、そういった罪が生ずるかどうかということだけで考えるのは短慮だと思う。残念ながら、人はしばしば間違いを犯す。決して容認されるべきではないけれど、その人の善し悪し、あるいは、その人の説いていたことの善し悪しとは別に、こういう事態は生ずる。問われるべきは、その後の姿勢だろう。率直に過ちを認め、悔いて神の前にひざまずき、適切に他の信仰者の助けを受け、そうして立ち直らせていただくことを求めていくのであれば、その人はきっと、正しい道を歩いていて、それでいて踏み外してしまったのだろう。だが、そういう取り組みが見られないのだとしたら、その人はもともとからして、適切ではない道を歩いていて、当然のごとく挫折したのかもしれない。
　短絡的に言うのは危険だ。でも、だからこそ、しっかりと見定めて、それが真に神からのものなのか、それとも他のところから、人間の思いが作り出しただけのものなのかを、尋ね求める必要がある。その鍵は常に神の御言葉、聖書に照らすことにある。
 
 
マタイ　7:21-23
　御心を行う者であるかどうかが、判別の基準であると言われている。その人がどれだけ神の名を叫んでいるかではなく、と。22節には、さらに詳しく、様々な業を神の名によってなしていたとしてもなお、違うと言われてしまうものがあるのだ、とも指摘されている。
　表面的に見て、また、周りの人から「すばらしい信仰者ですね」ともてはやされているような、そういう者に対して、キリストは強い警告を発しておられる。断食などについても、その視点からも言われていた。むろん、本人はごく純粋に行動しているだけなのに周りがもてはやしいるだけ、という場合もあるから、周りの反応で決められるわけではない。でも、そういうもてはやしに対して、どういう態度を取っているかでも、本人の意識はいくらでも見定めることはできるだろう。
　それにしても、神の名によって奇跡をし、預言をしていたとしても、なお、違うと言われるのだとしたら、いったいどのようなあり方が、「御心を行う」というものに当たるのか。私たちはそこで、キリストの告げられた新しい戒め、を思い起こす。「互いに愛し合うこと」、あるいは別の箇所では、「互いに仕えること」も同様の意味合いで語られていた。そのようなことに目を向け、志し、取り組んでいこうとすることは、確かに、その人が御心を生きようとしているかどうかを表して行くに違いない。時にそれは、ごくごく地味な行動であり、誰にも評価されずに終わってしまうかもしれず、世界を変えるみたいなことにはならず、かもしれない。でも、どのような結果が生ずるかは神の御手に委ねて、今の自分がなすべきことを歩んでいこうとするのであれば、そのほうが、派手で大々的なことをしている人々よりもはるかに、「御心を行う」に該当するはずだ。信仰とは常に普段着の歩みとしてなしえるものでなければ、よそ行きの場面だけのものであってはならないのだぞ、と常々思っている。
 
 
マタイ　7:24-27
　土台が問われる、というキリストの指摘は、大いに考えさせられる。私たちの目は、どうしても表面的な様子に惹きつけられてしまい、それによって判断を下してしまう。いや、回りにいる者たちが何に注目するかは二次的なことだ。自分自身の歩みを考えて、ちゃんと土台を築いているかどうか、そこに最大の関心を払っているかどうかが、問い質されている。
　キリストの告げる「土台」は、キリストの言葉を聞くこと、そして、それを行うこと、だと書かれている。行うことについてはすでに述べたので、ここでは聞くことについて。自分の勝手な思いこみや熱心ではなく、キリストご自身がどう告げられたのかを、真剣な思いで尋ね求めていくこと、である。
　そのためには聖書を読み、自分にできる程度に応じて、その理解を深めていくことに努める必要がある。このブログもそのためにあるし、数多くの参考書も出ている。あるいは、人々との語らいや、絵画や音楽といったものも役に立つ。何も手元になければ、同じ箇所を続けて８回読み直すというのも有効だと聞いたことがある。そうやって、神が何を告げておられるのかを少しでもよく聞き取るようにすれば、大事な土台が築かれて行くに違いない。
 
 
マタイ　7:28-29
　キリストは権威ある者のように語られた。当時のユダヤでは、信仰に関する事柄は、人々は決して自分の主義主張としては語らず、誰か先人、あるいは聖書の言葉によって語るのが常だった。彼らは神のもとにあるということを信じていたから、そんな自分たちが何か新しいものを生み出すなどあり得ないと自覚していたのだろう。このあたり、仏教のように悟りを開くことを目指す生き方とは、大きな違いがある。
　でもキリストは、ご自身の言葉として語られていたのだと言う。内容的には、旧約の教えと別物ではない。キリストは常に、ご自身が旧約に示された神の御心のもとにあることを明言しておられた。それなのにキリストは、物事をご自身の言葉、ご自身の教えとして語られた。それはつまり、旧約にある神の言葉の権威と、自分の権威とは同じであるという意思表示でしかない。こういうあたりでも、キリストはご自身の神としての位置づけを、明らかに告げておられるのだ。
　当時のユダヤの感覚を知る者であれば、このようなキリストの態度は、「傲慢の極み、神をないがしろにする暴挙」と取られるか、あるいは「この方こそまことの神」と受け取られるか、どちらかでしかあり得ないことは分かるはずだ。神ではないけれども偉大なるすばらしい方、という選択肢はありえない。
 
 
マタイ　8:1-4
　新改訳聖書第三版の中でも、評判が今ひとつの訳語がここには出てくる。ツァラアトである。訳とは言えない。音をそのまま載せただけのものである。この言葉の採用には、かなり苦心したと聞いている。元の訳語には重大な事実誤認が含まれており、かつ、差別的意味合いが出てきてしまっていたからだ。もっとも、その現象の本来の意味とは別に（旧約のそれは、必ずしも病気とは言えない）、新約の時代には人々から差別的に扱われていたことは事実である。結局、第三版では、この問題の当事者と言える人々の選択を尊重した。その結果がツァラアトである。
　この用語の是非はさておき、決め方については、私はそれで良かったのだと、この言葉を見るたびに考えさせられる。時に、神の告げられることは、私たちの理解を超えることがあり、十分に把握しきれない場合がある。だとしても、それを無理に自分たちの理解できる範囲の中に押し込めるのは、あまり適切ではあるまい。それは結局、神の言葉を人の言葉に変質させる危険を招きかねないからだ。一方で、物事を語る時には、単に正確さということだけではなく、人々の思いを考え、とりわけ、痛み傷ついている人々のことを考慮しつつ語ることに、必死である必要があるはずだ。決して、事実をねじ曲げてはいけない。だからこそ、どうすればよいのかということに対して、私たちは大いにエネルギーを費やし、必死で取り組むべきなのだと思う。
　自分の思いだけが優先されるというような風潮がどんどん高まっている時代であるからこそ、なおさらのこと、聖書の言葉に向き合う時には、神の指し示すあり方を大事にしていきたい。
 
 
マタイ　8:1-4
　キリストの時代に取りざたされていたツァラアトという病気は、周囲から激しく差別され、嫌悪されていた。その背景に旧約の律法があるのは事実だけれど、旧約に出てくる現象は必ずしも新約に登場する人々の状況とは合致しない。結局人は、自分たちの勝手な思いによって、神の言葉を悪用していくのだと思わせられる。
　けれど、キリストはそういう事態に、真っ向から立ち向かわれている。近寄ることも忌まわしいとされていた人々にさわり、いやしを実行なさる。人々は、決して直らないと思いこんでいたのに（旧約には直った場合の対処が書かれていて、その点でも新約の現象とは食い違いがある）、まさに神の力、奇跡によって事態を改善した。それは、病気をいやすというだけでなく、その人の人生そのものを取り戻す意味があった。
　聖書には繰り返し、ツァラアトの人々に対するキリストの取り組みが書かれている。それはつまり、人生を失いかけ、いや、人間的に見れば完全に失われてしまった人々に対して、激しいまでの思いが傾けられていることと、それを根本から変革する、刷新する、新生させる力と決意が、神のうちにあることを表していく行為であったと言える。
　人は様々な部類の、痛みと困惑を抱えて歩んでいる。自分でもどうにもならないと絶望していたり、周りからだめなのだと決めつけられていることも少なくない。だが、神にとって不可能はない、という言葉のとおり、私たちの思っている「終わり」は、決して終わりではないことを、ちゃんと知っておきたいと思う。
 
 
マタイ　8:5-9
　この出来事は、二つの大事なことを伝えているので、今日は一つ目を。それは、神の御業というものの確かさと、壮大さを、ちゃんと意識しておくことである。
　病気の時、キリストが隣に来て、手を置いて祈り、いやしてくれたら、それは確かにうれしいだろう。キリストは決して、そういう接触とか、物理的な近さというものの意義を無視してはおられない。ツァラアトの人にはさわられたのだ。
　でもこの百人隊長は、そういう物理的な近さは神の御業にとっては本質ではないことを、しっかりと受け止めていた。神がこの世界の創造者であり、支配者であり、今ここで、自分の家来を助けられる方であるのならば、近かろうが、遠かろうが、そんなことは何の障害にもならず、同じように事を実現してくださるはずだと考えている。考えてみれば、至極当然のことであるのだが、けれど私たちはよく、そのことを忘れているように思う。
　教会堂にいるときだけの神、一歩外に出たら、別の基準に従って生きていくことを当然のようにしてしまっている私たち、日曜は神の基準に生き、平日は社会の基準に生きる。それはつまり、神は限られた世界の中だけに留まる存在で、普段の暮らしとは関係がない、力は及ばないのだということだろうか。時々、困ったことに直面して、そのときだけは普段の生活に神を引き入れ、だから、何とか断ちなどを行って、今だけは神との関わりがありますよ、というふうにする。もちろん、事が済めば、そうやって築いた神との関わりは解消し、再び、日曜だけの神に戻してしまう。
　この百人隊長にはあきれられるだろうね。彼は、世界全体の中で生きて働いておられる神を知っていたのだから。そういう方だからこそ、期待し、信頼して、家来を任せようとしていたのだから。
 
 
マタイ　8:10-13
　百人隊長であるから、ローマ市民であろう。まだ、ローマ市民権が帝国全体に拡大する以前なので、特権的な意味合いもあったはずだ。でもそれはユダヤ人からすると、異邦人と呼ぶ、自分たちとは違う者たち、さらに言えば、神とは別の世界にある者たち、という扱いがなされる部類の人であった。
　それなのにキリストは、彼が神の御国に入るのだと語り、アブラハムたちと席を並べるのだと語る。それは、当時のユダヤ人が思っていた神観念、信仰というものの意味合いに、真っ向から対立するものだった。これをユダヤ人に対する批判であるとか、革命であるとかと考えるのは、あまりにも小さい。それは結局、ユダヤの枠の中に留まる感覚に過ぎない。
　キリストが指し示しているのは、神の本来の計画、人類全体に対する語りかけ、取り組み、すべての人が神によって造られたのであり、そして、その救いの対象であるということを前提とした、当然すぎるくらいの扱い方であるのだ。
　ふと、弟子たちの反応を想像してしまった。「私はどうなのですか」と彼らならば聞いただろうか。いつも、自分は、自分は、というところから始まっていく弟子たちの発想。だが、私たちの出来不出来を越えたところで、神の御業こそが実現するというところにこそ、こんなちっぽけな、問題だらけの私たちにも希望が生まれ、神の祝福が届くようになる鍵がある。それでも私たちは、いつも、いつも、小さな枠の中だけにしか、神を見ようとしない。自分の民族、自分の教会、そして、自分一人、というように。この百人隊長のように、もっと大きなもの、もっと遠くを見るものでありたい。
 
 
マタイ　8:14-17
　福音書は、繰り返し、繰り返し、キリストによる癒しの出来事を記録している。御利益宗教という言葉を思い浮かべてしまう現代の私たちは、救い主キリストには、もっと高尚な教えを説いていてほしい、という思いを抱くのかもしれない。だが、17節にあるとおり、こういった業に取り組まれる姿は、この方が「救い主」であることを明確に指し示すものであって、キリストにとっては、決して片手間の話ではないのだ。
　神がこの世に働きかけられるとき、それは理念とか観念の領域だけに留まることはない。それは常に具体的である。いわゆるたましいの世界だけに関心を持っておられるのではないのだ（古代ギリシャには、霊的な世界と物質的な世界を区別して、霊を上位、物質を下卑たものと見なす思想があったが）。
　キリストが人々に与えた教えもまた、それを物語る。愛することは常に具体的な行動を伴うものであり（決して、物資を与えれば愛の表明になるわけではないけれど）、だからこそ初代教会の人々は、持ち物を分かち合って暮らしていた。何をどうするのかは、具体的であるほどに、その時代、その状況によって大きく変わって当然であるが、キリストに従う者であろうとするならば、それぞれのなすべきことをする必要がある。信仰とは思いこみではなく、あるいは単なる情熱でも、心の高まりでもない、のである。
 
 
マタイ　8:14-15
　ペテロのしゅうとめが、キリストによって熱病をいやしてもらった話は、３つの福音書に出てくる。有名人の家族の話だから載せておきましょう、というわけではないので、この出来事がペテロにとって大きな意味を持っていたことがうかがい知れる。彼とキリストとの関わりは、これ以前に始まっていたけれど、ペテロにとってはこの出来事が、さらに深く結びつけられていく分岐点になったのだろう。
　人にはそれぞれ、神との関わりを堅く結びつけていく何らかの分岐点があるはずだ。劇的な出来事とは限らないけれど、本人にとっては大きな意味のある何かの時。私たちは、ペテロのように、そのときのことをちゃんと覚えていた方がよい。時に迷ったり、とまどったりするとき、その分岐点は、もう一度自分の信仰を整え直す良い手がかりになるだろうから。
　ただし、その出来事が信仰のすべてにはならない。この後のペテロの言動には、キリストはしゅうとめを助けてくれた方、というイメージは全くといって良いほど感じられない。それはスタートであって、もっともっと多くのことをキリストから受け取り、彼の信仰は広く、深く、進んでいったということだろう。初歩に留まっていないで、とは、パウロも告げていた言葉であった。
 
 
マタイ　8:18-22
　ここにあるキリストの言葉は、出家という概念を思い浮かべさせるものにも見える。この方に従うぞ、と心を決めた以上は他の事柄に拘泥している場合ではない、全ての雑念を振り払って専心せよ、というふうにだ。けれど、キリスト教信仰には本来、出家というものは存在せず、それに、キリストのなさりよう全体を見ると、父親の葬儀に携わることを禁ずるというのは、ちょっと思い浮かべにくい。
　私はこの呼びかけを通して、具体的に何を放り出し、何との関わりを断ち切るかということよりも、私たちの生き方の基本になる事柄、いわゆる価値観ということに関する問いかけを思わせられる。もっと実際的に言うならば、神の言葉である聖書の呼びかけを、本気で自らの根幹としているかどうか、が問われているように思う。神を信じ、神に従うのだと言いながらも、私たちの生き方はしばしば、神とは別のものによって導かれ、その価値観が重視され、神の言葉はせいぜい良き助言程度の扱いを受けていることが少なくない。でも、だとしたらキリストは私たちの「主」ではなく、参考意見でしかなくなる。それは、少なくともキリスト教信仰においては、決して、本気で従っている、ことにはならない。失敗や混乱、時に、反発が生ずるのは避けられない。でも、ご意見拝聴しました、という姿勢はあり得ないのである。キリストはこの人々のそういう姿勢を問うていたのではないか。
 
 
マタイ　8:23-27
　嵐の中で、しかしキリストは眠っておられた、ということに注目したい。弟子たちは慌てている。もうだめだと思い、それで必死にキリストを揺り動かし、目を覚まさせようとしている。だが、神の子である方が、弟子たちや自身の命の危険を知らずに、ひたすら眠りこけていたということは考えられない。キリストは、眠っていて構わないからこそ、寝入っておられたのだ。つまり、弟子たちが動揺している嵐について、キリストは問題なしとの判断を、それこそ神としての権威のもとで下していたということである。実際に嵐を鎮めて見せたことは、その余波に過ぎない。
　私たちも、しばしば慌てる。神様、何とかして下さい、眠っていないで、と大騒ぎである。それはそれでも良い。私たちは力の弱いものであり、恐れや不安に振り回されるものにすぎない。だけれど、神ご自身が慌てることはあり得ないし、神が油断して失敗するということはありえないということだけは忘れてはならないのだ。必死で祈りつつ、しかし、主は必ず最善をなして下さるとの確信を保ち続けることができたら、どれほどの幸いとなるだろうか。これは、危機の中で習得するものではなく、神との日頃の関わりの中でこそ培うべきものであろう。
 
 
マタイ　8:28-34
　町の人々が騒いでいるように、この出来事はかなり激しいものであったようだ。その衝撃を、周囲に住んでいた人々は迷惑としてて受けとめ、だから、頼むからよそでやってくれ、という反応になっている。一方の弟子たちにとっては、お師匠さんの偉大さを見せられた思いで、感嘆に打ち震えていたことだろう。いずれにしても、人々の思いは、イエスのすごさ、ということに集中している。
　でも、キリストご自身の思いはどうだったのか。それはただまっすぐに、この男の人、長く苦しめられていたこの人に注がれ、その人が助かること、立ち上がること、生き直していけるようになること、そこにこそ集中していたのではないのか。ご自身の神としての栄光が現されることも、確かに必要ではある。だが、それより、何より、この男性自身の救いと祝福こそ、キリストの願い、キリストの願いなのだ。
　このような方が私たちの主であり、救い主であることに、深い喜びを思う。
 
 
マタイ　9:1-8
　キリストはここで、病の癒しと罪の赦しとを結びつけている。悪いことをしたから病気になった、という話ではない。そういう因果的な発想は、ヨハネ9:3でも明確に否定されている。どちらの問題をも解決できる力と権威を、神はお持ちである、という意味で結びついているのだ。神は、どちらの痛みも、同じように重大に受け止めてくださり、そしてまた、助けを与えようとしてくださっている、ということである。魂の救いがあれば、肉体はどうでもよいとはおっしゃらないし、そしてまた、肉体的に平穏であれば、魂は後回しでも良いともおっしゃらない。両方とも、同じように大切なのである。
　私たちはしばしば、このどちらかを優先させ、どちらかをのみ重視しやすい。でも、そういう姿勢から出てくるものは、結局のところ、人としてはいびつなものとなってしまい、神の与えてくださった祝福の全体を受け止められなくなってしまうものとなる。たとえば、神の恵みを放縦に費やして自堕落となってしまったり、反対に、神の恵みを喜び楽しむことを見失い、つまらない人生を強いてしまったり。
　神は天地を造り、人間を造られたとき、人に神と関わることのできる霊を与え、そしてまた、この世界を生きる肉体を与えられた。だとしたら、その両面を大事にすることこそ、神にあって生きる姿と言える。
 
 
マタイ　9:1-8　その２
　病院を訪れる患者は、注射をしたり、薬を出したり、何か目の見える形での治療を行ってくれる医者を手厚いと受け止め、話は聞いてくれるけれども、具体的なことは何もしないで「様子を見ましょう」とか言われると、まじめにやってほしいと文句を言うのだと、聞いたことがある。まさか、さぼって手抜きをしているわけではないだろうから、様子を見ると言うのは、実は本当に必要な治療は何かを真剣に考えた上での対応であるはずなのだが、患者にはなかなか理解されない。
　それはつまり、ちゃんとやっているかどうか、適切な権威と力を持っているかどうかを、こちら側、助けてもらおうとする側が検証し、判断しようとしているからだろう。同じように、罪の赦しを宣言することよりも、実際に病気を癒して見せた方が、神としての権威と力を人々に見せるのには、はるかに「やさしい」。
　けれどキリストは、人々の目が単に癒しだけに注がれて、主が展開なさる業の全体像をしっかりと伝えるためには、罪の赦しを宣言することのほうが有意義だとお考えになった。それは、相手にもよる。通常、キリストは病気の人に赦しは語らない。けれど彼らは深い信仰をもってやってきた人々。だからこそ、両面の意義をしっかりと伝えようとなったのであろう。周囲にどう見えようと、今、大事なのは目の前の当事者なのだから。
 
 
マタイ　9:9
　マタイは自分自身がキリストに出会った時のことを書き記している。収税所に座っていた時、である。用事があって銀行の窓口にいました、というのではない。彼が取税人として仕事をしている時に、ということである。取税人という前歴は、ユダヤ社会では明らかにマイナスである。だが、その自分を省みてくださった神の恵みを知るものとして、マタイはむしろ喜びの表れとして、このように記録する。
　自分が神と出会ったこと、与えられた恵みということについて、他の人にも語るというのは（つまりは証しと言われる類のもの）、有意義なものである。自分自身も信仰の原点を確かめられるし、他の人は神が生きて働いておられることを、より具体的に見ることができる。それは決して、自分のしてきたことを何でもかんでも公にする、ということではなく、人のことを根掘り葉掘り知りたがる野次馬根性は信仰とは無縁だ。けれど、具体的なことを言う、言わないを別として、自分が受けた幸いを土台とする時にこそ、この信仰、この福音を誰かに伝え、知ってもらうことができるようになる。
　マタイにとって、この瞬間は、生涯忘れることのできない歓喜の時であったのだ。神は、ユダヤ社会全体から神にふさわしくないと断定されていた彼を、受け入れてくださったのだから。
 
 
マタイ　9:10-13
　この言葉ほど、世間一般の、とりわけ信心深いと言われるような人々の感覚と食い違うものはないだろう。神の国は善男善女のものという意識は浸透しており、立派に生きられた人に神からのご褒美があるのだという理解は、万国共通のもののはずだ。だから、「こんな自分は教会にはふさわしくありません」と言って近寄らない人は多い。
　現実としては、確かに、何かの問題を抱えているような人ではなく、そこそこにまともに生きている人の方がつきあいやすいわけで、人間関係も安定するし、教会の諸活動も円滑に進む。取税人などがいると、どうしても衝突が生じやすく、それこそ、小さな者に対するつまずきは大きくなる。だから、頭ではわかっていても、その相手を蔑視するわけではなくても、やはり避けてしまうというのは、自然なことではある。大声で太鼓を叩きながら歌う礼拝をしたい人と、静かにゆっくりとした讃美歌を用いたい人が一緒にいるのは、互いにストレスでしかない。
　だからそういう点では知恵も必要で（神は人間に考える能力を与えられたのだから）、罪人と呼ばれていた人々にしても従来通りで良いのではなくて、きちんと暮らすことを目指す必要もあって、それと共に、根本においてどれだけ互いを、主の前に大切な存在として受け止めているかどうかをよくよく問い続けねばなるまい。決して容易なことではないのであるが。
 
 
マタイ　9:14-15
　断食に大きな価値を置いていた当時の風潮に、キリストは賛同していなかった（マタイ6:16-）。ここではさらに推し進めて、意味のある断食と意味のない断食の区別を指し示しておられる。ここにある事例で言えば、断食するかしないかは、何の意味も持たない。けれど、ある人が、自分の心に宿る悲しみを表明するために、断食という手段を用いるのだとしたら、その行為ではなく、その心にこそ注目全てものはある、ということである。別の例を挙げれば、回りの人もしているからと言って、長々と祈っていたとしてもそれには意味はなく、しかし、もしそこに切なる思いが込められ、神への言葉が尽きることなく心の中から出てきて、その結果として長い祈りになるのだとしたら、それには意味がある。私たちはつい、何をしたか、ということで評価を決めようとする。だが、神は心をご覧になる。この違いを貫いていくならば、私たちの行動は大きく変化するのではないか。
 
 
マタイ　9:16-17
　よく知られた箇所の一つだが、昨日の言葉の続きであることを考え合わせると、単に、ＴＰＯは大切だみたいな話ではないと気づくはずだ。また、物事、新しいものを、ということでもない。
　ようは、何を求め、何を目指すのか、である。断食にこだわり、形にこだわっていた人々は、つまりは神の前でも形の出来不出来で評価を決めてもらおうとしているのであり、でもそれは、全くもって神の心には合致しない。それでは、キリストがこの世に来られた意味がないのだ。だから言う。もし、キリストによる救いをこそ願い求め、助けていただくことを望むのだったら、それにふさわしい神への関わり方があるだろう、と。自分の功績を誇り、こんなに頑張っているのです、と胸を張るのではなくて、だ。善行にしても、私はよくやっていますよ、ではなくて、神に導かれているから、力を与えられているから、こんなにも成し遂げられました、すべてはあなたのおかげです、という姿勢だったら。私たちは、相変わらず、別のものを目指す時と同じ態度を取り続けている、悲しいことに。
 
 
マタイ　9:18-26
　この出来事、キリストの偉大さを示すものであることも間違いないが、私はこの会堂管理者、ヤイロという名前であるけれど、彼の姿勢に惹きつけられる。死にそうな娘のために、キリストを呼びに来たのだ。途中で邪魔する者は、誰であろうと殴り倒してでも排除し、ともかく娘のところへと願ったとしても不思議ではない。立ち止まったキリストにも、激しい怒りを覚えるとしてもありそうなことだ。死んだということは、途中で知らされたのだと、他の福音書では詳しく説明してある。だとしたら、その時点でキリストには見切りをつけて、娘のところへ走ったとしても何の不思議もない。
　でも彼は、最後までキリストと同行した。間違いなくいらだっていたはずであるが、それでも、キリストを捨てることはしなかった。これが最後の頼みの綱であったからだ。ほかに可能性は皆無。でもキリストには何かがあるかもしれない。期待できるのが0.1%だとしても、彼には捨てられなかった。私たちの信仰が彼のようにはいかないのは、私たちは安穏しているからか。彼ほどぎりぎりのところに立たされたりしていないからか。この方よりほかになし、とは思っていないからだろうか。うーむ。
 
 
マタイ　9:27-31
　癒しの奇跡はいくつも記録されているが、この出来事の特徴は、「あなたがたの信仰のとおりになれ」という言葉にあるように、助けを求めた人々自身の信仰に注目されていることだ。神に期待する、神には力があると認める、きっと応じて下さる、無視したりはなさらない、そのように信頼して、願い求めていくことを、キリストは強く求められる。奇跡そのものなら、人の思いなどと無関係に、神ご自身の意志だけでも実行は可能だ。天地創造に人の願いは関わっていない。時間的に言っても当たり前のことだが。キリストの十字架も復活も、人々の切望の結果ではない。神は必要なことは誰が何と言おうと、何も言わなくても、遂行なさる。でも神は、人の思いを望まれる。人との関わりを喜び、人との応答を楽しみとされるからだ。神と人との関係を「愛」という言葉で指し示すのも、それとつながっている。人間たちの無関心、そっけない態度ほど、神にとっての悲しみはないのだ。
 
 
マタイ　9:30-31
　人々を助けるキリストの業に、回りの者たちがどんなふうに反応していたのかを考えさせられる箇所だ。目を癒してもらった二人は、キリストの制止を無視して、奇跡を触れ回った。うれしいのは分かるけれど、ご本人が困るとおっしゃるのに、自分は言いふらしたいのだ、というのは、尊敬や崇拝につながるのだろうか。神はすばらしいと歓喜していれば、神が教え、望んでおられるのとは違うやり方で、活動しても構わないのだろうか。それは、ただのわがまま、自分勝手。神と楽しくおつきあいすることはできるかもしれないが、神を礼拝する姿勢、神の前にひれ伏す姿勢とはつながらない（実際に地に突っ伏するのでも、心の姿勢としてでもよいのだけれど）。でもこれが、キリストによって認められた信仰を示していた人々の態度であることに、私たちは強い自戒を覚えねばならないと思う。
 
 
マタイ　9:32-34
　続けてここでも、キリストの奇跡に接した人々の姿が記録されている。対比されているのは「群衆」と「パリサイ人」である。つまり、神に対して、ごく一般的な程度の理解と知識を持っている人々と、強い意欲と取り組みを持ち、回りからも専門的な人々だと認められていたような人たち、である。そして、前者はごく素直に驚いているのに対して、後者は難癖をつけている（この内容については12章で詳しく出てくる）。
　考えてみてほしい。音楽を愛し、必死に取り組んでいる者は、街を歩いていて聞こえてきた音色に、その他大勢の人よりも強い関心を示し、感動を覚えるのではないのか。描く人々は、美術館に通うことに、人一倍のワクワクドキドキを覚えるのではないのか。それがぶつぶつ文句を言い、批判ばかりを口にしているのだとしたら、その人の情熱は何なのだろうか。驚嘆を忘れてはなるまい。
 
 
マタイ　9:35-38
　十字架にかかった時、キリストの身体は疲弊しておられたと言われる。この様子を見れば納得だ。キリストは人々を助けるために、文字通り身を粉にしておられた。理由は「羊飼いのいない羊のように弱り果てて倒れている彼らをかわいそうに思われた」からだ。
　働き人が必要だ、と告げられている。誰でも良いわけではない。そういう人々を顧みて、何とかして助けたい、支えたいという願いを持つ者が必要とされている。能力や訓練の問題もあるけれど、何よりも大事なことは、キリストの教えの通りに、人を愛し、人を思い、仕え、尽くそうとする志を抱くかどうか、であろう。だからキリストの言う働き人とは、いわゆる専門家だけの話ではなく（それも少ないことを痛感するのだが）、神の前に生きようとする者たち、一人一人に問われていることである。
 
 
マタイ　10:1-4
　十二弟子が登場する。すでにペテロなどは出てきているが、キリストによってはっきり任命されたのはこの時である。多種多様な人々がいたこと、それから、当時は軽く見られていたガリラヤ地方出身者が多かったことが特徴であるが、後に「私があなたがたを選んだのだ」と告げられたキリストの言葉を痛感させられる。
　なお、彼らの使命について、人々を助けるための様々な業を執り行うため、と記されていることに注目したい。十二弟子とは、ご自身の側近を持ちたいとか、理解者を育てたいということではなく（教えを継承すべき人々ではあるのだけれど－使徒1章）、より多くの人々のために、神の業を提供するためのスタッフという意味合いが、ここでは告げられているのだ。実際キリストは、この後に出てくるように、弟子たちを派遣して、ご自分が行っていた事柄を担当させている。地上におられるキリストには、身体的な制約があるためでもあり、そしてまた、こういった業は、まさに信仰者たちが担っていくべきものでもあるためだ（救いの御業はキリストにしかできないが）。今の私たちもまた、キリストの弟子であろうとするのならば、神が何を委ねようとしておられるのかを、よくよく見定めておきたい。私たちは、神の祝福が人々に届けられるためのスタッフであるのだ。
 
 
マタイ　10:4
　十二弟子の中に、イスカリオテ・ユダの名前があることは、とても印象深い。マタイ自身も、そのことを強く意識しているからこそ、「イエスを裏切った」という説明書きがつけられている。当然それは、神ご自身の意図でもある。
　ユダが裏切ることになるのを、キリストがご存じなかったはずはない。寝首をかかれたのとは全く違う。一方で、十字架への道筋をつけるためにユダの存在が必要だった、という見方も、あまりにも勝手な推論だ。キリストは、誰かが罪に落ちて滅んでいくのを利用なさるような方ではない。
　だとすればなぜ？　ユダが十二弟子に加えられた最終的な理由は、残念ながら人間にはわからない。あのときまでの彼は十分に役立つ者であったからかもしれないし、裏切った後でも回復の可能性はしっかりと用意されていたからかもしれない。一つだけ言えることは、ユダがここにいなくても、十字架の道筋そのものは進んでいったことは間違いない、のである。
　今はただ、ユダですら、キリストのすぐ側に置かれていたということを覚えていたい。そして私たちには、人の心の内も、その人の行く末もわかりはしない。だとしたら、何か問題を覚える相手がいたとしても、安易に切り捨てたりするのではなく、神が共に置いておられるのであれば、その中でちゃんと関わり続けるべきだろう。
 
 
マタイ　10:5-15
　キリストの業に取り組む際の具体的な指針がいくつも出てくる。
・今、自分に与えられていることに取り組むこと。すべてはできない。
・神から与えられているものを提供していくこと。私たちの役割は届けることである。
・その取り組みが神によって支えられることを信じて、尻込みしないこと。
・信頼できる人と共に歩むべきこと。一人ではできない。
・神の平安というものが、大切な要素となること。単なる平穏や穏便ではないけれど。
・撤退、転進の必要もあるのだということ。神の時がある。
　うーむ、考えさせられる。
 
 
マタイ　10:9-11
　この言葉の背景には、当時の社会事情も関連している。こういった神の業をする者は基本的に支えるのだという社会全体の認識があるからこそ、何も持たずに旅をすることができたのであって、仙人ではないのだから、霞を食って生きよと言われているのではない。
　だからこの言葉は、周囲の者たちこそ真剣に受け止めるべきだと思う。ある取り組みが神の御心に適うものだと信ずるのであれば、自分にできることをして、その業を支援することは基本的な要素とされているのだ。むろん、すべての業を支援することはできない。ここで求められているのは、自分の町を訪ねてきた人であり、自分の家の門を叩いた人を支援することである。そういう責任を自覚する人々によってこそ、一つの大切な業（しかもそれは自分の町のためになされている業なのだ）は安心して進められていく。キリストの描かれた図式はそのようになっている。
 
 
マタイ　10:12-13
　相手に平安が届くかどうかは、私たちが判断することではなく、神ご自身がお決めになること。だとしたら、私たちが先走って判定を下し、この人は神の祝福にふさわしい、この人にはその資格はない、などと選別する必要もなければ、してはならない、ということになる。それはそうだ。私たちにそんな能力はない。さばいてはいけない、というキリストの教えを思い出す。社会の仕組みとして、犯罪を罰したり、もめ事の解決を目指すのは必要なことだ。けれど、そうやって社会レベルでの対処をするとしても、神の平安がその人に留まるかどうかまで決めつけるのだとしたら、それは、神の対処は信頼が置けない（甘すぎるとか）と言っているのと大差ない。神の確かな正義と、そしてまた、そのあわれみを信ずる者として、人々に神の平安があるようにと、私たちは祈り続ける責任がある。
 
 
マタイ　10:12
　平安とは何だろうか。心安らかでいられること、だけではあるまい。昨今は「癒し」が重視されていて、それはそれで良いものだと思うのだけれど、神の平安は、この程度で留まるものではないと思う。平安という言葉に、神が込めておられる思いは多岐にわたるのだと思うが、この言葉が、神との和解、あるいは他の人との和解ということにつながって語られていることを思い起こす。和解とは対立の解消であり、赦しであり、ということは、そこに相手のために犠牲を払うという姿があり、尽くすことがある。
　神の平安とは、そういう犠牲がお互いに払われていく状況であろうし、また、そういう取り組みをするようにと、自分自身が整えられていく、そのための素地、力が与えられることにつながるものだ。自分がいい状態であることで満足して終わってしまうとしたら、それは平安ではない。真実な平安を私たちは願い求めているのだろうか。
 
 
マタイ　10:14-15
　　この言葉はつらい。耳を傾けない者は自業自得だというふうにして、清々したといって立ち去るのだとしたら、それは全く意味が違う。時々、面倒な人は棚上げにして、みたいな言い方がされることがある。人間関係の極意としては意味があるとしても、キリストの言葉の真意とは違う。もし、立ち去るのだとしたら、ちゃんとそのことを表明して、「君たちは間違っているのだ」と宣言して、その上でのこととなる。相手のさらなる反発は必至である。それだけの覚悟をもって、つまりは、立ち去ることを通して、相手に対する決定的な呼びかけをする。そうでなければ、単なる逃避であり、あるいは、回避にすぎない。
　けれども、神ご自身、この頑固な人類に対して、決して、「もう知らない」といって放り出したことはない、ということは忘れてはなるまい。神は忍耐深く、耳を傾けようとしない者たちに呼びかけ続けておられるのだ。私たちは時に安易すぎ、あるいは、逃避するばかりであるのかもしれない。
 
 
マタイ　10:16-22
　厳しい事態が待っているのだ、と告げられている。キリストの指し示す祝福がこの世界の流れと違っているから、いや、そうではない。この世が、本来あるはずの神の国と違ったものになってしまったから、だから、厳しさに直面することになる。もし、キリストにある祝福に価値を認めず、どうでも良いものと思うのなら、こういう衝突は回避するのが得策だ。でも、それが大切なものだと思うなら、先へと進んでいくしかない。歯の治療は痛くて嫌かもしれないが、治したければ、歯科の椅子に座るしかないのである。
　ただし、キリストはここで、蛇のようにさとくあれ、とも告げている。単に正面衝突すれば良いというものではなく、よくよく知恵を働かせて、主の道を歩むために何が最善であるのかを、どこでこそ衝突すべきかを、よくよく見定めていくことも教えられているのだ。鳩のようにすなおに、とあるから、決してごまかしてお茶を濁すのではない。それでも、考えもなく猪突猛進して、それで混乱を倍加させているのなら、それは主の御心に沿うこととは言えない。目を開き、自分の前にちゃんと用意されている真に正しき道を、踏みしめていきたい。
 
 
マタイ　10:19-20
　だからといって、ちゃんと心備えをしたり、御言葉を学ぶことを放棄して良い、ということではない。第一ペテロ3:15でも、準備をしておくようにと告げられている。
　でも、私たちが語るようにと求められているのは、自分の考えではなく、自分の言葉でもない。そこにあるのは、神が人間たちに告げられたこと。それを受け取り、そしてまた、他の人にも伝えていく。伝言ゲームのようなオウム返しではないけれど、基本的には似たようなものだ。聞いたことを伝える。しっかりと伝える。そこまでが、私たちの責任だ。
　私たちは、救いを語り、神の祝福を語る。でも、それを実現させるのは私たちではない。実現させると神は約束された、ということを伝えるのが私たちの役目であり、まるで自分が助けてあげるみたいなことを言うとしたら、かつてモーセが「岩から水を出してやろう」と言い放ったのと同じことになる。
　案ずるには及ばない。その約束を実現させてくださるのは、神ご自身であるのだから。
 
 
マタイ　10:23
　キリストの言われたことからすれば、無用にいのちを投げ出して、殉教すべきではないのかもしれない。もちろん、踏みとどまるべき時がある。大切なものを捨てて逃げてもよいと言うのでもない。神を捨てて妥協したり、間違ったことに流されるわけにはいかない。
　でも、今の自分がなすべきことは、ここでいのちをかけることではなくて、もっとほかのところで労し、そっちでこそ我が身を犠牲にすべき場合もある。その役目を忘れて、ただ、目の前のことだけに拘泥するとしたら、これもまた神の御心に反することになるだろう。ほかのことは全部済ませて、これが最後ですなどということは決してない、とキリストの言っておられるのだから。
　独りよがりの犠牲的精神ではなくて、神が自分に何をさせようとしておられるのかを、よくよく受け止めていくものでありたい。
 
 
マタイ　10:24-27
　何度も繰り返し告げられているのは、問題と戦うのは私たち自身ではないということだ。私たちの考えが、相手側の間違った考えと対決しているのではなく、戦うための力もまた、私たちの力によるのではなく、あくまでも神ご自身の力。私たちが悪く言われるのも、何も私たち自身が憎いからではなく、神を憎むからこそ、その神を信ずる者たちのことも毛嫌いしている。そういうことなのだ。
　だからこそ、私たち自身が恐れる必要はないのだ。この対決の主導権は神が担っておられるのだったら、何をどうするかは、神が考えていてくださる。神はまさか、人を屋根の上にあげて、はしごを外してしまうような方ではないと、あなたは信頼しているだろう。だとしたら、案ずるには及ばない。この安心感なしには、信仰を歩んでいくことはできないと思う。
 
 
マタイ　10:28-31
　人ではなく神を恐れよ、と言われているけれど、実は恐れが問題なのではないことに、お気づきだろうか。人々はからだしか殺せず、神は魂を滅ぼせるから、神の方が力があって怖いから、それで神に従う、のではない。神は私たちの髪の毛すらも数えておられ、一つ一つを大切にしておられ、神の赦しなしにはいかなる敵も害を及ぼすことはできず（ヨブ記を見よ）、そうやって最後の最後まで守り支えてくださる方だからこそ、一時的には大きな恐怖に見えるかもしれないものよりも、この神を優先する。問われているのは、神の腕力の前に屈服することではなくて、慈愛に満ちた神の幸いを決して見誤ったりしないで、選び取っていくことなのだ。畏怖ではあっても、それは決して恐怖ではない。この違いを日々体感したいものだ。
 
 
マタイ　10:32-33
　神との関係は、大切な人との関係に置き換えてみると、すっきりと見えてくる。
　もしあなたが、自分の伴侶を人前に出すことをためらい、あるいは、知り合いに紹介することをためらい、外を歩く時にはまるで他人であるかのような振る舞いをするとしたら、いくら家の中では大切に扱い、「愛しているよ」と心の底から呼びかけていたとしても、二人の関係には間違いなくひびが入り、早晩破局に至ることだろう。どれだけ尽くしてくれるかではなく、貢献の度合いでもなく、そこにある関係はただ、愛することを起点とする結びつきだからだ。
　神とのつながりは、何よりもそういうところにこそ、要の部分があるのだと知りたい。
 
 
マタイ　10:34-39
　キリストは決して、対決を勧めているのではなく、戦いを推奨しているのでもない。自分を犠牲にして､神のために尽くせ、という教えでもない。それらは、勝手な思い込みであり、この教えの真の重さから逃げるものでしかない。
　剣がもたらされるのは、キリストが真実を語り、人々につてどうしても必要なことを語るからである。結果、それは罪の中に生きる人類は反発し、だから「十字架につけろ」の大合唱ともなった。キリストが物事をごまかして、迎合すれば、あの対立は事なきを得たかもしれない。だが、平和のためにはそのほうがよかったと考える人はあるまい。それはまがい物の平和にすぎないのだから。
　逆恨み、というものがある。警官は犯人に恨まれる。風邪をひいた子どもに注射をする医者は、その子から涙目でにらまれるかもしれない。でも、その責任は彼らにはない。いや、なすべきことをしているからこそ、そういう対立が生じているのだとも言える。キリストは人々の救いを思うからこそ、人々にとって嫌なことも語られるし、真実を指し示すこともなさる。ただし、それで生ずる衝突は、キリストご自身をこそ襲ったのであって、決して人々を打ち負かすためのものではなかったことは、覚えておきたい。（明日に続く）
 
 
マタイ　10:34-39　その２
　キリストのもとに歩もうとするとき、他の人との衝突が生ずる場合はある。だがそれは、私たちが引き起こす対立であってはならない。私たちは、どれほど異なった考えの持ち主とでも、平和に歩むことを願うべきであり、相手の心を変えたいと願う場合でも、決して、力で相手を屈服させることを目指すべきではない。それはキリストご自身のなさったことでもあるのだから。
　そのことを考えつつ、改めて、この箇所を読み直してほしい。ここには、神の祝福が真に実現することを望むのであれば、対立は避けられないと語られている。そして、十字架を背負うこと、つまりは、犠牲を払うことが必要になるとも書いてある。では、何のための犠牲か。神のために犠牲を払って、悪なる者と戦え、ということか。そうではあるまい。真の幸いのために対決を余儀なくされるとしたら、そこから生ずる不利益は、私たち自身が受け止めるべきもの。対決している相手に負わせるのではなく、私たち自身が背負い、そして、何とかしてその相手にも神の真実が届くようにと取り組む。それがキリストの教えであり、求めておられることのはずだ。
　このことは、信仰者として生きる上での様々な場面で、数多く問われていくべきものであることを思う。
 
 
マタイ　10:40-42
　神のもとで生きると周囲と対立するということが語られたので、一転して、神と共にあるからこその幸いも広がるのだよ、という話を告げたのだろうか。述べられていることそのものは、さほどむずかしいものではない。けれど、なぜキリストは、あえてこのようなことを告げられたのかは、少々難解である。
　思うに、やはりキリストは、信じ従う者たちを励ましておられるのだろう。数多くの厳しい事柄が待ち受けているとご存じだからこそ、負けてはいけないぞ、という激励だけでなく、守り支えがあることを伝えてくださったのだと思う。神に従って生きることを、時に孤軍奮闘というようにして必死にならざるをえないと思っている私たちに、聖書は「違うぞ、決してひとりではないのだぞ」と告げている。神の全面的なバックアップの中でこそなのだという約束を、私たちは信じて歩んでいきたい。
 
 
マタイ　11:1-3
　ヨハネは、キリストにバプテスマを授けた人であり、「神の小羊」と呼んだ人である。だからこそ、獄中にあって、自分の指し示した相手が間違いなく本物であるかどうかを、確認したいと考えたのだろう。当時、キリストに関する世の中の風評は混乱していた。ヨハネに届けられる情報も錯綜していたに違いない。彼の弟子たちは師匠の上前をはねている、と感じていたかもしれない。直接、キリストと向き合うことができないヨハネが困惑を覚えたのは、無理のないことである。
　だが、彼は最も良いことをした。つまり、直接尋ねたのである。自分で勝手に考え込むのではなく、仲間内で相談するのでもなく、あるいは、どうせ分からないのだからとあきらめるのでもなく、キリスト自身に尋ねた（獄中にいるから使いを送るのは仕方がない）。結果、最も必要な答えを手にすることができたのである。
　私たちには聖書が与えられている。神が人に対して告げるべく用意された書である。神に関して、戸惑ったり、よく分からなくなったりするのは、大いにありそうなことだ。だとしたら、ヨハネのように問いかけるのが良い。聖書にある答えを求めて。
 
 
マタイ　11:4-6
　キリストの答えを、ずいぶん素っ気ないと感ずる人もあると思う。でも、「私はキリストだ」という宣言だけでは、事は済まない。だからキリストは、ご自分のしていることを指し示された。
　ただしこれは、これだけすごいことをしているのだから当然キリストだ、と豪語しているのではない。この言葉を聞いたユダヤ人は、すぐに旧約の預言を思い出したはずである。約束のキリストが到来した時には何が起こるのか、についての預言である。キリストはヨハネに、そのことを意識させようとしている。単に目を見張るような奇跡がある、という話ではない。神が約束したとおりのことが起こっているという点こそが重要なのだ。
　たとえそこに、ローマ帝国軍を腕の一振りでなぎ倒す力を発揮する人が出現しても、空を飛んでみせる人が登場しても、それだけではキリストとは言えない。神の約束をしっかりと実現して行かれる方こそが、重視されるべき方なのだ。キリストが私たちに、「私の教えを行うことによってこそ、人々はあなたがたを私の弟子と認める」と告げられたことも、大いにつながっていく話であろう。
 
 
マタイ　11:7-11
　キリストはバプテスマのヨハネを高く評価された。それは彼が旧約の預言通り、救い主への道備えをする人であったからだ。王などのように、どれほど高い地位の人に会うことよりも、ヨハネのような人と語り合い、指し示される道を見いだしていくことのほうが、はるかに意義があるのだと告げられる。他の人々の価値を無視するわけではないけれど、私たちは、神を知り、神と関わるために役に立つ人々と過ごす時間というものを、あまりにも軽視してはいないかと思わせられる。
　ただしキリストは、そういった役割を果たしたという実績よりも、さらに大切なこと、意義あることとして、一人の人が神を信じ、神のもとに立ち返ることを指し示しておられる。11節の言葉は、その点を指し示している。これはルカ15章にも見られるもので、その人の出来不出来に心がとらわれてしまう私たちの愚かさを、改めて痛感させられる。
　ちなみに、こういったキリストの言葉からすれば、ヨハネ自身があがめ奉られたり、教会の歩みの中で特別視されるのは、とうてい考えられないことだ。ヨハネ自身も、自分はキリストの出現と共に消え去って良いのだと語っているのであるから。
 
 
マタイ　11:12-19
　12節の言葉は、その意味合いをどう受け止めるのか、今ひとつ、諸説がまとまらない。けれど、この箇所全体の意味するところは明らかだ。それは、ヨハネにしろ、キリストご自身にしろ、せっかく良きものを人々にもたらしているにもかかわらず、素直にその言葉そのものを受け止めようとせず、人々はただ、難癖をつけたり、自分の勝手な思いで批評するばかり。これでは取りほど偉大な呼びかけがなされていても、どうにもならないではないか、と、そういう鋭い勧告がなされているのである。
　18-19節にある人々の言い分は、自分たちの語っていることがどれほど愚かであるかを、痛感させられるものではないだろうか。決して、じっと黙って信じろ、と言っているのではない。文句を言うなとか、反論するなと、力で押さえつけられているのでもない。だが、反発したいのであれば、まっすぐに神ご自身の告げられたことに対してこそ問うべきであり、その他の事柄であれこれ言っていても、何も始まらない。いやむしろ、そういう神ご自身の呼びかけそのものと向き合いたくないので、私たちは結局、別のところで騒いでしまうのだろうか。
 
 
マタイ　11:20-24
　責めた、と書いてあるけれど、これは嘆きでもあろうと思う。せっかく神の呼びかけがあり、時に、目に見える形での提示もあり、それでも心を固く閉ざしている人々に、神の心は傷つくのだ。これは例えば、迷子になった羊をようやく見つけて、一緒に帰ろうと手を差し出しているのに、そっぽを向いて崖に向かって歩いていくようなものだ。やりきれない思い、である。
　それと共に、ここには、「知っている者、知識のある者、分かっているはずの者」に対しては厳しく向き合うという旧約からよく見られる傾向がある。知らなかったから軽い罰で済む、という話ではない。そんなことはあり得ない。でも、知っている者たちへの神の問いかけは鋭い。せっかく知らされていたのに、その恩恵を受けていたのに、それを地に投げ捨てる者に、神は厳しく問われるのだ。日本の私たちは、聖書を手に入れるという点でも、字が読めるという点でも、世界的に見て、どれほど恵まれた環境にあるのかを思い出そう。
 
 
マタイ　11:25-27
　神を知り、神に出会うことは、人の知恵によるのではない、という呼びかけが、聖書のあちこちに繰り返されている。せっかく探求心を持って取り組んでいるのに、と不満もあるだろう。キリストの呼びかけがユダヤ人一般（熱心な人々だった）に受けが悪かったのも道理である。でも、もしも神の祝福が人の頑張り次第なのだとしたら、到達できたレベルに応じて与えられるものなのだとしたら、どうなるのか。こう言えば、自分の真実な姿を悟っている人は、自分にはその資格はない、と気がつくに違いない。神からの呼びかけは、無償の「恵み」を与えるというものであって、出来に応じた報酬を与えようという者ではない。ここは、決して曖昧にできない大事な点だ。
 
 
マタイ　11:28-30
　教会の前に掲げてあることも多い、有名な聖句だ。休息所が提供されているだけの話ではない。明日まだ頑張るための、一時的な憩いを差し上げましょう、というのでもない。この救いを実現するための犠牲は、神ご自身が支払ってくださっているからこそ、大丈夫、と告げられている。何もしないで遊んでいればいいよ、とは言われているわけではない。この信仰には様々な厳しさがあることは、幾度も警告されている。それでも、事を始めたのは神ご自身であり、道を指し示しておられるのも神ご自身であり、その方が、安んじて良いのだとおっしゃる以上は、「心配はいらない」と胸を張って言いたい。まずは自分自身に対してこそ。
 
 
マタイ　12:1-8
　パリサイ人の感覚は、簡単に言えば、失敗しないことを目指すもの、である。だから、細かい規定を作って、いくつもの禁止事項を並べて、危険に近寄らないことを教えていた。だがキリストは、何が良いことで、益となり、自分にも他の人にも幸いをもたらすことか、を目指していくことを、信仰の生き方として指し示しておられる。もちろん、悪いことをするのは論外だ。それは皆を害することで、まあいいよ、というおうようさはありえない。でも、幸いをもちらすことを、安全のために禁じておきましょう、という生き方には、決して同意なさらないだろう。これはなかなか難しい生き方ではある。「ごめんごめん、失敗だ」では済まない危険もある。それでも、主は前を向いて、幸いを追い求める生き方を人々に教えておられる。
 
 
マタイ　12:1-8　その２
　安息日問題を離れると、道を歩きながら畑の麦の穂を摘んで食べるのは、ユダヤの社会できちんと容認されていた行為であることにも、注目しておきたい。むろん、勝手に人様の畑の麦を刈ってははいけない。それは泥棒だ。でも、おなかのすいた人が、その場で腹の足しにするくらいのものは、いっこうにかまわないとされていたのだ。旧約には、刈り入れの際には、わざと刈り残したり、落ちた麦穂は拾わずに残しておき、生産手段のない人たちが少しでも食料を得られるように、ということも命じられていたくらいである。こういうおおらかさを失った現代は、人を思いやることから遠く離れてしまっているように思う。そして、パリサイ人の姿勢は、安息日は大事だと言いつつも、神の定めた人を思いやる生き方を阻害する方向にあったのである。キリストの怒りは当然か。
 
 
マタイ　12:8
　神の前に清く正しく生きようとすることは大切である。そのために、様々な教えもあり、決まりもあり、それらをきちんと考えて暮らすことも欠かせない。ただ、目的を忘れてはいけない。決まりを守り、正しく生きるのは、そのことを通して神ご自身と共に生きる道を進んでいきたいと願うからこそだ。罪を憎み、悪を拒むのは、それが神から遠く離れたものになってしまうからだ。神とは無関係に清く正しく生きる態度もありえるけれど、聖書はその類のものについては全く関心がない。安息日を大事にすごそうとするのも、それによって神との近い関係を培うためであって、戒律を守っていれば叱られない、のではない。注目すべきはキリストご自身。それをこそ追い求めよと、聖書は語る。私たちは、時々、ずいぶん違ったものを追い求めてはいないだろうか。
 
 
マタイ　12:10-14
　ここも同じテーマの話であるが、それにしても、ここまで明確に告げられているのに、キリストを排除することを考え始めている面々のことを思うと、人間のおぞましさを痛感させられる。もし、何が何でも安息日戒律は守るべきだと確信し、それこそ神の祝福に至るものだと言うのなら、正々堂々、その意見を述べ、そして、自分はそのように生きれば良い。この病気の人自身が、明日まで待ちます、と言うのは、何一つ非難されるされることのない態度である。だが、パリサイ人たちはキリスト排除を意図する。力で抑えることを考え、何が正しいかではなく、神はどうお考えかでもなく、人間としての力の強い方の考えが真実、という道を進んでいこうとする。この時、もはや彼らは、神の前に生きる者ではなくなってしまったのだ。
 
 
マタイ　12:15-21
　人々を助けるけれど、そのことを宣伝するなとおっしゃる。人間の力、世間での評判が真偽を決するという感覚のパリサイ人たちの姿勢と、真っ向から対立する姿勢である。この点、現代の伝道にしても、その意図を間違えないようにしたいものだ。伝道は、キリスト教の評判を高めるためのものではなく、人気が出て影響力が強まるためでもない。福音を伝えるのは、それを聞く人が神と出会い、神の呼びかけに心を開くため。いわば、とても個人的なことのためである。医療その他の支援活動も、キリスト教への好感度を上げるためではなくて、目の前に苦しんでいる人がいるならば助けたいという、信仰者としてごく自然な感情から出るものだ。この区別に、キリストご自身が強い関心を示しておられることを、心しておきたい。
 
 
マタイ　12:22-32
　悪魔の仕業だと思っていることを歓迎する人はいまい。ごく稀に、悪魔に魂を売り渡そうとする人はあるとしても。このパリサイ人はキリストのしていることを悪魔の自作自演だと言っている。つまり、こんな助けはいらないと、断固拒否しているのと同じである。泳げない人が浮き輪なんか窮屈だといって、あるいは、色が気にくわないと言って手を離してしまったら、それは我が身の滅亡を選ぶのと同じこと。だからキリストは言う。御霊に逆らう冒瀆は赦されない、助からないぞ、と。パウロも、キリストの業をこの世から消し去るべきものだと思っていた。でも彼は悟らされた。目の前にあるのが、神からの大切な助けであることを。その時彼は、救いを手に入れたのである。
 
 
マタイ　12:30
　こういう言葉を読むと、何だか偏狭に思えてくるかもしれない。時々、キリスト教には独善という批判が投げかけられたりもする。でも、こう考えてみてほしい。目の前に血を流して倒れている人があるとする。救急車が来て、大急ぎで病院に運ぼうとしている。そこに、別の人が出ていて、「おいしいケーキ屋さんがあるから一緒に行こう」と言って、けが人の腕を引っ張るとする。あるいは、「人生には勉強が必要だ」と言って、学校に連れて行こうとする。「遊園地に連れて行ってあげるよ」と誘いをかける。救急隊員は、断固として言うだろう。「邪魔です、どいてください、妨害しないでください。あなたはこの人のために害をもたらしている」と。悪事に誘い込むのでなければ、人生に様々な呼びかけがあっても良いだろう。でも、どうしても必要なことへと進んでいくのを妨げてしまうなら、それは邪魔者と呼ばれても仕方がない。
 
 
マタイ　12:33-37
　発される言葉というものについて、神は相当に厳格な見方をなさっていることが、聖書のあちこちに見出される。もちろん、単なる冗談とか、おふざけ的なことについてまで、いちいち、目くじらを立てるわけではない。キリストご自身、皮肉たっぷりの発言をなさることもあり、上品かどうかよりも、真実が伝わることを優先されている。言葉の用法とか、言葉遣いの話ではなく、問われているのはもっと核心の部分である。本音とは別のところにある、たんなる表面的な発言、というふうには、神はご覧になっていない。そこには必ず、本人の心の内が反映されている。無意識のものであるとしても。だから、問われるべきなのは、その場の言葉だけではなく、心の内にある思いそのものなのだと。何よりも、自分自身の言葉を振り返りたいと思うし、そしてまた、言葉を正すためには、心が整うことが何より大事であることを、強く思わせられる。
 
 
マタイ　12:38-42
　昔からそうなのだな、と思ってしまう。しるし、つまり、奇跡を見れば信じるぞ、という風潮である。神を見ることができれば、奇跡を起こしてみせれば、と。現実は違う。奇跡を見ても、人は神に従おうとはしないし、神から直接呼びかけられても、だから信じるとは限らない。旧約のイスラエル民族も、キリストの周りにいた群衆も、そのことを露呈している。むろん、ある人にとっては、病気の癒しが信仰のきっかけになっていることはある。でもそれは、単なるきっかけにすぎない。きっとその人は、何もなくても信じただろう。そしてキリストははっきりとおっしゃる。最も意義あるしるしは、ご自身の存在であるのだと。この方の存在と言動にこそ、人の思いをはるかに超えた神の働きかけが目の前にあることを実感できるものはある。だから福音書はキリストを語り、キリストを紹介し続けている。私たちが注目すべきものは、そこにこそある。
 
 
マタイ　12:43-45
　この警告には震え上がらずにはおられない。身をきれいにするだけでは意味がない。悪を取り除こうとするだけでは意味がない。悪霊を追い出しました、というだけでは何にもならない。大事なことは、そこに神ご自身がおられて、ちゃんと中心にいてくださるかどうか。こうも言える。様々な思想を取り除いても仕方がない。禁止しても意味がない。それよりも、神の御言葉そのものがどれだけその人の心にあるか、御心と共に生きているかどうか。
　カルト集団の洗脳からようやくのことで抜け出させた人は、しかし、その心に、真実なものが宿らないと解決にならないそうである。そのまま酒浸りその他の退廃へ進むか、さもなければ舞い戻ってしまう。人の心は、空っぽのままでは済まないのだ。
 
 
マタイ　12:46-50
　現代は、「家族」という言葉が持つ意義が、かなり薄れてしまった。だが昔なら、遠い親戚が地方から出てきたというような場合でも、家に居候させてやり、というようなことがあったし、戦国時代なら、それこそ国の安心をかけて、政略結婚がなされたものだ。家族であるということは、その相手を大切にし、できうる限りの犠牲を払ってでも助けていくのが当然とされる、そういうつながりがあることを意味した。この箇所を読んでも、だからといってキリストが家族に冷たい、と評する人はいない。キリストは十字架の上ですら、母マリヤの身を案じた。むしろここは、キリストが目の前にいる人々を、どれほど大切に思っておられたのかを指し示す。家族。私たちは他の人を、回りの人々を、あるいは教会を、我が家族、と思って関わっているのかどうか。キリストの言葉は私たちに問いかけてくる。
 
 
マタイ　13:1-3
　キリストの話は、目の前に映像が浮かぶような形でなされることが多い。当然と言えば当然で、その時代、書物を手にすることなどできないのだから、私たちのように聖書を読む習慣などは存在しない。安息日に会堂へ行き、そこで朗読されるのを聞くのみである。その代わり、人々は語られていることをしっかりと心にとどめ、そのことを日々の歩みの中で思いめぐらしていたはずである。今、私たちは幸いにも、いつでも手元の聖書を開くことができる。でも、目で追うだけでなく、心にとどめて思いめぐらすことを放り出してはいけないのだと思う。今日の聖書の言葉が、心の中で繰り返し回転していくものでありますように。
 
 
マタイ　13:3-9
　気になるのは、せっかく蒔かれても実らない種もたくさんあるのだな、ということである。種そのものは良いものであるはずだ。それでも、結果は違ってくる。キリストは、良い地にだけ蒔けと言っているわけではない。農夫が不注意で種を無駄にしたとも言っていない。しかし、土地の状態次第では、良き結果にはつながらないこともあるのだと告げられる。だとしたら、この話を聞く者としては、土地を少しでも良くしていきたいものだな、と考えるのが自然だろう。種は良いのだから、土地が耕されていけば、きっと期待できるのであるから。福音を語る際に、ちゃんとその相手を見て、その心を見て、その人にふさわしく語りかけていこうとすることは、何とかしてこの人に神の祝福があるようにと願う、それこそその人を愛する思いにつながっているはずだ。
 
 
マタイ　13:10-15
　たとえを用いるのはわかりやすくするため、と考えるのが自然だ。でもキリストは、隠されているためであるというようなことをおっしゃる。隠すため、ではない。悟らないのは、人々の責任であるという言い方だ。種と土地の話ともつながる。どんなに良い種でも、土地次第では、全く意味をなさない。提示はされている。でも、人々にその気がなければ、神の呼びかけを必死で受け止めようとする気がなければ、それは届かないのだと告げられる。聖書は必ずしもわかり良くはない。箇条書きで数項目、にまとめられた信仰内容だったら、多くの人にとって理解しやすいものになるかもしれない。でも、理解することと信じて受け入れることは違う。簡単かどうかではなく、主を求めるつもりがあるかどうかが、信仰が花開いていくかどうかを左右するようである。
 
 
マタイ　13:16-17
　あなたがたは預言者よりも幸いだ、と告げられている。神の言葉をその耳で聞いた預言者よりも、である。理由は、キリストを知っているからであろう。ヨハネ１章にあるように、御子の到来は、人々の前に、神ご自身のお姿とその心を、はっきりと見せるものとなった。私たちと旧約の人々と、基本的には同じだ。同じように主を信じ、主に従うのみである。ただ、私たちははるかによく、神を知ることができるようにしていただいている。この幸いを安易に放り投げているわけにはいくまい。だから、もし神がわからなくなったり、戸惑いを覚えるなら、キリストの姿に立ち戻って、その言動に注目するのが良い。せっかくの「幸い」がそこにあるのだから。
 
 
マタイ　13:18-19
　せっかくなので、４つの種、一つずつ考えてみよう。道ばたの種は、せっかく神からの呼びかけが届けられたのに、何の反応もなく、置き去りにされているために、さっさと消し去られてしまうということである。神のなさることを邪魔できるものはいない。サタンにはそんな力はない。でも、せっかくの働きかけも、人が受け取ろうとせず、関わりを持とうとしないのであれば、そこには神の力が働かない。「キリストを信じなさい」と車載スピーカーでがなり立てても意味をなさないようなものだ。とすれば、である。信仰者たちは自らに問うべきだろう。自分は神の言葉に反応しているのか、と。何でも「はい」と従います、とは言えないのだとしたら、なぜ無理なのか、だめなのかを、必死で神に訴えるくらいの気概が必要だ。だって神は、私たちに必死に呼びかけてくださっているのだから。
 
 
マタイ　13:20-21
　岩地の種は、反応はした。芽は出した。でも、それがあっけなく枯れてしまう。理由は、根がないためだと言われている。神との関係における根。根は地中深く広がっていき、はびこるものとなっていく。神との関係も、「信じました」だけでは足りない。その意味、その意義、その実践について、多種多様、様々にぶつかり、戸惑い、考え、試し、そうやって取り組んでいく中でこそ、簡単には枯れない信仰に進んでいくことができる。信仰を、同好会かサークル活動の一種だと思っている人は少なくない。だが信仰とは「道」である。伝道と言うではないか。道を伝えるのだと。この場合の道は、武道、華道、茶道のように生き方全体を左右する部類のもの。神にあって生きる、暮らしの様々な場面も、仕事も人間関係も、遊ぶことも。それでこそ「道」であり、そして、岩地からの脱却につながるだろう。
 
 
マタイ　13:22
　いばらの中の種は、この世の心遣や富に代表される事柄によってつぶされていくものを指すとある。優先順位というか、何が自分の生き様の基軸なのか、ということを、私たちはもっともっと突き詰めていかねばならないのだと思う。物理的なことでは、私たちは身体は一つしかないのであり、神に直結することではないものに取り組むのが先、ということもあるだろう。だが本当は、仕事にしろに、人間関係にしろ、何にしろ、それらはすべて神の前でなすことであり、神と共になすことなのだと分かっているなら、いばらにつぶされるのではなく、むしろ、いばらとどう関わっていくのかを見定めて、積極的に取り組んでいくことになるはずだ。神と共に歩けば人生バラ色、安楽などとは聖書は言っていない。困難も厳しさも、そして課題も常にある。でも、それもまた神の御手の中にあることなのだから。
 
 
マタイ　13:23
　良い地というのが最も幸いであると言われていることは、この話を読む人ならすぐにわかるだろうが、では、何が「良い」なのか、である。それでよくよくキリストの語られたことを見てみると、「御言葉を聞く」こと、そして「悟る」ことが、良い地と呼ばれ得る人の姿になっている。だとしたら、もし私たちが神のおっしゃる幸いを手にしたければ、この２点に注目すると良いだろう。
　神の語られていることを聞く、という点の重要性は、ローマ10:14.などでも告げられているが、事そのものはそれほど難しいことではない。ただし、神など嫌いだとか、神に教えを請う必要はないとか、神など信用できるものか、という反発をするつもりならば、聞かないだろうが。私たちはこの大事さに対する関心が低すぎるのかもしれない。御言葉を毎日読むことは（このブログも「毎日、聖書」だ）、義務とかお勤めではなくて、私たち自身の幸いと直結する話として、聖書は語っているのだ。
　悟ると聞いて、自分には難解すぎると尻込みする必要はない。難しすぎる話だったら、神は私たちに、自分で悟れとは言わず、教えを請え、とおっしゃっただろう。でも、悟れと言う。つまり、ちゃんと手の届くところにある、ということだ。素直に、素朴に読み、感じ、考えるところから、この信仰はいつでも始められるということだ。私たちは自分の手で、聖書も信仰も、小難しくしすぎているのかもしれない。
 
 
マタイ　13:24-30
　間違っているものに対して、断固とした姿勢を持つことは必要だ。曖昧だったり、仕方がないとあきらめるのは、聖なる神の前にふさわしいことではない。けれど、間違っているものを撲滅することに必死になるのは、神の御心ではないようだ。もともと、この世にある限り、悪を消し去ることはできない。完全な殺菌を目指すなら、特別な部屋に自分を隔離するしかないのとも似ている。それに、全力で撲滅に取り組んでいると、ほかのものも傷つけてしまうのだとキリストは告げられている。「悪を成敗するためには多少の犠牲はやむを得ない」などという論理は、神の前には存在しないのだ。
　ではどうするか。忍耐である。ただし、じっと耐えるのではない。覚悟を決めて、悪の害悪を必死で食い止めるべく、我が身を犠牲にしてでも取り組むこと。キリストの場合は、悪を排除することでこの世を浄化するのではなく、ご自身が犠牲をはらって世を救われたことを思いだそう。
 
 
マタイ　13:31-32
　次の節と、基本的には同じ意図だけれど、違う側面を示しているように思うので、分けて読んでみよう。
　まずは、全く予想していないほどに大きなものが待っている、ということを知れ、ということである。今、私たちが見ているものは、ごくわずかなものにすぎないだろう。最初の弟子たちなど、多く見積もっても幼稚園一つくらいの人数に過ぎない。それが世界中に広がるなど、常識的には想像できるはずもない。子のいないアブラハムが、子孫は星の数のように、と言われたことと似ている。あるいは、神が与えてくださる幸いについても、私たちが気づいているものは、ほんのわずかな部分に過ぎないということだ。信仰に入るとき、人は皆、ここに魅力を感じて近づいてくるのだけれど、そのときに見ているものは、ごくごく一部分にすぎない。その先には、もっともっとすばらしいものが待っているということを、私たちは知っておくべきだろうし、そして、待ち望んでいきたいものである。
 
 
マタイ　13:33
　前日と趣旨は同じだけれど、見ている側面が変わる。パン作りには詳しくないので素人的な言い方しかできないけれど、パン種そのものが大きく成長するわけではなく、粉、小麦粉のほうがふくらむという話だ。つまり、天の御国そのものが大きくなるのではなく（その話は前日）、私たち自身のあり方が、天の御国に刺激されて、信じられないほどにふくらんでいく、ということが語られている。
　自分たちなどこの程度のもの、と思っている。その観察は、現状認識としては正しい。でも、それがすべてではない。もっと大きな可能性が秘められている。すばらしいことが、私たち自身の歩みを通して実解されていくことが待っている。もし、パン種が作用するなら。
　そう、植物とは違い、粉そのものに増え広がる素質があるけではない。粉は粉にすぎない。でも、神はこの程度のものを、はるかに大きくしてくださることができる。「人にはできない。けれど、神にとってできないことはない」という、聖書に繰り返し出てくる言葉を思い出したい。
 
 
マタイ　13:34-35
　たとえを用いる理由については前の箇所でも告げられていたが、今日は聖書全体の語り方とも結びつけて考えてみたい。
　聖書はいわゆる教科書的な語り方をしていない。律法の部分はその気があるが、それだって当時の社会状況を土台として告げられているわけだから、祭壇の構造のように今の私たちも同じ寸法で作れ、という話ではない。大半の部分は出来事の記録であり、そういう物事の推移を通して神の御心を指し示すものである。神学論文のように考えられがちな書簡も、当時の何かの課題に対して書かれたものとして提示されている。
　だから、いわゆる定義とか法則のような形では語られていないのが聖書である。わかりにくい、という評判もある。入門書の類はだからこそ、もっと解説的な形で書かれることも多い。けれど、解説的な言い方は時代が変わり、物事の表現の仕方が変わると、どうしても書き換えが必要になってくる。「信仰告白」や「信条」の類が書き換えられていくようにである。けれど、神の言葉である聖書は書き換えるわけにはいかない。だからこそ神は、説明的な表現ではなくて、このような形態の表現によって、ご自分の御心を指し示して行かれたのだろう。そしてだからこそ、聖書を勉強し終わりましたということがなく、生涯、読み続けるものでもあるのだ。
 
 
マタイ　13:36-43
　24節からのたとえ話について尋ねてきた弟子たちに、イエスが語られているのだが、強調点が変化していることに気づかせられる。話そのものでは「待て」ということがテーマだったのに、解説では「決着をつける」ことが中心になっている。聞き手が側近の弟子たちになったことが大きな理由だと思う。そして、この強調点はキリストの心を知り、その教えを知るためには、どうしても必要なことでもある。
　神の優しさはすばらしいことだ。忍耐強く私たちを顧みてくださることも実にありがたい。それらの約束はもちろんのこと真実である。けれど、どうして神が待ってくださるのか、あきらめずに呼びかけてくださるのか、その理由は、決着の時があるからだ。何もないのだったら、まあ何でもいいよ、適当にしておけば、で済むのだ。もし、神の心を知り、その言葉の真意を掘り下げたいと思うなら、「決着」という要素に覚悟を決めて向き合う必要がある。
 
 
マタイ　13:44-46
　二つの話に共通するテーマは、「何としても手に入れるれぞ」という決意、覚悟である。二人とも、持ち物全部を売り払ってでも手に入れようとしている。
　注目していただきたいのは、なぜ、どうしてそこまでして、という点だ。そう、得になるから、である。二人とも損をするつもりなど全くない。神のためには犠牲を払いましょう、などという健気さもここでは関係がない。ひたすら、そのほうが得だからだ。信仰とか、神のことは、何か高尚な損得とは別次元の話だと思っている人は多い。でもキリストは、もっと単純に考えろと勧める。もちろん、目先の得ではないから、御利益的な話ではない。でも、聖書は繰り返し言っているのは、まさに何が得かの話だ。いのちを求める道を進むのか、それとも失う道を進むつもりか、考えるまでもないではないか、との問いかけに、私たちはどう答えるのだろうか。
 
 
マタイ　13:47-50
　毒麦の話と似ている。今現在の世の中は良いものと悪いものが混在しているのだ。それは、途中で選り分けられるものではないし、その必要もない。最後の段階で、ちゃんとより分けられるのだからと告げられている。だから決着の話でもあるし、と同時に、今の世の状態を考える上でも、よくよく心しておきたい指摘である。
　そう、今は混在しているのだ。そして、簡単に分類などできないのだ。少なくとも人には。キリストの話でも、「御使いが来て選り分ける」と言われていた。だとしたら、真実や正しいことや清いことを堂々と表明するのは必要だけれど、それで人々を判別したり、良い悪いと決めつけてしまうのはまずいだろう。あるいは、我が身を清く守るために、安全な押し入れの中に閉じ籠もっています、というのも。私たちのいる世界は混在しているのだからと、キリストが告げられているからには。
 
 
マタイ　13:51-52
　私は今、ある団体の理事をしている。時々、スタッフにあれやこれやと、その団体の事情について問いかける。現場の仕事で忙しいのだし、そういう質問は面倒で邪魔だろうなと分かってはいるのだが、やめるわけにはいかないと思っている。単なる興味ではないし、知識欲でもない。もちろんのこと監視するためでもない。事情が分かってこそ、理事としてその団体のために何ができるかも、これからの可能性についても、見出していけるからだ。
　何も知らなくても、そこそこには恩恵にあずかることができるだろう。神の祝福もあるだろう。でも、天の御国について知り、その意味、その意義、その性格を知るようなれば、どれほど人々のために手を貸してあげられるようになり、自分もまた多くの危機や難題を乗り越えられるようになる。こんな幸いを、みすみす逃してしまうわけにはいくまい。聖書を読め、と繰り返し告げられているのは、この価値あるものを手にしてほしいからこそ、なのだ。
 
 
マタイ　13:53-58
　どうして人は、何でも自分が一番よくわかっているのだ、という顔をしたいのだろうか。すべてのことは自分の理解の中に収まるのだという思いこみが、せっかくの良いものをたくさん排除してしまっている。キリストの幼少期を知っていた人々は、この方が自分たちの思いを越えてしまっていたことを認められなくなり、結果、大切な機会を失ってしまった。もっと謙虚に、自分の限界をちゃんとわきまえていたら、どれほど大きな幸いを得ることができたのか。自分が自分の神となり、支配者となることから決して離れようとしない。神はいい、教えもすてきだ、上手に活用しよう、とまでは言う。でも、手を離して神に委ねる覚悟がなかったら、何も始まらない。
 
 
マタイ　13:58
　人々が信じなければ、神の全能の力をもってしても何もできないのだ、ということを、よくよく考えておきたい。当然である。この関係は愛であり、信頼であり、それこそ「関係」であるのだから。相手の思いを無視して、ただこちらの考えだけで押しつけるのは、どれほど良いものであっても関係が培われることはない。キリスト教は愛の宗教だと言われる。それは決して、優しさとか、温かさを標榜するものではない。真剣に、必死で関わり、相手の反応を、応答を切に願い求める思いが、ここには込められている。そう、神は人に向かってプロポーズしているのであって、人が何かの返事をするまでは、何も動かないのだ。
 
 
マタイ　14:1-12
　バプテスマのヨハネは王の力も恐れることなく、悪いものは悪い、と言い切ることをためらわなかった。その結果、殺されてしまう。この出来事をどう思うだろうか。まっすぐな姿勢に敬服するか、それとも、もっとうまく立ち回らないとね、と思うか。殺されたい人などはいない。そんな結末を自ら望むとしたら、ずいぶんおかしなことである。それに誰だって怖い。でも、もしもヨハネは愚かだと言ってしまうなら、この世界に真実や正義が語られることを否定し、罪と悪が横行して人々が傷つけられていくことを、まあ仕方がないね、ということになってしまう。ちっぽけな、ちっぽけな思いに過ぎないけれど、すぐに逃げ出すかもしれないけれど、それでもヨハネの毅然とした姿勢をこそ、高く評価し続けたいと思う。
 
 
マタイ　14:6-12
　ヘロデはヨハネに関心を持ち始めていたのだ。それなのに、自分の無思慮な言葉を取り消す勇気を持たないままに、自らいのちを奪ってしまった。もう二度と、その教えに耳を傾けることもできない。かすかに残されていた道を、自分で閉ざしてしまったのだ。どんなに「心を痛めて」も何の意味もない。
　ヨハネのような勇気を持てないとしても、せめて、自分にもわかっている程度でも良いから、それを実行する覚悟を持ちたいと思う。悪いとわかっているならしない、良いとわかっているならする。ここをごまかし続け、逃げ続けているとしたら、ヘロデと同様に、我が身を滅ぼすのだと知っておきたい。
 
 
マタイ　14:13-14
　ヨハネはキリストにとって、親戚に当たる。そして、神の業をなす人として高く評価していた相手でもある。その死はキリストにとっても大きな悲しみであったはずだ。寂しいところに一人で行こうとしたように、その心は傷ついていたのである。それなのに、群衆は遠慮がない。自分たちの願いをかなえてもらおうと、どこまでも追いかけてくる。ひどい話である。うるさい、今は一人にしてくれ、と怒鳴りつけたとしても、そんなにおかしなことではない。
　でも、キリストは彼らをあわれんで、すぐさま助けていかれたと書いてある。身も心もぼろぼろにしてまでも。そういう方が私たちの神、救い主であることを、心の底からありがたいと思う。
 
 
マタイ　14:15-21　その１
　この出来事が４つの福音書すべてに登場するのは、奇跡としての派手さだけではなく、込められている意味合いの大きさが関係しているように思う。せっかくだから、一つずつ、取り上げてみよう。
　まずはキリストがお持ちの神としての力の大きさに圧倒される。５つのパンから5000人分である。それはこの世界の法則を根幹から覆しかねないほどのものだ。そんなことができるのは、世界を創造した神以外にはありえない。この奇跡を行い、この奇跡を記録することを通して、キリストご自身も弟子たちも、ここにまぎれもない神である方がおられることを告げているのだ。私たちは時に奇跡を無視しようとするが、人間と同程度のことしか行えない相手にすがってみても何か意味があるのだろうかと言いたい。
 
 
マタイ　14:15-21　その２
　祈りと御言葉に専念、という言葉を思い浮かべると、弟子たちは余計なことをキリストのところに持ち込んでいるような気もする。空腹だの、ご飯の話だのは、いちいちキリストを煩わす話ではないはずだ。けれど、キリストはその必要に正面から応えておられる。人々の、それこそ胃袋の問題、欲求の問題に向き合っておられる。日用の糧を与えてください、と祈るように教えられた方なのだから当然かもしれない。それを忘れて、何か高尚な話の世界に神を閉じこめてしまっている私たちは、愚かなだけであろう。様々欲求の問題もまた、神の取り扱われる領域だ。としたら、その欲求が健全であるためには、神にこそ求めていくのが一番である。
 
 
マタイ　15:15-21　その３
　今日は、「あなたがたが何とかしてあげなさい」と告げられた言葉に注目したい。もちろん、最終的には神が事を動かして助けてくださるのだ。でも神はいつもおっしゃる。あなたがたが関われ、と。自分のことで精一杯だと言うのが普通であり、あるいは、他者のことにまで関わるのは余計なこと、良くないことであるというふうに言われる場合もある。ここでも、食べ物の話なのだし、飢饉の中での話ではないのだから、弟子の言うように、それぞれが対処すれば済む話だ。でもキリストは、その役割を周りにいる者たちに求める。一人の人がまっすぐに生きられるためにも、神を信じるためにも、何かの問題に立ち向かえるためにも、それを助けるのはまわりの責任なのだと告げられる。責任といってもうまくいかなかったときの問題ではない。今ここで、あなたには他の人のためになすべきことがある、という話である。
 
 
マタイ　15:15-21　その４
　この奇跡で興味深く思うのは、余りが出たことだ。それも12籠も。神の御業なのだ。ちょうどぴったり、必要なだけというのがありそうな話ではないか。神の奇跡なら、人数とおなかの具合と、すべて把握した上での分量を見定めて出してくださってもおかしくはない。なんだかずぼらな、おおざっぱな御業だなあと感じる人もあるだろう。
　でも、有り余るほどに豊かに、ということが、神の祝福の性質であることを思い出す。けちったりはしない。空腹が満たされればそれでいいなどとは言わない。満腹するまで与えてくださる。それが神のなさり方であり、神は私たちに喜び楽しんでもらいたいとお考えなのだ。しかめっ面をして耐えるのではなくて、である。
 
 
マタイ　15:15-21　その５
　そして、キリストが増やした食べ物を群衆に配って歩いた弟子たちのことを忘れまい。5000人である。配るだけでもどれほどの苦労であったことか。そしてキリストは、増やすという奇跡は行ったけれど、それを人々の手元に出現させるという奇跡はなさらず、弟子たちに苦労をさせたのだ。
　神の御業はいつも、それに賛同する者たちの手を煩わせ、苦労させることによってこそ人々に届いていくのだということを、決して忘れまい。赦しや救いそのものは、十字架はもちろん人間たちには何もできない。でも、信じるために神の約束を伝えるという点については、ひたすら人間たちの頑張りを求められるように。やはり神は人々を同労者として意識しておられるのだ。
 
 
マタイ　14:22-23
　なぜだろうか。キリストは弟子たちだけを先に送り出し、自分は後に残って群衆を解散させている。その後で、一人、山で祈っていたと書いてあるので、弟子たちとも離れて一人になりたかったのか、というふうに考えられないことはない。無理はない。この出来事、バプテスマのヨハネが殺されたという知らせが届いて、心を痛めて、一人になろうとしていた中での話だ。やっとのことで、ではある。
　けれど、それでもなお、キリストは弟子たちのことを思いやっている。師匠なのだ。後片付けは弟子に任せて自分はさっさと山にというのが、どこの世界でもよくある話だ。けれどもキリストは、弟子たちよりもはるかに大きな心の痛みを抱えながら、なお、弟子を先に休ませようとしている。「私は仕える者」と告げられていたことを思い起こす。私たちの主がこのような方であることに、深い慰めを思わずにはいられない。
 
 
マタイ　14:24-33
　水の上を歩いたこと、嵐を鎮めたこと。この二つの出来事を通して、弟子たちは「あなたは神の子」と告白している。時にキリストは、自然界の法則を覆しておられる。もちろん、必要がなければおもしろ半分にそんなことはしない。空腹を満たすために石をパンに変えることもない。でも、世界の造り主である以上は、その気になれば、その必要があれば、この世界を揺り動かすことは可能なのだということを忘れるなよ、というように、聖書は時々、このような出来事を記録している。
　キリストについて、その優しさとか愛の深さということに注目することは多い。だが同時にキリストは、ご自身の力を明確にすることを無視してはおられない。ローマ8:38-39に、どのようなものもキリストの愛から私たちを引き離すことはできない、とあるが、それを実現させる圧倒的に力をお持ちなのだ。神のことを何か、心のちょっとした動き程度にしてはいけないのだ。
 
 
マタイ　14:26
　嵐の夜だから、湖上を歩くキリストの姿を判別できなかったのは当然かもしれない。でもそのとき弟子たちが「幽霊だ」と叫んだのは、なかなか興味深い。時は移り変わり、場所が異なっていても、やはり人は、自分の理解を超えた出来事に直面すると恐怖を覚え、そして、何か自分たちが勝手に作り出した化け物を思い浮かべてしまうようだ。
　子どもたちのために肝試しをやるのは意味がある、と思っている。ただし、様々な脅かしアイテムは用いず、お化けも登場させず、ただ、暗い野外を一人歩かせることだけに絞り込むのが適している。誰でも暗さや知らない場所は怖いし不安がある。それをなお、胸張って歩いていくことができるかどうか。それは、いつでも共におられる神の存在を信じられるかどうか次第である。たくさん護ってあげるのも良いけれど、時には恐怖心と向き合わせてやることも必要かもしれない。信頼を養うためにも。
 
 
マタイ　14:28-31
　愛すべき存在ペテロ、ということを思う。何も無理して水の上を歩こうとしなくても良いのだ。そんなふうにして自分の信仰をぎりぎりの場所に追い込まなくても。でもペテロは単純に考えたのだろう。キリストが歩いているなら、その力があるなら、自分もまた歩かせてもらえるはず、この経験はのがしてなるものか、と。
　そう、キリストを信じて、キリストに期待を込めて歩き出したのである。だとしたら水の上にいられる理由のすべては、ただ、キリストにのみあるはず。それなのに周りを見て、風の強さ、波の高さにびくついて、キリストから目を離してしまう。ありがちである。ただキリストから始まった信仰なのに、クリスチャンとしての歩みなのに、いつのまにか自分や回りばかりを見ている。それではうまくいくはずがない。ペテロを笑おう。そして、自分自身の考え違いを笑おう。それは違うだろう、と突っ込みを入れよう。
 
 
マタイ　14:32-33
　キリストが波と風を支配される様子を見て、弟子たちは強い感銘を受けたようである。時折キリストは弟子たちの前でこういう姿を示し、ご自分の持っている権威を伝えて行かれる。それは単に奇跡に心を奪われるという話ではなく、真に神を信じ、神に期待するためには必要なことなのだ。後に書簡は繰り返し、「キリストを死者の中からよみがえられた神」という表現を使う。それは、人にはできなくても神にとっては可能だ、ということを明示するためのものである。今の私たちは、直接的な奇跡を見る機会は少ないけれど、自然界などを見渡したり、人々の心が変えられていく姿を見ながら、神の力、神の権威というものを、ちゃんと見知っておきたい。それは自分自身の信仰にとっても、有意義な支え、励ましとなるのだから。昨日は日食があった。そのような宇宙の不思議に接することもまた、偉大な神を思う良い機会となるだろう。
 
 
マタイ　14:34-36
　何度も繰り返される光景である。バプテスマのヨハネ殉教の件で心痛めておられたキリストである。5000人のパン事件で、弟子たちもまた肉体的にも疲労していたのである。ようやくのことで人々から解放されて、いや、解放されるためにも湖を渡ってきたのに、そこでもまた多くの病人が押し寄せてくる。いったいキリストは、いつ、休息をとられたのだろうか。嵐の舟の中で眠っていたのも、あるいは弟子たちがゲツセマネで眠りこけたのも、なるほどと思わせられることばかりだ。それでもキリストは、集まってきた人々に手を差し伸べている。同じようにしましょう、などと簡単に言うつもりはない。そんなことは不可能にも近い。けれど、キリストはそうなさっていた、ということは忘れまい。それは、私たち自身にとって何よりの励ましであろうから。
 
 
マタイ　15:1-9
　本来、「言い伝え」とは、神の教えを守りやすくするための補助機能のようなものだ。それなのに人々は言い伝えに注目するばかりで、神が告げていることそのものを見ようとしない。理由は簡単だ。人の作った言い伝えのほうが守りやすい。楽とは限らないが、心の奥底を問われなくても済む。手を洗うかどうかは、ずぼらでなければ守れるのだ。でも、神の教えは、具体的にはおおざっぱにしか問われていない場合でも、それに従うかどうかで、その人の信仰姿勢そのものが問われることが多くなる。だから、言い伝えを問うばかりで神の教え・戒めを放り出している傾向に対して、キリストの叱責はとても強くなる。何の意味もなくなってしまうのだから。このことは、聖書にある教えに対して、私たちがどのように向き合っているかにも関わる。表面的に違反しないだけではなく、御心の真意に応じて行くことに取り組んでいてこそ、主の言葉に生きる者と言えるはずだ。
 
 
マタイ　15:4-6
　親に対する話は、人のごまかしを鋭く指摘するものだ。冷静に考えてみよう。テレビを買って、10万円支払う約束になっているとする。一方で、10万円の献金をしようと決意したとする。ではどうするのか。簡単な話だ。財布の中から20万円出すのである。献金することにしたからといって代金を踏み倒すことが認められるはずはないのだから。献金しようと志すのは良い。だが、その話に親に渡すお金を巻き込んでしまうところにごまかしがある。結局は自分が楽をしたいだけ。もし、親に渡すべきものを献金に回したのだとしたら、それは親が捧げたものであって、自分の献金ではない。キリストの叱責は、神の名前を使い、神をだしにして自分に都合の良いことをしようとする姿勢へのものでもある。十戒に、「御名をみだりにとなえてはならない」とあることを、しばしば私たちは忘れている。
 
 
マタイ　15:7-9
　偶像礼拝の問題は、神ではないものを神とする裏切りであると共に、神を拝むと言いつつ実は自分の思い通りにしているだけ、という高慢さの問題でもある。そこには神への真剣な敬服はなく、自分の考えを実現させるために神をかたっているだけ、という、とんでもない悪行が伴われてくる。だからイザヤの預言が引き合いに出されている。そこには真実な礼拝などなく、「人間の教え」を生きるだけであるとの指摘は、激しく、また切ない。ピリピ3:19で、「彼らの神は彼らの欲望である」と告げられているのも同様のことだ。神様、神様と言いつつも、神を見ず、神の言葉を聞かず、自分の思いを勝手にぶつけているだけなのだとしたら、それは愛情表現とストーカー行為を取り違えているのとも似ている。
 
 
マタイ15:10-20
　私たちは罪や悪の問題をばい菌の話と勘違いしているのだなあ、と思わせられる。まるで、消毒液を手放さず、危ないものは近づけずにいさえすれば、罪を犯さずに済む、悪に染まらずに済む、と思いこんでいる。あの規則を守り、この規則を守り、あそこは邪悪な霊があるから近寄らないで、こっちは邪悪な人がいるから感染しないように気をつけて、というように。
　でも、どれほど頑張って、悪いものを周りから排除し、悪魔を退散させることに必死になってみても、それだけでは真の効果は期待できない。理由は簡単である。罪を生み出す源は私たち自身の心にあり、外からやってきて感染させるものではないからだ。どれほど周囲を清潔にしても、自分自身が悪をまき散らしていたら何の意味もない。それなのに人はいつも、罪や悪の理由をどこかほかのところに探し続け、自分自身にこそ責任があることを認めようとしていない。
　罪は防御すれば済むものではない。光である神ご自身と共にいてこそ初めて、闇は消し去られる。
 
 
マタイ　15:12-14
　彼らのことは放っておきなさい、という言葉は、冷たいようであるけれども、重大な話である。見知らぬ土地で道を尋ねられたら、「ごめんなさい、私もわかりません」と答えるのが誠実で、自分も一緒になって土地の人に尋ねにいくのが最もふさわしい。それを、訳知り顔で「それはね」と応じるのは、明らかに間違っている。道を知らないことが悪ではないし、「わかりません」と答えることも何一つ劣っていることにはならないのだけれど。
　パリサイ人に必要だったのは、彼らもまた人々と一緒になって神に教えを請い、助けを求めていくことであった。それなのに、自分はまだ知り得ていないのだとということを認めようともせずに、他の人を巻き込んでいくようなことをしているのだとしたら、そんな人には関わるな、放っておけ、と言われてしまう。
　世の中に、さも真実を知っているかのような顔をして、まことしやかに教えを広める人がある。だが、人はどこまで行っても人である。生涯、神に尋ね求め、聖書の言葉に尋ね求め続けていこうとしている人でないとしたら、そのような相手は放っておくのが良い。その人が「良い人」であるかどうかは関係がない。残念ながら、神の教えを適当に、都合の良いものへと改変してしまうというのが、私たち人間に備わっている、ぬぐいきれない習性であるのだから。
 
 
マタイ　15:21-28
　キリストの対応を冷たい、と感じる人は多い。そして、この女性の応答を引き出すために、あえてこんな態度を取られたのだというふうに考える人も多い。そうかもしれない。けれど、別のことも思う。
　地上に、人としておいでになられたキリストは、神としての資質に関して、多くのことを制限しておられた。その気になれば全知全能であるにしても、実際問題として、その行動範囲はあの地域一帯に限定され、日本列島はおろか、ギリシャにもローマにも及んではいない。そして、その時点で、地球の各地で同じように助けを必要としている人々はいた。でも、キリストはそれらの人々の病を癒すために世界を飛び回ることはしていない。その活動が3年に過ぎないこともまた、なしえたことがわずかであることに関係する。1000年ほど生きて、人々を助けて回って、その上で十字架に、とはなさらなかった。だからキリストは、ここで語られた言葉通りに、直接助ける人々については制限されるのだということを、やはり自覚しておられたのかもしれない。
　でもそれは、助けがない、という意味とは違う。人として来られたキリストが直接助けなくても、完全な意味で全知全能を継続しておられる父なる神はおられ、神への祈りはいつでもどこでも可能である。もちろん、目の前に姿が見えるキリストに求めるのも良い。だが効果そのものとしては、神への祈りでも同じはず。目に見えるものにばかりしがみついていることもまた、神への信仰としては決して喜ばしいものではないのだから。
 
 
マタイ　15:25-28
　謙遜の姿が「立派な信仰」と言われたのではないと思う。むしろ大事なことは、彼女の必死さではないか。彼女にとって、娘を助けてもらうことが何よりも大事なことであって、それ以外のことは何でも良い。序列として後ろに置かれようが、こぼれ落ちたパンくずをもらうようなものであろうが、どちらでもかまいはしない。結果、助かりさえすれば。遊園地でお目当てのアトラクションが長蛇の列。もうだめかと思っていたら、自分の一人前までで今日はおしまいと言われて、でも、その前の人が「急用ができたから」と帰ってしまい、まさにおこぼれで最後の最後に入れたとしたら、だとしたらそれでいい。何も一番乗りできなくたってかまわない、というように。
　私たちには、この必死さ、真剣さが足りないのかもしれない。何もすべてを犠牲にしても、ということを問われているわけではない。それなのに、扱いがどうの、他の人と比べてどうの、ということにばかり必死になって、何を求めているのかを忘れている。
 
 
マタイ　15:29-39
　14章と同じような出来事が起こっている。キリストの対応もほぼ一緒だ。記録する用紙だって高価な時代、割愛されても不思議ではないくらいだ。それほど、この姿勢がキリストにおいては特徴的だったということだ。つまり、目の前にいる人の声に耳を傾け、その瞬間の必要に応えずにはおられない、ということが。もっと高邁な理念を優先し、魂の救いに直接関わることこそ、と語られやすいのだけれど、キリストは身体のために、あるいは数時間後には効果が消え去る胃袋のために取り組まれる。
　でも、それが愛するということなのだ。愛するとは相手を思うことだから、目の前にいる人の今の必要に敏感に反応せずにはおられない。より究極的な幸いは大切だけれど、だからといって、目の前で「お腹が空いた」と言っている人を放っては置けない。もちろん、何でも願い通りではないけれど、それもまた、今現在の訴えそのものと向き合って、何が良いかと真剣に考えた結果として「その願いはだめだ」という答えになっているだけ。だからキリストは文字通り我が身を削って、人々を愛しておられる。神はそのようにして、私たちと向き合っておられる。
 
 
マタイ　16:1-4
　奇跡を見れば信じる、と誰もが言う。神の姿を見られたら、天から声が聞こえてくれば、病気が治ったら、と。だから不思議を行って人々を惹きつけようとする霊能者もある。ある手品師は、宗教的なコメントは避けつつも、自分たちは全く同じことを手品としてできる、と語っていたが。
　キリストはおっしゃる。私たちの前に指し示されているしるしは、ヨナのそれである、と。魚の腹から生還した話と重ね合わせてキリストの復活を思い起こすこともできるけれど、話の内容からして、そういう不思議な出来事を意図されたのではあるまい。12章にもあったように、ヨナがニネベの人に語り（奇跡など抜きで）、そして人々は信じた。ここに最も意義ある信仰の形態がある。使徒2章でもペテロが語り、その言葉によって人々が心を刺されて回心した。奇跡を見ても人は信じない。キリストの奇跡はむしろ、目の前の人々を助けたいだけのもの。奇跡は信じさせるためではなく、すでに信じていた弟子たちの信仰を励まし、あるいは教え、整えるためと言える。
 
 
マタイ　16:5-12
　神の言葉ですら、ちゃんと聞いていないと大きく誤解してしまうのだなあ、と思わずにはいられない。キリストは間違った教えに気をつけよ、と言うためにパン種という言い回しを使ったのに（この表現はユダヤ人には馴染みのものだ）、弟子たちはパンの持ち合わせが足りないことを指摘されたと受け止めて、責任のなすりあいを始めている。キリストが、パンの不足など何の問題でもなかっただろう、と指摘してようやく、言葉の真意を悟っているありさま。
　気をつけておきたいものだ。自分の思いこみに走るのではなく、神が何を語られているのかをよくよく聞き分けられるように、詩篇131のように、心を静めて、神の前に座して、我が思いをこそ棚上げにして、御言葉に耳を傾けたい。
 
 
マタイ　16:13-14
　ふーん、あんがいわかっているじゃない、と思う。世間の人々のことである。たしかに、核心には届いていない。でも、人々の噂が指し示しているのは、つまり、この方は特別な方、神の人、神から遣わされて神の言葉を伝え、人々に大きな変革をもたらすために来られた人。そういう認識はあったということである。いわゆる弟子たちのような「信仰者」でないと何も理解できないと思いがちだけれど、いやいやどうして、である。
　ただし問題もある。そういうふうに噂していたけれど、そのくらいまでは悟る目も心も持っていたのに、でも人々の反応、態度は、全く表面的。それだけの方ならもう一歩踏み込んで尋ね求めても良さそうなのに、野次馬的に群がるだけ。心を尽くし、思いを尽くし・・・て神を愛せとの言葉を思い起こす。
 
 
マタイ　16:15-16
　あなたは、と問いかけたキリストの言葉に、ペテロは真っ直ぐに応じている。そう、私自身はどうなのかが問われる。
　彼の言葉は、キリストの定義として適確なものであったから、福音書でも最も有名な言葉の一つとなった。ペテロがキリストの全てを理解していたわけではなく、十字架のことだってわかっていなかったのはすぐに露呈する。私たちもキリストの全容を把握しているわけではなく、いつも驚かされてばかりであるのだが、それでもペテロの言葉には「ここに究極の権威があり、この方にこそ真実がある」という確信は込められているように思う。理解不足や状況の悪化でぶれることの多い私たちだけれど、キリストこそ我が土台、礎であることを忘れなければ、何とかなるのである。
 
 
マタイ　16:17
　この一言は、私たちの信仰について考える上で、とても貴重なものだ。キリストはペテロの信仰告白を高く評価されたが、同時に「それは神ご自身から与えられたものだ」と告げられた。つまり、ペテロが偉大なる宗教心とか、すばらしい探求心によって到達した真理ではなくて、あくまでも神が指し示されたものをペテロが受け止められた、というふうに見定めておられるわけである。しっかりと受け止めたペテロ自身も高く評価されてはいる。でも、野球で言えば、打者をきりきり舞いさせた剛速球を発生させたのはあくまでも神ご自身というわけだ。
　信仰というものは、しばしば人の崇高な精神から発生したものとして受け止められることが多い。そのような思想や宗教もあることは知っている。だが、聖書が指し示す信仰は、初めに神あり、であることを見失ってはならない。
 
 
マタイ　16:18-19
　この言葉は、教派によって理解の仕方に違いが生じやすい箇所であるが、少なくとも新約聖書に出てくる初代教会の様子を見る限りでは、ペテロが最重要視されている様子は薄いので（１２弟子筆頭としては不思議なことであるのだが）、やはりここは、彼個人ではなくて彼の表明した信仰、つまり、ペテロに限らず同じようにして主への信仰を告白する者たち皆のことを意識した語りかけとして受け止めるのが妥当だと思う。
　だが、その点以上にここは、そういった信仰者たち、あるいは教会に与えられている権能の大きさ、力強さ、幸いの深さということにこそ注目すべきだろう。初期の教会が、一息で吹き消されそうなくらいちっぽけな存在であったにも関わらず、堂々と胸張って歩んで行けたのは、そこに神からの豊かな約束が与えられていたからだ。私たちもこの約束を握りしめていたい。
 
 
マタイ　16:20-21
　キリスト、つまり約束のメシヤという呼び声には、当時のユダヤでは特定の意味合いが絡んでいた。つまり、ローマの支配から解放してくれる政治的、社会的な意味合いでの救世主ということである。すでに何度も、同類の話で決起した人々がいた。キリストはヨハネ18:36でも語られたように、そういった部類のものと混同されることを強く拒まれた。本来の意図、罪の贖いのためにきた小羊であることが見失われてしまうからだ。人気が出れば良いというものではなく、人が集まれば良いということでもない。確かに、何かを伝えるためには人々を寄せる必要もあるのだが、キリストは何度も手厳しい言葉を用いて、弟子たちに問い質すことをやめなかった。たとえ一時的に弟子が激減したとしても、である。明確な目標をお持ちだからこそ、だ。その目標にこそ注目する必要がある。
 
 
マタイ　16:21-23
　せっかく良い評価があったばかりだったのに、と思いたくなる出来事だ。ペテロとしては何を叱られているのか分からなかったかもしれない。でも、十字架につくことを否定してしまうのは、キリストの生涯全体を否定することになるのだと、彼はまだ理解していなかったのだろう。
　自分の勝手な思いこみには気をつけたほうが良い。良かれと思ってのことだとしても、それが御心に反するようでは、目も当てられないのであるから。慎重に、そして、自分の感覚とは違っていたとしてもなお、神の言葉にこそ真っ直ぐに反応するものでありたいと思う。「しもべは聞いております。主よ、お語りください」の姿勢は、どうしても必要なのだ。あっさりと、神とは違うところへと進んで行ってしまう私たちなのだから。（大丈夫などという言葉は、エデンを知らないのかと問い質されておしまいである。）
 
 
マタイ　16:24-28
　この言葉を殉教というふうに理解してしまうのは、短絡過ぎる。いのちを捨てるとは書いてあるが、その前には自分を捨て、十字架を負って、従ってきなさいと書いてある。そう、生きるか死ぬかということよりも、自分を捨て、のほうに重点はある。「私が、私が」といって自分にしがみついている人は少なくない。犠牲を払う覚悟はあっても、自分の納得する筋道であれば、と条件付きにする。ペテロも、キリストのためにどんな犠牲でも払う覚悟はしていた。少なくとも自分の思いとしては。でも彼は、自分の考えているキリスト像と違うものには反発する。目の前におられるのは「主」であるということを、私たちは頻繁に忘れているのだ。主、主人の主である。「神に従う」ということの意味合いを、もう一度、考え直したほうが良さそうである。
 
 
マタイ　17:1-8
　キリストがどうしてこの姿を弟子たちに見せたのかは、推測しかできない。ただ、第二ペテロに書いてあるように、この体験は彼らにとって、生涯忘れられないものになったようだ。今まさに十字架という大混乱に陥ることを意識して、少しでも弟子たちを励まし支えることを意図されたのだろうか。
　それにしても、モーセとエリヤが登場するのは、実に大きなことだ。彼らは旧約を代表する存在だ。それはキリストのなしていく事柄が、旧約から延々と続いている神様のご計画そのものであることを、はっきりと指し示している。キリストを革命児のように言う人は多く、社会を混乱させたように考える人もある。だが、キリストのなさったことは単に、人々の歩みを、神との関係を、元に戻すことにすぎない。変革とか大手術と見えてしまうのは、世の中のほうが、人々のほうが変わってしまったためである。今も私たち、聖書を読んでずいぶん刺激的だと感じるのであれば、それは自分たちのほうがずれてしまったのだと自戒すべきだろう。
 
 
マタイ　17:2
　光というのは、聖書においてはいつも、神ご自身を指し示すイメージが伴う。キリストのこの姿は、神という言葉こそ出てこないけれど、この方が神であることを、はっきりと指し示している。ちなみにモーセは神の栄光に触れて、その顔が光り輝いたと書いてあるが、あくまでも反射であって、自身からの輝きではなかった。
　聖書はキリストについて、その人間としてのお姿と、神としてのお姿の両面を語り伝えている。人間の感覚は、その両方を受け止めるのが苦手なので、ついついどちらかに偏りがちだけれど、どのような場面を読む際にも、意識して、両方の面に思いを馳せているほうが良い。そうしたら、キリストという驚愕すべき神の愛を、もっと深く知り得るようになるだろうから。
 
 
マタイ　17:4-6
　ペテロの願いはごくごく素朴なものだったと思う。すばらしい光景を見て、いつまでもこれを見ていたいと望むのはよくあることだ。これは16章の出来事とは違って、神のご計画を無視する行為というほどのものではない。
　それでも、神はペテロの思いをたしなめられた。強く叱責したわけではないけれども。なぜか。それは、この場所が彼らの留まるべきところではなかったからだ。キリストはここから十字架へと進んでいかれる。弟子たちもまた、その厳しさに直面しなければならない。そしてまた、彼ら自身の背負うべき十字架（使命）もある。どれほど心地よくても、そこは彼らの居場所ではなかった。幸いであること、良いものであることと、自分の歩むべき道として神が指し示されているものとは、必ずしも一致はしない。
 
 
マタイ　17:6-8
　この箇所を読むたびに、キリストの優しさを深く思わせられる。父なる神ご自身にたしなめられて、弟子たちは震え上がっている。当然である。だが、その直後に彼らが見たのは、いつもと同じキリストの姿。慣れ親しんでいるなじみ深いキリストの、何も変わらない姿である。そして、「こわがることはない」と語りかける御手の温かさを、その肩に感じているのだ。
　正しさは必要である。正義は貫き通さねばならない。悪は糾弾し、罪を罰することも必要だ。黙示録に出てくるように、キリストは恐ろしい存在でもあられる。それでも、キリストは繰り返し、この弟子たちに対して、何度も失敗する弟子たちに、実に温かく接しておられる。私たちも失敗をするし、それは厳に悔い改めねばならないのだけれど、それでもキリストのこの温かさを見失ってはなるまい。
 
 
マタイ　17:9-13
　エリヤが来るはずだ、という弟子たちの言葉は、つまり、エリヤが姿を現したと分かれば、イエスがキリストであることを宣伝するのにも好都合だということだろう。けれどキリストは、もともとからして、そういう不思議さによってご自分を宣伝するつもりがないし、その必要性もないと考えておられたので、弟子たちの問いかけから少しずらした答えをなさる。
　不思議な出現をするエリヤではなく、もっとはっきりと人々の目の前に指し示された「エリヤ」がいるではないかとキリストは問いかけている。バプテスマのヨハネである。けれど、かつて人々がエリヤを受け入れなかったように、この時も人々はヨハネを受け入れず、その勧告、神の警告に耳を傾けない。だとしたら、いかなる不思議が示されても、人は心を開きはしないのである。このことは、現代にもいる、奇跡という啓示に依存しがちな人への警句でもあろう。
 
 
マタイ　17:14-20
　弟子たちには、この類の助けを提供できる力が託されていたはずである。キリストでなければできない、という部類のものはごく限られている。だから、「信仰が薄い」と叱られている。なしえることであるのに、なお、キリスト直接の業に頼り続けるとしたら、弟子たちを召し出された神の御心を否定することになる。もちろん、全ては神ご自身の力によるものだ。弟子たちの頑張りではない。だが、それだからこそなおさら、自分たちに託された使命は確信を持ってやる、というのは、基本ではないか。今日、人を愛し、人に仕え、人を助ける業に取り組むようにと託しておられる神の御心を顧みず、ただ手をこまねいたままで、「自分たちにはできません。神様何とかしてください」と言い続けるだけだとしたら、キリストは再び嘆かれるだろう。
 
 
マタイ　17:21
　この言葉は新改訳では括弧書きになっている。新共同訳では本文から外されている。学者たちは、この節はもともとマタイの書いたものにはなかったと理解しているようだ。
　このようなことは案外大事である。祈りと断食によらなければ、という言い方は、ごく自然に感じるし、マルコでは祈りという言葉は確かにある。でも、21節の言い方は、人間自身の頑張り（必死になって祈る功績の大きさ）次第であるというふうに受け取られかねない。あるいは、そういう感覚で書き加えられてしまった可能性もある。
　でもキリストの指摘は違う。弟子たちが頑張るべきなのは、神から託された業であるからで、そこにはすでに神の力が備わっているからである。問われた信仰とは、そのような委託を信じて取り組むことにあり、難行苦行の功績を求めたわけではない。括弧書きの箇所は理解する際に、よくよく気をつける必要がある。
 
 
マタイ　17:22-23
　16章と同じ話が語られている。キリストはこのようにして何度も繰り返し語り、弟子たちがそれを受け止められるようになるまで繰り返される。一度で悟れなどとはおっしゃらない。キリストは忍耐強い方で、それもそのはず、2000年にわたってイスラエルに語りかけ続けた神は、まさに忍耐強い方なのだから。
　今回は弟子たち、「そんなことを言わないで」と諫めたりはせず、素直に悲しんでいる。キリストのことばを きちんと理解したわけではなくても、厳しいことがありえるという印象はあったようだ。人は徐々に理解できるようになる。もっとも、復活の話もされているのに「悲しんだ」と書かれているあたり、まだまだではあるのだが。
 
 
マタイ　17:24-27
　やってきた係の人は、何の悪意もなく、単純に役目を果たすつもりで来たのだ。だから、つまずきを与えないことに、キリストは心を配られる。それ自体悪いことではないとしたら、本来はこうなのだけれど、というのを少しくらい曲げても、その相手への配慮を進めて行かれるキリストである。この心を持たない者たちは、自分の考える「正しさ」を遂行することにしか、頭が働かない。
　ただ、気をつける必要はある。配慮がすべてではない。つまずきを与えないことが全てでもない。それ自体は悪くはないのだけれど、ということになるのかどうか、よくよく御心を尋ね求める者でなければ、この配慮はむずかしい。人を愛するつもりなら、人に優しくありたいのなら、なおさらのこと、御言葉によって神の御心をしっかりと受け止めることに邁進する必要がある。
 
 
マタイ　17:26
　子どもには義務はない、という一言は、キリストがご自分の立場を示す言葉の一つである。かつて、12歳の時、神殿をご自分の父の家と呼ばれた方は、今もまた、王の子どもである立場を示しておられる。ここで納めたとしても、それで御子としての立場に傷がつくわけではないけれど、この言葉はペテロに対する教育の一環と考えるのがよいだろう。
　それにしても、やはりキリストは、神としての偉大さを持ってこの世界に君臨される方である。その大前提があってこそ、十字架の贖いが確かな意義、意味を持つものであることがわかるだろう。
 
 
マタイ　18:1-5
　子どものように、という教えはよく解説されるので、さすがに、純粋無垢的な誤解、誤読はなくなっただろうか。子どもとて罪深い存在。清廉潔白、いっぺんの曇りもなく、というような話ではない。ポイントは「自分を低くする」こと。子どもは自分が大人にはかなわないことを自覚している。当時の子どもたちは、大人に比べて、基本的な価値がとても低かった。そのようなものに過ぎないと自らを認めつつ、だとしたらとうてい他者よりも偉ぶることはありえず、そこにこそ、御国への道筋は開かれていくのだと教えておられる。だからこそ、きれいに立派に、みたいなことにはさっぱり自信がなく、縁遠い話に感じられてしまう私たちも、子どものようであるべきことについて、よくよく自らに問う必要があると知り得るだろう。詩篇８篇を思い起こす。
 
 
マタイ　18:5-6
　厳しい一言である。人をつまずかせて、神へと進む邪魔をすることについて、神が激しく憤られることがよく分かる。それはそうだ。人を救い、みもとに招き寄せるためにこそ、神は全力を注いでおられるのだ。それこそが人にとっての最も大切な幸いであると語られているのだ。それを邪魔するのは言語道断。それなのに私たちの感覚は、むしろもっと道徳的な事柄についてばかり厳しく問い質して、人との関わりの中での罪については、案外、あっさりしている。悪気はなかったのだから、とか。キリストご自身の価値観に、自分たちの思いを合わせているものでありたいものだ。
　なお、この箇所の流れからすると、自らを低くして他の人のために尽くす人々を大事にせず、見捨てるようなことは決してだめだ、という指摘としても考えたい。
 
 
マタイ　18:7-9
　この言葉を読んで、そのまま実行するのは短慮である。手や足や、あるいは目が、その部分単独で破滅をもたらすわけがない。何らかのきっかけにはなっているとしても、その破滅、その罪を犯しているのは自分自身の身体全体であって、一部分をトカゲの尻尾切りをしても何の効果もあるわけがない。
　だからキリストの言葉は、つまずきをもたらすものへの最大の警戒ということと、そしてまた、何としてもいのちに入ることに必死であるべきことを告げているのだと言える。
　もともと、手足や目、あるいは他の何かであるにしても、それを捨てればもう大丈夫と考えるのは、あまりにも安易すぎる。人の心に宿る罪は、人から来るものではなく、うちから出てくるものだとキリストも告げられた。だとすれば、防御を固めたり、腐った部分を排除することよりも必要なのは、自分自身全体が守られるように、主によってこそ満たされるように、祈り求めていくことであろう。
 
 
マタイ　18:10
　守護天使という概念が、時々、話題になる。人にはそれぞれ、担当の天使がいるのだという話で、けれど、聖書にはそのことについて、はっきりとしたことは告げられていない。もともと、天使の役割そのものも、その全容が明らかになっているわけではないので、「かもしれないね」という程度に留めておいたほうがよいとは思う。
　この箇所も、何となく、守護天使的な感覚を意識させる言い回しであるが、この箇所だけで確定させてしまうのは心許ない。ここの中心テーマは、小さい者たちを見下げるな、ということである。その相手には力がないとしても、神ご自身がこの者を顧みておられるのだから、それでいて好き放題に扱うなど信じられない、ということである。そう、私たちは常に、目の前のことだけでなく、神ご自身の存在と関与を意識しておくべきなのだ。
 
 
マタイ　18:12-14
　神が小さな者を大切にしておられるという話が続いている。99匹を山に残して、１匹を探すというのは、常識的にはあり得ない話だ。損失はあまりにも大きくなってしまうし、勝手に迷いでなかった、つまりは良い羊である99匹としてはいい迷惑である。
　そんなことは神ご自身も分かっている。分かっているけれども、それでもなお、身勝手に迷い出た１匹を見捨てることなどできない、というのが神の心であるのだ。損得勘定でも、理屈でも、あるいは正義とか公平さということですらなく、ただひたすら、そのものに対して注がれている思い。それは聖書が繰り返すように、「愛」という言葉でしか表現できないものだろう。そして、だからこそ私たち自身もまた、救われ、助け出されるのだということを、よくよく噛みしめておきたい。忘れてはいけない。正義や常識、損得云々で言ったら、私たちなど決して顧みてはもらえない者なのだ。
 
 
マタイ　18:15-17
　キリストは、何のためにこの話題をなさっているのか。誰かを処罰する際にはきちんとした手順を踏めということだろうか。そういえば警察もののドラマでは、逮捕状がどうとか、黙秘権の通告がどうとか言われる。でも、話の流れからすれば、キリストの意図はその点ではない。主が考えているのは、何とかして小さな者を助け出すことにある。つまり、問題を犯した人をどうすれば助け出せるか、救い出せるか、である。もちろん、罪を指摘して、責める必要がある。まあいいよ、と甘い顔をしていてはだめだ。でも、最初からみんなの集中砲火を浴びせるのではなく、一対一で静かに語り、その罪を認めさせる。悔い改めと、赦しを求める祈りへと導く。それにはやはり、一人で出かけたほうが良く、また、ごく数名にしておいたほうが良い。何とかしてこの小さな者を取り戻す。この箇所で、キリストの思いはそこに集中している。
 
 
マタイ　18:17
　異邦人か取税人という例を挙げたのは、相手がユダヤ人だからであろう。聴衆にとっては、この例示はわかりやすい。つまり、つきあうな、ということである。攻撃せよ、と言っているわけではないし、撲滅を呼びかけているわけではない。無視する、という感覚の方が近い。つまり、教会の中で、彼らが何らかの影響力を発揮するようなことを認めてはならない、ということである。そうすることで、教会の歩みは健全に保たれるであろうし、また、本人は自らのしていることに恥じ入る機会を得ることになる。それをもし、周りが他の面を見て、問題点を見過ごしにして相変わらずちやほやしているとしたら（社会的地位だの、献金の多さだの、あるいは見た目の良さとか）、それは本人のためにも教会のためにもならないのである。厳しい話かもしれないけれど、このことは教会の価値観というものを問われるテーマでもある。教会の愛は、なあなあではなくて、真剣に、その人が立ち直ることを願い求めるものでなければならないのだ。
 
 
マタイ　18:18
　教会は、そしてまたクリスチャン一人一人は、この言葉の重みを、よくよくかみしめておきたい。最終的には、神はむろん、ご自身の判断によってことを推し進められるだろう。人の判断には限界があり、しばしば間違うことはご承知なのだから。でも、神は人の祈りを聞き、人のとりなしを聞く。そう、私たちが真剣に判断し、決断していく事柄について、そのことを大切に受け止めてくださる。だからこそ神は、私たちの行動について、その責任を問うのだ。私たちが誰かに愚かな厳しさを科して、その結果つまずかせてしまうならば、そのことは神の前にも重たい意味を持つ。あるいは、誰かを放置して、自滅するのを見過ごしにしているのなら、そのことの責任は私たちに問われる。その重みをしつかりと受け止めて、だからこそ必死になって神の御心を尋ね求めて行動することを、神は私たちに、ご自分の民とした者たちに、自らのいのちと引き替えに救い出した者たちに求めておられるのである。それが神の子どもと呼ばれ、神にあって自由と言われる者の姿だ。それとも私たちは、単なる奴隷に成り下がろうとするのだろうか。
 
 
マタイ　18:19-20
　この言葉は、大切な、大切な励ましである。私たちの祈りについて、神がしっかりと受け止めてくださることは、何よりも大きな支えであろうし、確信ともなる。が、同時に忘れてはいけない。この箇所が言うのは、共に祈ることについての話であることを。一人の祈りは聞かない、というわけではないけれど、ここでキリストが強調しているのは、共に祈ることについて、であるのだ。信仰に孤独はあり得ず、一人で生きる道はないということを、改めて申し上げておきたい。このブログをお読みの皆さんには、ぜひとも、共に祈る仲間を、漠然とではなく、しつかりと祈り合える仲間を見いだしていただきたいと、心から願っている。
　それから、ここにある祈り、話の流れからすれば、罪を犯した者を取り戻すための祈りが意識されているとも言える。まさに、何とかして友を得るための祈り、であるのだ。私たちは、そういう人のために、必死で祈らねばならないし、その人自身とも共に、必死で祈らねばならない。
 
 
マタイ　18:21
　おっちょこちょいのペテロと言われることが多いけれど、やはりペテロは、キリストのもとにあって、その思いは整えられていっていたのだ。つまずかせるなという話の延長として、あるいは、罪を犯した者を責めることについて語られている中で、赦しということを意識しているのだから。それに7度というのは、当時のユダヤで言われている一般的な格言よりも多く（3度と言われていた）、その意味でも、彼としては頑張った発言なのである。もちろん、神の心からすればとうてい十分ではない。でも、確かにペテロは変えられていっている。このような箇所を読むと、彼のようでありたいと思わずにはいられない。ローマ12:2の言葉。新改訳はちょっと違っていると思うけれど、御心をわきまえ知る者へと「変えられなさい」との勧めを、大切にしたいものである。
 
 
マタイ　18:22-35
　このたとえは有名で、そして、私たちにとって実に深刻である。自分が10000タラント赦された者であると自覚しているならば、私たちの言動はどれほど変わっていくのだろうか。一日の日当を1万円で計算するならば（その多少はさておき計算しやすいので）、100デナリは100万円に当たるから、「返せ」と要求するのは当然の話である。それでも、10000タラントは6000億円に当たるわけである。もっと身近に、6000万円の借金を免除してもらったのだとしたら、友に貸した100円を免除してあげるのに、どうしてためらうことがあるだろうか、と考えたら、庶民の私たちにはわかりやすいだろうか。キリストが、7回赦すなどと言わずに490回赦せと言われる理由が、すっきりとしてくるはずである。やはり、まずは自分が何をもらっているかを知ることから始める必要がある。
 
 
マタイ　19:1-6
　結婚に関する聖書の呼びかけは、すっきりと明快である。この関係は神が造られたものであり、人間同士のあり方を見ていく上で基軸になるものであるということだ。神はここに、様々な関係の基本像を示そうとしておられる。だからこそ、それが壊されていくことに「まあ仕方がないね」とか「本人の自由だ」という論理は存在しない、ということである。キリストに問いかけてきた人々の論理は、どういう理由があれば結婚の解消が正当化され得るかということであったけれど、そんなものは存在しないというのが、この方の返答であることを覚えておきたい。
　むろん、結婚関係が終わってしまうことはある。それこそ死別すれば。つまりはそれほどの痛みと重みを伴うものなのだ。第一コリント７章からすれば、離婚というケースが皆無ではないことはうかがい知れる。けれどそれは、伴侶を死によって失うほどの衝撃と痛みを伴う、決してあってほしくない事態として認識されていて初めて論じ得る部類のものである。
 
 
マタイ　19:7-9
　それでもなお食い下がって、正当化し得る離婚の存在を認めてもらおうとする人々に、キリストはもはや言い逃れのできないことを指摘する。つまり、離婚とは姦淫の罪に当たるのだ、と。聞いていたのはユダヤ人だから、そこまで言われて、私には離婚の自由があると言い張れる人はいなかったはずだ。それは、私には罪を犯す自由があると言っているのと同じになってしまい、ユダヤ社会では全く認められないものであったから。
　それにしても自由を語る人々に対して、罪を語るキリストの姿勢には注目したい。私たちはしばしば自分の自由を語る。だがそのことが他の人、あるいは神ご自身にとって、どれほどの痛みと傷になるのかを考慮することがどれほど少ないか。自由を主張する前に、自らの責任を考えるべきなのである。
 
 
マタイ　19:10
　弟子たちの率直な反応は、何ともほほえましく、また心地よい。むろん、彼らは間違っている。結局自分の権利を言うばかりで、結婚における相手の存在と意義を見失っている。それでも、キリストの告げられた厳しさを真っ直ぐに受け止めて、だからこそ「結婚しないほうがましだ」とつぶやくのは、まさに神の前に正直に歩み、御心、御言葉に率直に応じていこうとする姿であろう。
　神に対して慇懃無礼は似つかわしくない。正直にまっすぐに関わって、言いたいことは申し上げ、ただし、しっかりと神ご自身の語りかけに耳を傾け、単に指令書を受け取って言われたとおりにするという関係ではなく、正真正銘、神と共に生き、共に歩むことが、どうしても必要である。だってここにあるのは信仰であり、共に歩むと約束された神との関わりなのだから。
 
 
マタイ　19:11-12
　独身の問題は、一言、二言では言い表せないものであり、別の機会にお話しするほうがよいと思う。ただ、世間一般に見られる、宗教的熱心さは妻帯を禁ずる的な扱いには、キリストは断固反対されるということは分かるし、その背景には、結婚ととか家族、もっと広く言えば人間関係というものが信仰を生きる上で大事な意義を持っているという、神の造られた世界の基本性質があることにも、気づいてはおきたい。修行というものはしばしば、孤独な状態を求めるものであるが、神の前に生きる信仰を突き詰めるつもりなら、むしろ、人々の真っ直中にあってこそ修行は意味があるのかもしれない。
　なお、キリストのこの言葉は、人々の身勝手な思い、自分にとって都合がよいかどうかで結婚するかしないかを決めようとする姿勢に対する、なかなか鋭い反論であることも覚えておこう。事は、本人の意図ではなくて、神の導きの中にこそあるのだ。
 
 
マタイ　19:13-15
　弟子たちが子どもを妨げた理由は、当時の社会において、子どもというものが軽く見られていたこと、何か意義あることができるわけではないと見られていたことが背景にある。現代でも、子どもの人権とかについてはだいぶ変化してとは言え、何ができるわけでもない、という感覚は同じであるように思う。
　でもキリストは、役に立つとか立たないとか、貢献の度合いとか、そのようなことは全く関係なく、ただそこにいる存在、神の造られた存在、神の愛される相手、そういう対象として、だからこそ当たり前のこととして受け止め、大事に関わり、御国は彼らのものだと語られる。
　ケーキを切り分けたら大きいのに手が出るように、私たちの目はどうしても、役に立つか、益になるか、という感覚から抜け出せずにいる。ケーキならそれでもいい。だが、人については、この感覚から自由になることを、切に祈り願うべきだと思う。
 
 
マタイ　19:16-22
　この青年を見ると、ローマ10章にあるパウロの嘆きを思い出す。彼は熱心だった、真剣でもあった、必死になって願い、永遠のいのちを求めていたのだ。それなのに、彼は目指すものを取り違えていた。方向が違った。これほど痛ましいことはない。だからキリストの言葉も、叱責するような様子は全くない。それでも、言わねばならないのだ。彼の目指す道では、何も手に入らないことを。持ち物を売り払えば永遠のいのちが手に入る、わけではない。これは彼個人に対する答え方だ。他の人であれば、キリストは別のことを言われただろう。目指すことは一つ、あなたの努力によってでは救いは手に入らないのだ、と指し示すことである。彼のその後について、聖書は沈黙する。だが、その答えは、私たち一人一人の応答にこそあるのだと言える。何もできない者を、だからこそご自身の犠牲によって救い出してくださった神の恵みに頼ることこそ、私たちが必死で追い求めるべきことなのだ。
 
 
マタイ　19:23-26
　この箇所を理解するには、当時、金持ちというのは最も天国に近いと考えられていたことを知る必要がありそうだ。つまり、彼らは良い生き方をしているから神に祝福され、豊かなのだというふうに考えられていたのである。それゆえ、キリストの言葉に弟子たちは驚愕する。金持ちですら天国に入れないのだとしたら、我々庶民にはとうてい無理だ、と。
　キリストの答えが最も重要である。人にはできない、けれど神にはどんなことでもできる。らくだ云々よりも、ここにこそ私たちが注目すべき真理がある。そう、救いは人にはできない。あの青年にもできない、どんな修行しても、神のために貢献しても、それでは救いは実現しない。人の罪は、何をしても償うことはできない。でも、神にはできる。どんな罪をも、神は突破できる。神にはいかなる人をも救うことができるのである。
 
 
マタイ　19:27-29
　こういうことを臆面もなく言えるのは、弟子たちがキリストと本当に良い関係を持っていたからだろうと思う。いや、それはもしかすると、日本人的な「そんなみっともないことはできない」という感覚から出た感想なのかもしれない。だとしたら、この率直性はうらやましい。ちゃんと言えるからこそ、ちゃんと答えていただける。ほめてももらえるし、叱ってももらえる。適当にごまかして、本音を言わず、率直に祈ることも、求めることもしていなかったら、大切なことに向き合えずに終わってしまうのだから。
　キリストはペテロに、大きな祝福を約束してくださった。よくよく見ると、それは決してペテロだけに（あるいは十二弟子だけに）与えられるものではなく、神を信じ、神のもとに生きようとするすべての人にもたらされる幸いであると思う。神の約束は常に、他の人よりも上とか、多いとか、そういうことは捨て去った、まっすぐな幸いや喜びを指し示すものであることを、覚えておきたい。真の祝福は、比較するものではないのだから。
 
 
マタイ　19:30-20:16
　後の者が先になる、という教えを伝えるための話である。ペテロは自分たちの頑張りを語り、キリストも彼らの取り組みそのものは評価し、喜んでおられた。けれど、忘れてはいけない、のだ。神はご自分が祝福したいと思う相手に恵みを施すのであって、貢献度が低い人にも同じように祝福を与えようとおっしゃるのである。よく頑張った人に不当な扱いをするつもりはない。ちゃんと十分なだけの祝福を与える。ただし、他の人にも同様にする。だから、他の人のことを見て、比べている人は不幸な気分になるし、自分と神だけを見ている人は、大いに満足し、喜びで満たされることになるのだ。後にキリストは、他の弟子との比較を口にしたペテロをお叱りになったが（ヨハネ21:22）、この教えの方向性はとても重要である。
 
 
マタイ　20:13-15
　これは神が人に対してなさる扱いを示すお話だが、これを聞いて、「だったら適当にさぼり、頑張ったりなどせず、それでも同じように祝福されるのだったら、ぜひとも怠けよう」というふうに思う人があるとしたら、その人は神に愛されているということを知らず、恩恵が与えられているのだということにも気づいていない、どうにもならない愚かさであると言わざるを得ない。
　この話、忘れてはいけない。夕方の人は、さぼっていたわけではなくて、働きたかったのにその機会が得られなかっただけなのだ。楽をしてもうけたい、と考える人々は一切登場していない。もし私たちが、神によって愛され、神によって祝福されることの意義と重みを、少しでも気づいているのなら、愚かなことを口にすることはないだろう。そして十二弟子は、そんなつもりは毛頭なかったのだ。
 
 
マタイ　20:17-19
　キリストは何度繰り返し、弟子たちに教えておられたのかと思わずにはおられない。弟子たちの反応ははかばかしくなかった。叱られることさえあった。そして、十字架の時点で彼らは全く理解していなかった。でもキリストは、こうして繰り返し、弟子たちに予告し、語り告げておられる。
　この忍耐性は旧約においても見られるものだ。かたくななイスラエルの人々に、神はどれだけの犠牲をはらって（預言者たち）語り続けておられたことか。たとえ相手が受け止めなくても、そっぽを向き、反発したとしても、それでも語る。あきらめず、くじけたりせずに語る。もしそれが本当に必要なことであるなら、知ってほしいことであるなら、語り続ける。我が身を大いに考えさせられる。
　一つ、思い出してほしいことがある。弟子たちは十字架までは悟らなかった。でも、復活したキリストに指し示された時、彼らはこのような言葉の一つ一つを思い出し、それらによって大きく養われていった。神の言葉は、決して無駄にはならないのだ。
 
 
マタイ　20:20-23
　まったく母親というものは、などと言いたくもなる。彼女は悟っていないが、息子たちの殉教に同意しているのである。いや、本人たち自身が同意書にサインしているようなものだ。そして、十二弟子の中で最も早く、この兄弟の一人、ヤコブが殉教している。
　でも、そういう浅はかさはさておき（母に限らず父も、いや、人は皆同じであるのだが）、キリストのすぐそばにいたいという願望は、なかなかのものだと思う。当時のキリストは、決して社会的権力をもっていたわけではなく、その魅力はあくまでも神に由来するものである。ナンバー２になれば裕福な暮らしができるなどとは、誰も思わなかっただろう。「杯」の重さは理解していなかったとしても、それが心楽しいものではないことは、彼らだって気づいていたはずだ。こういう願望、誰よりもキリストの近くにという思いは、そういう優劣や比較の観念は間違っていたにしても、それでも、これほどの情熱を抱くことの輝きは受け止めておきたいと思う。
 
 
マタイ　20:24-28
　より心が狭いのは、彼らに怒っていた回りの弟子たちかもしれない。苦労を背負い込むのだというキリストの言葉にも注目せず、あいかわらず「偉さ」の意味を見失っている。だから主は、仕えるということの意義と重要性を語られた。それは私たち自身のあり方、何をするにしても、どのような立場になるとしても、そこで常に自らに問いかけ、確かめている必要がある姿勢である。
　仕える。人と人との間にこの姿勢が優先されていくならば、どれほど多くの人を手助けして、崩壊の危機から救い出すことができるか。この世界の悲劇の大半は、人間自身が作りだしているものだと言われる。逆に、もし人々が真に相手を思い、自らの利益ではなくて、他者を思いやり始めるなら、世に存在するたくさんの理不尽にも思える災害があっても、それ自体は消滅しなくても、どれほど人々を助けられるか、よくよく考えてみる必要がある。仕えて尽くす。この意義を欠いた取り組みは根本的な土台を欠いているのだと知っておきたい。
 
 
マタイ　20:29-34
　もし、切実に願っているのなら、あきらめずに叫び続けるべきだ、ということである。キリストは他の箇所でもそのことを教えておられた。回りはうるさいと言い、あるいは、変なやつらだと軽蔑するかもしれない。だが、この二人がしていることは、ほんの一瞬のうるささに過ぎない。それはまあ会話に支障を来したかもしれないけれど、重大な迷惑などではない。だとしたら、狭量な人々ににらまれることなどは気にしないで、その必要を真っ直ぐに訴えたほうが良い。何しろ相手はキリストである。ちゃんと聞いてくださる方、応えるだけの力を持っておられる方。そしてこの方は、私たちをいとおしみ、あわれんでくださっている方。それなのに尻込みしたり、人の目を気にしているのでは、なんだその程度の必要なのかと言われてしまっても、ぐうの音も出ないだろう。
 
 
マタイ　21:1-6
　あらかじめ予約していた話なのか、それとも、知り合いまたは有名ではない弟子か支援者のロバであったのか、はたまた、全く無縁の人からこういう形で拝借できたということなのかは、ここだけではわからない。ただ、弟子たちの思いを越えたところで、キリストは何らかの備えをなさっていた（奇跡的というのも含めて）ことを痛感させられる。ロバを取りに行った弟子たちは、ちゃんと準備されていることに驚愕したに違いない。そういえば、最後の晩餐に使う部屋も同様であった。キリストは口だけの方ではない。ちゃんと物事を動かし、整え、そうして御業を推進されるのだ。信じていれば準備など関係がない、という感覚が時々あるけれど、それはキリストのなさり方とは全く違う。主は、全てを備えておられたのである。十字架の出来事ですらも、キリストにとっては決して異常事態ではない。
 
 
マタイ　21:4-5
　ロバに乗って都にやってくるというのは、とても象徴的な話だ。王といえば権力者であり、かつ、軍事力の頂点に当たる存在である。だから、凱旋するときは騎乗の姿こそ似つかわしい。そこにある力強さこそが王としての姿である。
　だからキリストの選択は、人々の考えている「王」「救世主」のイメージに真っ向から対決されるものであった。柔和という言葉も、王とはかけ離れている。だが、神のなさる救いとは、まさにこれである。力で世界を支配して、恐怖かあるいは強制力によって人々を従わせるのではない。ひたすら待ち、傷つけられても待ち、何とかして人々が神を求めるようにと、自らの決断として立ち返るようにと、求め続けておられる。だからこそ柔和なのである。私たちは神を、救い主を誤解してはいないか。
 
 
マタイ　21:6-11
　弟子を初めとして、エルサレムの民衆は驚喜している。それほどにキリストの評判は高まっており、期待もふくらんでいたのであろう。その中身は、神のご計画とは大幅に食い違っていたのだけれども。でも、人々は確かに大喜びしたし、賛成もした。であるのに、数日後には「十字架につけろ」の大合唱である。人間というものは信頼できない、とも言えるし、あるいは、それだけ人は流されやすく、弱い愚かなものにすぎない、という証明でもある。人の思い、人の熱意、あるいは信念を含めても、そういったものがどれほど危ういのかということを痛感させられる。しばしば、熱心な信仰のつもりであったものが争いの種となり、殺し合いをすらもたらし、あるいは人々の心を間違った方法で支配する異端に走らせてしまうこともある現実を、決して忘れてはならない。信仰は人の熱意ではなく、神ご自身によってこそ育まれるものなのだと、強く、強く自戒したい。
 
 
マタイ　21:12-14
　過激な行動は、ロバに乗った平和の王とは食い違うように思うかもしれない。でも、こういった売り買いがユダヤ人以外で神を慕い求めようとする人々の居場所でなされていたことを考えれば、合点がいく。ユダヤ人にとっては便利な存在であり、邪魔でも何でもない。だが、そこにいる異邦人はどうなのか。彼らにとっての礼拝、神を思う場の確保ということが全く意識にない実態は、小さなものを守れと告げられたキリストの心とは完全に食い違うのだ（18章）。14節にある障害を持った人々も、神殿ではのけ者にされていた部類になる。彼らのいやしは毅然たる主張だ。だからこそ祭司長たちは怒ったのでもある。後に弟子たちは言った。「神に従うべきか、人々の声に従うべきか」。その言葉は、キリストご自身から学んだものである。
 
 
マタイ　21:15-16
　祭司長たちの怒りは、当時の感覚としては決して不思議ではないし、よく言われるような既得権の保持を目的としたものではないように思う。ダビデの子という称号は約束のメシヤにつながるものであり、神の約束された特別な存在であるから、簡単に口にすべきものではない。群衆を信仰面でリードする立場であれば、このような安易な叫び声はきちんと制御する責任があると考えたのは当然だ。ただし、彼らが見落としていたことがある。つまり、キリストと呼ばれているこの方が、真実、約束の存在であるならば、もちろん、その叫びを抑制する必要はない。堂々と語り、その賞賛を身に浴びる方が適している。オリンピックの優勝者が金メダルを遠慮して、「私などたいしたことはない」と言っていたら、それは他の競技者に失礼なだけだ。この方に関する対立には、確かにねたみや利権その他の思いも絡んでいたけれど、突き詰めて言えば、神の前にあってこの方は本物なのか、それとも偽物なのか、どちらであるのかという究極の選択に関わることなのだと、聖書は提示している。
 
 
マタイ　21:17
　堂々とエルサレムの都にやってきたキリストが、しかし、夜になると外に出て行ってしまう。単に、ベタニヤ村の方が泊まりやすいということかもしれないけれど、今までとは違ってあえて人々の注目を集めようとなさったこととのつながりで言えば、つまり、王として都に来たのであれば、不自由でも留まるというのは、一つの意味合いがあるようにも思う。王とはそういうものだ。
　ある本を読んでいて、一つの可能性を示唆された。それは、キリストはこの時、まだ、王としての役目を果たしきっていない。確かに、戻ってこられたのだけれど、でも、十字架の使命、マタイ1:21にあった「ご自分の民をその罪から救う」という使命はこれから。だから、王として都に君臨する段階ではないということで、毎晩、都の外の出られたのではないか、と。ただ、それをなすために戻ってきたのだと人々に知らしめるために、あの入城行進がなされたのではないか、と。
　一つの可能性であるけれど、捕縛と十字架がキリストご自身の意図に基づいていることともつながっているように思われる。
 
 
マタイ　21:18-19
　いちじくは、葉が生い茂っている時には実もなっているものだそうである。つまり、このいちじくは見た目ばかりで内実のない、ごまかしの状態であったことになる。もちろん、いちじくには善悪はない。キリストは何も、いちじくそのものに怒られたわけではない。ただ、エルサレムという町の虚栄、神の都と呼ばれながら、その実態は人間たちの思いによってしか成り立っていないような状態に、感情を激しておられたキリストとしては、このいちじくは、エルサレムや人間たちの象徴としての意味合いをもって取り扱うことに、十分な意義を見いだしておられたのだろう。実際弟子たちは、この出来事に驚いて、キリストの心の内にあることへと誘われていくのであるから。黙示録3:15-16で生ぬるいことへの叱責をなさったことや、パリサイ人たちに対して白く塗った墓のようだと言われたことを思い出したい。神は人の弱さも足りなさもご存じである。それを叱りつけるだけの方ではない。だが、ごまかしと虚実については、厳しく対応なさることを、忘れてはいけないだろう。
 
 
マタイ　21:20-22
　弟子たちの思いは、キリストの視点よりも、目の前の不思議に引き寄せられている。まあ、人間とはこの程度のものではある。真に大切なことを見落として、自分たちの感覚に振り回されてしまう。それでもキリストは、きちんと彼らに教えてくださっている。
　弟子たちは不思議と言う。だが、神にとってはいかなることでも不思議ではない。口では、神は全能だと言いつつも、そのことを実感してはいないことがいかに多いことか。間違えてはいけないのだが、私たちの思うこと、願うことを神が必ず実行するという話ではない。それでは神はただの奴隷である。神は神のお考えに基づいて、よしとされることをなさる。その点では不思議などはないのである。
　信仰とは、そのような神の御心を尋ね求め、追い求めていくことである。だから、用もないのに「山よ移れ」と叫ぶのは信仰ではない。反対に、もしそれが神の御心だと確信するならば、祈りつつ、自分もまた、山を動かすべき何らかの事情の解決に取り組めば良い。座して山を毎日眺めながら、動いたかな、と見張っているのは信仰でも何でもない。
 
 
マタイ　21:23-27
　権威の問題は重要である。だから、キリストははっきりと、神の権威によって、と宣言しても悪くはなかった。他の場面ではそのようにしていることもある。だが、同時に、尋ねている者たちはどれだけ真剣に聞いているのか、ということも問われねばならない。バプテスマのヨハネに関する話からして、彼らは真剣に向き合う覚悟ではないことが明らかである。だとしたら、そのような者たちに語る必要性がない。答えても、投げ捨てられるだけであるから。
　もし、真剣に尋ねるのだとしたら、神の権威によってとこの方が答えた場合には、即座に行動を起こさねばならない。つまり、この方の前にひれ伏して、従いますと答えるか、さもなければ、ただちに捕らえて、神を冒涜する者だと宣言し、処罰するか。道は二つに一つなのだ。でも、この時の彼らにはその覚悟はない。やがて、裁判の席では、裁こうとしている者たちのほうが、逆に自らの態度を決することを要求されることになる。人はいずれは、このどちらを取るのかを、問われずには済まないのである。私たちもまた。
 
 
マタイ　21:28-31
　キリストが問いかけたのは、「父の願ったとおりにした」のは誰かである。態度の善し悪しではなく、もちろん、何を表明したかだけでもない。兄がどうして行かなかったのかは不明だ。もともと口先だけだったのか、それとも最初はそのつもりだったけれど、であるのか。でも、もしも彼が父親に対して誠実であるなら、力不足で行けなかったのなら、そのように告げたはずである。神に対してなら、「ごめんなさい。できませんでした」と祈る。考えてみると、この祈りがとても少ない。仕方がないと自分に言い訳をして、それでおしまいにしている。弟の態度と比べれば、それがどれほど不誠実かはすぐにわかる。弟のように、最初は嫌だというのは、まあ、態度としては良くないとしても、人間にはしばしばある。でもだからこそ、「悪かったと思って」という悔い改めが必要とされる。もし、信仰を生きるつもりであるならば、である。
 
 
マタイ　21:31-32
　祭司長たち、社会的には立派に生きているとみられていた人々に、悔い改めた罪深い者たちのほうがずっとましだと告げている。これは彼らにとって侮辱として感じられる言葉だっただろう。でも、人は皆、罪人であり、神によって赦され、救われてこそ、ということを考えるならば、この指摘こそが真実なのだ。そう、どれだけ正しく生きているかではなくて、悔いること、そして神の約束を信じることがあるかどうか、にかかっている。聖書の他の箇所に、人は表面を見て、神は心の内を見るとあるが、それは単に心の中を見通すことができるというだけではなく、人間の見ているもの、評価の対象にしているもの、自分自身の基準にしているものと、神が求めておられるものとの違いということにも、深く関わっていると言うべきだろう。
 
 
マタイ　21:33-36
　キリストの言葉は、しばしば辛辣である。弟子たちは、横でハラハラしていたかもしれない、などと思ってしまう。
　祭司長たちは、自分の正しさを語り、神の民であることを誇っていた。だが、旧約を見ると、そのような自慢はもろくも崩れ去る。そう、イスラエルの民は、繰り返し、神の遣わした預言者たちを殺して、神に対する徹底的な反逆を標榜してきたのだ。祭司長たちはもちろんそれを知っている。彼ら自身が、神に背く民の末裔なのだ。それなのに、まるで何もなかったかのようにして誇り、自分たちは特別だと言う。これほどの愚かさはない。
　戦時中に日本の教会が犯した罪を思い出す。もしそこで、「我らの罪を赦し給え」と祈ることを忘れてしまったら、どんなに立派なことを語っていたとしても、この祭司長たちと同じである。
 
 
マタイ　21:37-41
　話の筋は、誰が考えても農夫たちの暴挙としか言いようがなく、祭司長たちの応答も厳しいものになっている。問題は、話に出てくる息子である。この子を殺せば全ては自分のもの、と考えるのは、あまりにも軽薄である。主人が烈火のごとく怒り、厳罰を持って臨むのは誰が考えてもわかることだ。それなのに、安易に考えている。
　神に対して、人はどうなのだろう。罪のゆえの弱さ、したくない悪をしてしまう愚かさなどはともかくとしても、神などいらないと言い、神を捨ててもかまわないと言ってしまうのは、はたしてどうなのか。一般に地獄と呼ばれている世界の意味は、神がいない場所である。神と完全に切り離された場所。聖書はそれを恐怖を持って語るが、世の多くの人は、神がいなくてもかまわないよ、と安易に言っている。神を知らず、神を甘く考えることの重さを、よくよく考えておくべきだと、この話から痛感させられる。
 
 
マタイ　21:42-44
　この場合の石は、救い主であるキリストご自身を指す。この石は確かに祝福の源であり、堅固な建物の礎石ともなる。喜びを支え守ってくださる存在だ。けれど、それは石である。だから、破壊力も尋常ではない。高いところから飛び降りるのなら、できるだけ柔らかい地面がいい。丹念に耕された畑とか。コンクリートはごめんだ。たとえ生命が助かったとしても、どこかの複雑骨折は避けられない。
　それなのに人々は、石である方を無視して、適当にあしらい、捨て去り、まるでただのゴミか何か、紙くずか何かのつもりでいる。そして、馬鹿にして、そっぽを向いている。愚かすぎる。その石と衝突したら、無事ではいられないと知っている者たちは、そんな光景を見たら真っ青にならずにはいられない。
　だから、キリストの警告は必死である。風車に立ち向かったドンキホーテよりもさらに無謀で、愚かで、我が身を滅ぼす行動。自分のしていることが分かっているのか、と問いたいのである。
 
 
マタイ　21:45-46
　彼らのしたことは間違いである。でも、ここに至ってようやく、人々は自分の態度を決めようとしている。いや、まだまだ群衆の目を気にしている。もし、目の前のこの男は言語道断、神への冒瀆だと確信するならば、１日たりとも自由にさせておくなど、とんでもない。今すぐ処刑だと言って実力行使に出るくらいならば、少なくとも自分は何を選んだのかがはっきりする。覚悟を決めて神に背くのは、もちろん、決して容認などできないけれど、それでも、態度を自覚できる。けれど、多くの人は曖昧で、どっちつかずで歩いている。それでは、真実に気づいた時にも悔い改めにはならない。てきとうにごまかして、都合の良い時だけ神と関わり、という風潮は、日本でも根深いものがある。でもキリストは、そんな人々の心を徐々に引っ張り出して、真剣な場に向かわせようとしている。一連の記事は、その様子を指し示してくれている。
 
 
マタイ　22:1-7
　話の意味合いは明快である。せっかく招かれていたのに、それを愚かにも断ってしまう人々がいるのだと指摘されている。もちろんこれは、直接にはユダヤ人を指している。旧約の時代から、ずっと神の呼びかけを受け続けているのに、それでもなお、断ってしまう。神と近いところに置かれているのに、神との関わりがどれほど価値があるのかも知らされているはずなのに、それでも捨て去ってしまう。断り方は様々だ。でも、結論は同じである。その者たちは、神の祝福を手にすることができない。
　けれど、今、私たちがこれを読むときは、もっと広く、人類全体が同じようにして断っているということを痛感させられる。その人によって、あるいはそれぞれの民族や社会によって、断り方は様々だ。そして人類はそれを「自由」という言葉で表現してもいるのだろう。でも、結果は同じである。神の祝福を拒むなら、それを手にすることはできない。
　神は人々に祝福を与えたいと願っているのだから、これほどの悲しみ、落胆はあるまい。これは神の嘆きの物語でもある。
 
 
マタイ　22:8-10
　宴会場は空いている。招かれた人々が来なかったからだ。それで、条件をつけずに、ありとあらゆる人々が、改めて招待されていく。これを、神は最初、厳選した人を呼ぶつもりで、後から拡大したのだというふうに受け取るのは読み込みすぎだろう。むしろ、自分たちだけが特権と考えていた人々への戒めと、自分たちは阻害されていると思いこんでいた人々への朗報という点に注目するのが妥当だ。
　ルターか誰かが言っていた。天国に行ったら、あたりを見回して、びっくりするだろう。いるはずだと思っていた人をさっぱり見かけることができず、思いもよらなかった人を見いだすことに。でも、何よりも大きな驚きは、この自分がちゃんと天国にいる、ということであるのだ、と。
　神は確かに人々を、何の区別もなく招き入れてくださるのである。
 
 
マタイ　22:11-14
　この部分は、お祝いムードを一気に凍り付かせる。理解するためには、当時の風習を知る必要がある。この時代、礼服など、一般の人は持ち合わせていない。だから、必要な場合には、主催者側で用意するのだ。入り口で貸し出しがあるというふうである。人々は、それを受け取って、それを来て、宴会場に入れば良いのである。だから、この人は礼服を着ることを拒否したのである。それは、誕生パーティーに招かれて、料理は食べるけれども「おめでとう」の言葉を発するのは拒絶し、拍手もせず、主役をにらみつけているようなものだ。嫌なら来なければよいのである。強制されてはいない。神の祝福を受けたいのであれば、それを楽しみにし、喜び、ありがとうと言い、それが普通であろう。もちろん、希望があれば言っても良いし、料理が不足したら、おかわりを求めても良い。何も、与えられたものを黙って受け取れと押さえつけられているのではない。でも、祝福を受けたいという意思表示をすることは、最低限のことのはずだ。神の助けはほしい。でも、神が使わされた救い主キリストを認めるのはいやだ、では、話は通らないのである。だから、「信じなさい」と言われている。信じないのは自由だが、それは祝福を拒むのと同じ意味である。
 
 
マタイ　22:15-22
　この箇所は何度も曲解され、とりわけ、支配者たちに都合良いふうに語られてきた。いわく、キリストは王に従うべきだと告げたのだ、と。だが、話の発端が、王に従うべきかという話であったことを考えれば、キリストがそういう意図で語られたはずはないと、すぐにわかる。キリストは、社会制度や政治的権力について、善し悪しを告げてはいない。まあ、それはそうだ。良い制度もあるし、悪い精度もある。そうではなくて、神か社会制度かという二者択一に持ち込むことそのものが愚かであると告げるのだ。聖書全体が言い続けているのは、こうである。まず、神に従え。そうすれば、その時々の制度に従うべきか、それとも改革を目指すべきかはおのずと明らかになる。だが、いずれの場合も、神に従うという点では同じこと。人々が持ち込んだのは二者択一の話だったから、キリストは答えられたのだ。選ぶ必要はないのだ、と。
 
 
マタイ　22:23-33
　なかなか難しい箇所である。ただ、質問者たちがもともと復活を信じておらず、今の世界の延長線上でしか物事を思い浮かべられない人々であったことは、キリストの答え方にも影響があるはずだ。もっとも私自身も、30節の言葉は天国では夫婦の記憶がないということなのか、と問われたら、そうではないように思うけれども、という以上には答えきれない。
　ただ、私たちは知っている。神は最善をなす方であり、人間のこの世的な思いは軽く突破される方でもあり、だから何がどうなろうとも案ずる必要性はないのだということは、確信できる。それで良いのだとも思う。だった私たちは、永遠のいのちですら実感できていない。しばしば人々は、永遠なんて退屈で疲れるだけだと言っているわけであり、その幸いというよりも、必要性ということについて、何一つ分かってはいないのだ。でも、神の祝福は間違いなくある。それが大事である。
 
 
マタイ　22:34-40
　他の福音書に比べるとあっさりとしか書かれていなくて、物足りなく感ずるかもしれないが、大事な点は明確である。神を愛すること、人を愛すること。この二つこそ信仰者の生きる道なのだ。どちらか一方だけでは足りない。どちらを優先するかという話にもならない。もちろん、この教えとは逆の道を進んでいるこの世においては、悩んだり、迷ったりすることはあるかもしれない。いや、どちらか一つだけですら困惑している世であり、私たち自身である。だとしたら、いつでも自らの心に語り続けたい。この二つの教えを。そこに生きる道筋があるのだということを。そこから離れた道はないのだということを。何度も失敗するかもしれないけれど、もし、このことに生きるのだという決意と覚悟があるのだったら、その試行錯誤も痛みも、きっと主の喜びにつながるだろう。
 
 
マタイ　22:41-46
　めずらしく、キリストのほうから反対する人々に問いかけておられる。46節からすれば、十字架の日が近づいている中で、悪意に満ちた質問に振り回されるよりも、ご自身が語りたいと思われることに集中しようという意図からだろうか。キリストは全ての人に親身に応じてくださるのではあるが、時が過ぎられている場合、何をなすべきかの優先性は真の誠実さにとって必要でもある。
　話の中身は、キリストを単なる政治的救世主の部類で見ていた人々に対して、全くの思い違いであることを勧告するということが一つ。このずれに気づかないと、人々はいつまでもキリストの真実を受け止められない。と同時に、パリサイ人と言われる専門家たちが実は神の御心について、何も理解できていないことを指摘するものでもあろう。自信満々の彼らは、キリストの指摘に答えられなくなっている。キリストの言葉は、心優しいものであると共に、必要に応じて、実に辛辣でもある。
 
 
マタイ　23:1-12
　しばらく、パリサイ人・律法学者への厳しい言葉が続く。私たちとしては、彼らの問題点を知るということよりも、自らの内で警戒すべきこと、そして神の価値観というものを確かめていきたい。
　まず、仕える者であることが必要だと告げられている。キリストは決して権威を否定してはいない。また、自分にできないことを語るなと言っているわけでもない。人間である限り、御心を完全に果たすことは不可能で、だとしたら神の言葉を預かって人々に伝える預言者は存在できない。けれど、何のための権威なのか、である。そこに、仕えるために、ということがある。何とかして人々に神の祝福を届けるため、それが実現されていくための権威の発揮なのか、それとも、自分が褒めそやされるための権威なのか。この違いは決定的である。強く自戒し、また、誰かの権威を見る際の指針としたい。もし、仕えるための権威ならば、心から尊重して服していこう。自分のための権威なら、なさけない奴だという目で見てやろう。
 
 
マタイ　23:13-15
　御国をさえぎっている、という言葉が軸になるだろう。もっと率直に言えば、邪魔をしているということである。御国に進ませるために必要であれば、過酷にまで厳しくもしよう。だが、厳しさも、あるいは反対に優しさも、往々にして人々がしていることは、御国に入るのをさまたげるものになっているのだという指摘。自分たちの取り組みはどちらだろうかと、よくよく考える必要がある。御国の門は、確かに狭き門ではある。だがキリストは、狭き門を入れと呼びかけたのであって、その門を隠してしまえとは言われなかったし、門に至る道をでこぼこにせよとも、あるいは、門の直前に落とし穴を掘れとはおっしゃっていない。人の性質と神ご自身の御心とのギャップだけで、十分に狭き門なのであり、私たちが無理に狭める必要など、あるはすばがない。
 
 
マタイ　23:16-22
　16節の言い分は何とも奇妙なのだが、似たようなことはありえる。神の御心は何かということを真剣に考えるのを忘れて、ただ指導者の言葉に従おうとする人々。それはカルトになり、あるいは単なる親衛隊になりかねない。教会の中では立派そうに歩むけれど、普段の暮らしはずいぶん異質であるという場合もこれに類似する。あるいは、信仰的な言葉はよく使うけれども、実際には御心の持つ深みや広がりを意識せず、ただ、自分の気に入ることだけを強調しているなどもである。
　ようは、神ご自身に対する真剣さ、誠実さを、どれほど意識しているかである。自分たちの理解ではなくて、御言葉そのものの語りかけである。もちろん、その両者が一致しているとの確信は良い。だが、前提がはっきりしていれば、もしもそのに食い違いがあれば、今まで大事にしてきたことであっても、あっさり手放しますという覚悟がほしいだろう。そういう意味で、私たちは聖書信仰、いや、御言葉に従う者であるはずなのだ。
 
 
マタイ　23:23-24
　確かに彼ら、律法学者たちは1/10献金はしていた。それはそうだ。人々が見ているのである。ごまかしなど、彼ら自身の体面が許さない。間違えるなと、キリストご自身も言っている。そのような献金は良いものであり、必要でもある。無用だとおっしゃったのでは全くない。
　だが、御心を生きるつもりなら、献金をしているからそれで安心しないように、ということである。御心は、単に神のために尽くすことだけではなく、もっと広く、他の人々に愛を注ぐことを教えている。それなのに、とりあえず神に対してきちんとしていれば、他の人々はまあさておきでも済むだろうと、人間はまあ自己中心的だから、そういう姑息さでも通用するかもしれないけれど、真実な神の前に、それで済むはずがないのである。それすらも気づかなくなっている霊的な暗闇を思わせられる。
 
 
マタイ　23:25-28
　律法学者やパリサイ人は、人間的な感覚で見る限りでは、けっこうまともに頑張っていた人たちである。人々をだまして、実は裏側では悪事を働いていたわけではない。でも、キリストはここまで彼らを叱責なさる。それは、彼らが指し示していた道、神に至るのだと教えていた道が、全く意味をなさないからである。彼ら自身の生き方がどうかではなく、彼らが示していた「救いの道」の真価が道であるかに注目する時、それはまさに、外側を美装しただけ。何の力もなく、効果も期待できず、むしろ、惑わされて近づいてくる人々を、神から遠ざけてしまうものになる。だからこそ、キリストは彼らに厳しい。そして、自分たちの陥っている間違いを、これだけキリストが語られてきたのに、何も認めようとせず、悔いもせず、むしろキリストのほうが間違っているのだと言い続ける。使徒２章で、神を真剣に求めた人々は、自分自身の過ちに気づいて、深く悔いを表明し、それで道は開かれた。この立派そうな人々は、そういう覚悟もないままに、ただ人々の邪魔をしている。キリストの怒りが分かるだろうか。
 
 
マタイ　23:29-36
　律法学者たちへの激しい叱責は、彼らというよりもユダヤ民族がかつて神の遣わされた預言者を殺していたという事実を語るものとなっている。昔の人がしたことで非難されても、という気分になるかもしれないが、話の様子からすれば彼ら、どうも、そういう先人たちの暴挙について、何も反省しておらず、謝罪してもおらず、だからこそ、同じ穴のむじな扱いされているのだろう。
　そこそこにまともにやっている人が、それゆえになおさら、自分は関係がないと言い張るようになるのは、しばしば見られる傾向だ。だが、もしそうやって済ませているのだとしたら、その人はその罪の問題をほとんど意識できていないということであり、自らが現に抱えている課題の場合にも無視するに違いないわけであり、そこには信仰の姿、方向性を見ることはできないのだ。今、そこそこまともにやっているつもりの日本のクリスチャンたちも、自分自身のことだけでなく、民族として、あるいは人類としての罪を悔い改める必要がある。それを忘れたら、どうにもならないのだから。
 
 
マタイ　23:37-39
　エルサレムは神の都と呼ばれ、特別扱いで神からの語りかけを受ける機会を手にしてきた。そこには神殿があり、数多くの律法学者たちもあり、目で見て、耳で聞いて、神と深く関わる機会が用意されていた。でも、現実はどうか。人々は結局のところ、自分たちの思い通りになる形での信仰に終始し、真に神の心を求めるのではなくて自分たちの感覚に合った満足を求め、だから、神から遠く離れたところをさ迷い続けていた。ゆえにこそ、キリストの言葉は厳しい。
　私たちの時代について思う。他国のことは言うまい。それぞれに自らの状況を顧みて、それでも神に背き続けているありさまをどう考えるか、それは各自が問うしかない。だから私たち、この社会。政治権力による弾圧はない。クリスチャンは、少々融通が利かないというふうには思われていたとしても、基本的には尊敬されている。聖書も解説書も、いつでも手に入る。値段は高めだけれど、教会の本棚を探せばただで読めるところは多いはずだ。でも、そんな私たちが、はたして神の言葉にどのように応じているのか。まあまあ、このくらいでと口癖のように言っている時、エルサレムへの言葉を思い出す必要があるだろう。
 
 
マタイ　24:1-2
　キリストの弟子たちは、大半がガリラヤ出身である。つまり、エルサレムに来た彼らはお上りさん状態だったのだ。そして、神殿の壮大さに圧倒されて、ポカンと口を開けたまま仰ぎ見る、というふうであった。自分たちの取り組んできた運動が、何だかとてもちっぽけに感じてしまったかもしれない。だが、キリストは言う。人間の造ったものはいずれは壊れるのだ、神ご自身の御業こそ注目すべきものであるのだ、と。
　そう、人の手の業に唖然としていると、ただ惨めになるだけだ。それは自分ではない人の成果なのだから。唖然とするならむしろ、神の造られた世界を見て驚嘆するほうが良い。それなら、神に圧倒されつつ、しかし、その神が自分を守ってくれるのだと確信して、失意ではなくむしろ希望と確信が強められる。どこに目を注ぐかは、非常にだいじなことである。
 
 
マタイ　24:3-8
　ここに書かれている事柄は、しばしば世の終わりの光景として描かれ、人々に不安を抱かせている。そして、似たような情景があるというので、今こそ終末だと叫ぶ者もある（これまで何度も同じように叫んだ人々がいたことを忘れているのだろうが）。でも、8節をよく読むべきである。キリストははっきりと、これらは始まりの部分に過ぎないと言っている。そして、32-33節のように、これは警告に過ぎないのだとおっしゃる。油断はいけない。だが、慌てすぎて愚かに走るのも考えものだ。どちらにしても、我が身を滅ぼす混乱となるのだから。聖書が明言しているのは、世の終わりはあるということと、キリストが再臨されることであって、それがいつなのかを指し示してはいないことをわきまえておきたい。さもないと使徒1:6のように、キリストから軽くいなされてしまうような醜態をさらすことになる。
 
 
マタイ　24:9-14
　世の終わりだと人々が勝手に思い込んでしまうと、混乱が起こる。そして、キリストの真実に生きようとする者たちは「憎まれる」のだと告げられている。自分たちと違うものを排除しようとするのは、世の常である。昔観た映画で、勝手気ままにバイクで旅をしていた若者たちを、格別何か悪いことをしたわけでもないのに、田舎の村の人々が殺してしまう話があった。アメリカの映画である。そこまで行かなくても、邪魔者扱いされたり、煙たがられたり、ごくごく簡単にそうなるのだとキリストは繰り返し警告しておられることを、忘れないでいたい。なお14節は、神の深い温情だと思う。人々がちゃんと福音を聞いて、それぞれに応答を決めるまでは、ご自分の造った世界がどんなに荒らされたとしても忍耐強く待ってくださる、というのだから。
 
 
マタイ　24:15-28
　慌てるな、だまされるな、ということである。少々派手なことをして見せても、不思議な力を発揮して見せても、である。としたら、何で判別すればいいのか。それは、神の言葉によるしかない。つまり、聖書に語られているとおりの存在であれば信じて良いが、聖書が語っているのとは食い違っているようだったら、どんなに偉大に見えても、すばらしいものに感じられても、それこそ神々しく思えても、やめておけ、ということである。キリストの言葉からすれば、聖書を超えた内容のことが、何か別途の方法で指し示されることはない。時々、新しい啓示を受けたと言う人があるが、それが聖書の枠の内側にあることならば、気づかずにいたことを改めて指し示されたという場合はありえるが、聖書を刷新（？）するような内容である場合には、偽預言者を警戒すべきだろう。
 
 
マタイ　24:29-31
　世の終わりについては、黙示録に詳しいので、そちらも参照すると良い。ともかく、聖書が明言していることの一つは、キリストは再び来る、ということである。それも、はっきりと分かる仕方で、である。クリスマスの時は、天使の大合唱付きでも、ごくわずかな人しか気づかなかった。でも今度は、反対する人にも否応なくわかる形である。来たのかな、まだかな、という話は、聖書の語るキリスト再臨とは合わない。それにしても、人々が「悲しみながら」その到来を見るというのは、何とも悲しいことだ。せっかくの救い主がおいでになるのに、喜び勇んで迎えたいものだ。良き管理人についての話を思い出す。むろん私たちは決して完全ではないのだけれど、それでも、いつでも主を大歓迎できるような心がけでいたいものである。
 
 
マタイ　24:32-39
　今日の箇所では、「その日は誰も知らない」と言われていることに注目したい。そう、知り得ないことなのである。誰も考えていない日に、ある時突然に、である。確かに予兆は告げられた。それでも、その時はやはり、人々にとつて思いがけない時、なのだということを、ちゃんと知っておきたい。だからこそ、「それは何月何日だ」と言い始める人々は、100%間違っている。知りたいと思うのは人情でも、知り得ないと告げられている以上は深入りすべきではない。私たちが知るべきこと、もっと探求すべきことは、ほかにいくらでもあるのだ。それをないがしろにして、神が知らせるつもりはない、と言っていることに執着するのは、ずいぶんとおかしなことではないか。
 
 
マタイ　24:40-44
　時々勘違いされているのだが、キリストがこれを語られた意図は、ある日突然、隣にいる人が消え失せる、ということを言おうとされたものではないことに、慎重に聖書を読む者は気づくはずである。キリストの言葉は、終わりの時がある日突然、誰も思いも寄らない時に来る、ということを伝えるためのものである。実際、もっと詳しく語られている黙示録には、この現象は見出されない。物語としては興味深いとしても、あるいは、大まかな意味でも警句とはなっていたとしても、やはり私たちは、きちんと聖書の言葉を読み、そのとおりに受け止めていくものでありたい。さもないと、何だかわけの分からない風説がまことしやかに流布するようなことにもなりかねないのだ。神の言葉も、神のなさることも、確かに時々、荒唐無稽に感じられるものがある。神の言葉である限りは、どれほど荒唐無稽に感じられてもしっかり受け止める必要がある。だからなおさら、自分たちがそういう風潮を作り出してはいけないのである。
 
 
マタイ　24:45-51
　神から信頼されて、多くのことを任されているのであるから、だとしたら、その期待と信頼に応えるものでありたい。好き勝手するために委ねてくださっているのではない。それなのに、人類は初めの時からずっと、神の委託と信頼を裏切り続けている。そう、この話は、世の終わりに対する忠告だけではなくて、創世記の始めに、神が人に世界を託したことともつながっている。いわゆる信仰の部類の話だけではなくて、私たちの日々のあり方、仕事の仕方、暮らし方、他の人とのつきあい方など、そのすべてが問いかけられている。突然、神が訪れたとして、それでも何も問題はないと言えるのか、と。そうそう、突然来られるのだから、何も、熱々のコーヒーを用意して待っていなくても良い。布団を広げて綿入れの真っ最中で、辺り一面真っ白でも、それはかまわない。なすべきことをしていれば良いのであって、おもてなしの準備に明け暮れていても仕方がない。
 
 
マタイ　25:1-13
　キリストご自身は、目を覚ましていなさい、という言葉でこの話を締めくくっているが、話の中では、賢い娘も眠ってしまってはいるのだ。両者の違いは、「賢く」油の予備を持っていたかどうかにある。
　いつ来るのか分からないものを、常に欄欄と目を見開いて待っていることはできない。少なくとも人間には。だとしたら、備えておくことこそが必要である。それは、キリスト再臨の時だけではなく、私たちの日々のあり方、生き方にも通ずる話だ。完全無欠の暮らし方ができるならばすてきだ。でも人は、しばしば戸惑い、迷い、混乱する。だからこそ、そのような中でもなお、主にあって歩み続けられるような備えが必要である。たとえば、毎週の礼拝に出ることは大事だが、それが物理的にかなわなくなることもあり得るのであって、だとしたら、そういう局面に備えておくことも必要であろう。
 
 
マタイ　25:14-30
　いつもよりかなり長い箇所だけれど、一続きなのでご容赦を。
　与えられているものをしっかりと受け止めて、ちゃんと用いよ、という教えである。それが、主を待ち望むものにはふさわしいということだ。与えられているものはそれぞれに違うのだから、なしえることも違っていてかまわない。大事なことは、与えられている、という事実に気づいているかどうか、そして、何のために与えられたのかを意識しているかどうか、である。１タラントの人は、そこのところを見失っていたのだ。何も無茶をして冒険せよというのではない。銀行に預けるという安全策でも良いと告げられている。それすらもしなかった彼は、責められても仕方がない。
 
 
マタイ　25:14-30　その２
　同じ箇所であるが、もう一点、意識していただきたいことがある。この話で与えられていたのはタラントという額である。最も少ない人でも１タラントである。１タラントは6000デナリに当たる。１デナリは一日分の労金に相当する。現代の労賃は様々であるけれど、計算しやすく１万円とすると（もっと多い人も、もっと少ない人もあるのだが）、１デナリでも6000万円である。これは、決して「小さなもの」ではない。何か新しい事業を始めようとする元手としては、十分だろう。
　そう、神が与えてくださっているものは、決して小さなものではない。人はいつでも足りないと言うのだし、目の前の厳しさからすればそれも真実かも知れないが、相当に意味のあるものを与えられていることを見失うべきではない。私たちに与えられている賜物も、時間も、何も、それは大いに活用できるだけのもののはずである。
 
 
マタイ　25:31-46
　またまた長くなるが、こういう箇所は一気に読んだ方が良い。
　羊と山羊の違いをあまりとやかく言うのは本旨から外れる。似たような形態で家畜として扱われることもあるもので、しかし、明らかに違うということを意識すれば十分だ。
　興味深いのは、神から歓迎されている人々は、自分の何が歓迎されたのかを気づいていないという点である。もちろん、御心を大切に生きてはいるのだが、彼らはそれほごく当然のものと思い、あえて評価されるほどのことではないと考えている。一方、神から叱責されている人々は、自分はそこそこまともに神を崇めていたつもりでいる。だが、彼らは神の御心を知らず、だから、小さき者たちへの心配りがない。この違いは、何とも悲しきことである。それは違うぞ、と叫んであげなければ。
 
 
マタイ　25:31-46　その２
　小さき者たちのために何をしているのか。神の目はそこに向けられているのだと言う。このことは、旧約の中でも繰り返し取り上げられていたことだ。ミカ書6:1-8はその一つの例である。
　神に気に入ってもらおうとするのだから、神のために尽くすことが第一だと思いやすい。今で言えば、壮麗な教会堂を建て、偉大な賛美歌を歌い、立派な祈りをし、であろうか。もちろん、それらも大事なことであり、少なくとも神を思う人が、神ご自身に関することで粗末な扱いをするなど、ありえることではない。でも、神は人に仕えてもらわないと困ってしまう、そんな程度のものではない。神は世話を焼かねば生きていけない赤ん坊ではないのだ。こういった行為は神への感謝の表れだ。そして、神が高く評価し、その意義を認めるのは、他の人々への関わり方にこそある。これは私たち自身の信仰姿勢を思う上でも、とても大事な要素であろう。
 
 
マタイ　26:1-5
　もし、神に反対するつもりならば、真正面から挑んだほうがまし。ここにあるような祭司長たちの姿と、後のパウロの姿を見る時に、そう思わせられる。本気でぶつかっていくならば、そこに張りぼてなどではない、真の神がおられることに気づくだろう。でも、自分の都合しか考えずにいるとしたら、そこには何も見出され得ない。
　それにしても、実際には祭りの途中で十字架はなされ、民衆は大騒ぎをして、ローマ総督の官邸に押しかけたりすることになっている。人の思い通りには事は運ばない。それが、このような暴挙であってもなお。主導権は完全に神の側にあることを、痛感させられる。
 
 
マタイ　26:6-13
　キリストの言葉はあるけれど、彼女がキリストの死や埋葬を明確に意識していたとは言えないだろう。この女性は、ヨハネ福音書からするとベタニヤ村のマリヤである。つい先日、兄弟のラザロを生き返らせてもらったばかりの彼女は、ただただ、深い感謝と礼拝の念を持ってこのことをなしていたのだと言える。彼女には、キリストのご計画などはわかっていない。でも、その真っ直ぐな思いは明らかにキリストに喜びを与え、あえて言えば、その気持ちを励まし、慰めたのである。神を慰めるなど変な話かもしれないけれど、十字架への道を前にして、確かにキリストは心に痛みを覚えておられたし（ゲツセマネの祈りに見られるように）、そして側近の弟子たちはこのていたらくである。御心の全容は分かりえていなくても、もしそこに真剣に主を尋ね求める心があるならば、尊い業は生み出され得る。もちろん、理解も中途半端、真剣さも中途半端ではどうにもならないだろうが。
 
 
マタイ　26:6-13　その２
　弟子たちの反応に注目しよう。もったいないという感覚は、それ自体はまあ意味がある。実際に、手にしている資金をどのように使うのは、神に前における誠実さと、与えられていることへの感謝からしても大事なことである。キリストはそれを否定してはいない。
　ただ、いつも出てくる論点なのだが、なぜ、こっちにあるものを取って、他に持っていく、という話になってしまうのか。それが全てだというのならば優先順位も大事だ。でも、もっと他にもある。今ここで彼女を責めて、施しの話を持ち出さなくても、施しは施しとして、もっと別の機会に、そして、もっと別の資金を持ってなさせばいい。それをしないで、これこれをするから、これこれはやめるという話になってしまうのは、それは違うだろうということを、キリストは時々指摘しておられる。
 
 
マタイ　26:14-16
　イスカリオテのユダがなぜキリストを裏切ったのかは、昔から多くの人の関心を集めてきたことだ。ここにはお金のことが書かれているが、たかだか銀貨30枚のために自分の人生をかけてきた相手を裏切るとも考えにくく、口実のようなものと受け止めることもできる。だが、聖書が明確に指し示していることは、十二弟子の一人が、つまりはキリストのすぐそばにいたはずの人が、どんな理由があろうとも、どんな意図によるものであろうとも、キリストを売ったのだということである。そして、その重大さは誰よりも本人が認めている。認め方は間違っていたけれども（27:1-）。人はしばしば、様々な理由を語り、弁解を語り、仕方がないのだと言いつつ、神の御心とは違うほうへと足を踏み入れていこうとする。その理由には聞くべきものがあるかもしれず、納得する人や同情する人があるかもしれない。だが、たとえどれほどまっとうな理由があろうとも、背いているという現実を消し去ることはできないということを、覚えておきたい。
 
 
マタイ　26:17-19
　最後の晩餐とも呼ばれている、もともとは過越という旧約以来の祭りに関わる食事が行われた場所については、他の福音書ではもう少し不思議な出来事が記されているが、マタイは淡々と書いているのみである。でも、そのおかげで、事の核心部分に注目できる。そう、この食事の席は、どんな手段であったにせよキリストご自身が準備してくださっていたものであるのだ。細々とした事柄は弟子たちがやっている。でも、主催者はキリストご自身であり、弟子たちを招き寄せたのもキリストである。「召す」という言葉がある。神が人々を召し出して、そして事を行わせる。この理解が大切だ。ともすると、私が神のためにやってあげている、という感覚になりやすいのであるが、そうではない。はじめに神が天と地を造られて、それで事が動き出したように、まず神が召してくださって、それが出発点なのである。人はどうも、すぐに神を忘れて、神抜きで進ませようとする。
 
 
マタイ　26:20-25
　要するに弟子たちは、キリストの発された警告を、ずっと先のこととして受け止めていたのだろう。だから、自分ではないかと尋ねたのだし（10年後の自分のことはわからないから）、ユダに対して「お前だ」との言葉があっても、それで大騒ぎにはならなかったのだろう。キリストは時々、ある弟子を矢面に立たせて、他の弟子も含めた話をなさる。ユダの隣にいた弟子は、「お前だってよ、気をつけなさいよ」と笑って肩を叩いていたのかもしれない。
　でも、この話は目前のことであった。私たちも彼らのように、事態が押し迫っていることに気づかないまま、のんびりと心楽しく警告を聞いているのかもしれない。警告、と申し上げた。警告は、それに耳を傾けて修正するなら助かるのである。キリストが鋭くユダに語られた背景には、ユダのことを思うがゆえ、ということがあるはずだ。
 
 
マタイ　26:26-29
　聖餐式の教えが弟子たちに与えられた場面である。パウロがコリント書で書いているのよりも、福音書が語るのは、もっとあっさりとしたものだ。食事の最中に、目の前にあったパンと杯を用いて、であることを忘れてはなるまい。ただし、そこに込められた意味は、非常に重かった。
　聖餐式は天国での祝宴ではなくて、十字架を前にした心騒ぐ状況の中でのものである。つまりは、生活の様々な混乱の中にいる者たちの、その真っ直中でこそなされているものである。弟子たちは相変わらず混乱しているし、言い争いもあるし、そして、ユダが待ちかまえている。でも、そこに神の御業は万事整いつつある。そして、救いは確実に実現される。
　今の私たちが聖餐式を行う時も、たぶん、様々な混乱があって、心が乱れて、でも、主の救いは確かに供えられていることを知るのだ。
 
 
マタイ　26:30-35
　自信満々であったのか、それとも、つまずくと言われて、強い危機感を抱いたのか、ペテロは激しく抵抗している。ある意味では、それは熱意の現れとも言える訳で、これほどの激しさをもって、「とんでもない、主を捨てるなんて」と叫ぶものでありたいとも思う。だが同時に、彼の自信がどれほど実態のないものであるかも思うとき、「大丈夫です」と言い張るのではなくて、「弱い私をどうか助けてください」と願うことのほうがはるかに意味があると悟るのだろう。マタイは明確には記していないが、キリストはこのとき、ちゃんとペテロの回復についても語っておられる。ここでも、ガリラヤでの再会を語っている訳で、つまずいても、挫折しても、それでも「再び」と言われていることを、大切に受け止めておきたいと思う。
 
 
マタイ　26:36-46
　どうしてキリストは、この祈りの場に弟子たちを伴ったのか。彼らが眠ってしまうこと、とうてい支えにはならないこと、いや、事態の深刻さを理解で来ていないことはご存知だったはずだ。大事な祈りの合間に、別の心配をする羽目になっている。それでもキリストは彼らと共にいることを求められた。
　考えてみると、それが神の心であるのだ。神は人などいなくても困りはしない。むしろ、人と関わるほどに悩みの種は増えるばかりで、さっさと投げ捨ててしまった方がどれだけ話は簡単か。でも、神は人を求め、人と共にあることを望まれている。人に業を託すことを望まれる（ご自分でやったほうがずっと早く、確実なのに）。誰かを好み、誰かを大切に思うというのは、それによってどれだけ利益があるかとは全く別次元のもの。私たちはこういう神の心をもっと受け止めていきたいものだ。
 
 
マタイ　26:36-46　その２
　キリストが弟子たちに求めたのは、「一緒に目を覚ましていること」であった。４１節には「祈っていなさい」とも出てくるので、ただ起きていれば良いというのではないだろうが、でも、もともとの言い方からしても、何か特別なことをしてほしいとか、自分を支えて欲しいという言い方ではない。ともかく私の思いを知って、心にかけて、まあ、奏すれば信仰者としては当然に祈りになるわけだけれど、ともかく、こんなにも厳しいところへと進もうとしていることをちゃんと見ていて欲しい、せめてお前達には気がついて欲しい、そういうことだと思う。実際、弟子たちには何かができる力はなく、逃げ出すのみであり。それでもキリストは、捕らえられる姿を弟子たちにきちんと見ておいて欲しかった。ご自分のなすことのすべてが、彼ら弟子たちの、人々の救いと祝福に直結することを自覚させていたからこその態度である。だからヨハネ1:10-11の「知らなかった」ということほど、主にとって悲しきことはなかったであろう。
 
 
マタイ　26:36-46　その３
　心は燃えていても肉体は弱い、という言葉は考えさせられる。ご存知のように、人は罪深い存在である。そのことを多少なりとも意識する者は、むしろ逆のことを思うのではないか。つまり、肉体的には少しは頑張れるかもしれないけれど、心は弱い。様々な良き行いは表面的にはできるかもしれないけれど、心の底から主を思い、主に従うことにはとうてい自信がない、と。
　そうではないのだ。もちろん心も弱い。だが、多少なりとも神を思う人々にはもっと別の危険も伴う。つまり、心には自信がなくても、日常の生活程度であればそこそこには何とかこなしえると思い込み、それで、良くないのだと自覚しつつも、心のことを後回しにして、ともかく目の前のことは何とかこなして、という生き方をしようとする。つまずくと指摘された時の弟子たちの反応もそうだ。彼らだって自分の心が完全ではないと知っていただろう。でも、まさかキリストを捨てるほどひどいことはするはずがないとたかをくくっていた。結果はご存知のとおりである。やはり私たちは、今のこの時を歩みわたるために、祈り、支えられる必要がある。
 
 
マタイ　26:36-46　その４
　そろそろキリストご自身に目を向けよう。この祈りをそのまま受け止めることを心がけたい。そうすると、まず、この十字架がキリストにとって、喜んでとか、雄々しくなどという態度で迎えるものではなかったことが分かる。命がけで誰かの犠牲になる、という話そのものは、世の中にいくらでもある。ＳＰの人々は護衛する人のために身体を張って盾になるのだとも聞く。そうやって身代わりになって守り、ニコッと笑って死んでいく人もあるはずだ。そう、もしもし単に死ぬと言うことだけならば、あるいは肉体的な痛みだけならば、他の人のためにそれを引き受ける人はある。だが、キリストの態度にはそういう潔さ、雄々しさは見えない。神の御子が、である。つまり、この十字架にはそれだけの厳しさが、神をして震え上がらずにはおられないだけの厳しさがあったということだ。罪人の身代わりになるということの重みをよく考えたい。それは、自らが罪人として扱われるということ。後に来る人々の罵倒は、十字架の重い要素となっている。それが本来私たち自身のものであったことを忘れてはいけない。
 
 
マタイ　26:36-46　その５
　杯を過ぎ去らせてくださいとは、十字架の御業をやめましょう、ということである。それはキリストがこの世に生まれた目的を放棄すると言うことであり、昔から神がずっと計画し、準備してきた救いの御業を中断すると言うことである。それがありえないことは、キリストご自身がよく分かっている。いや、今さらやめられないと、ダムか何かのような意味で言っているのではない。そんなことをしたら人間達はそのまま滅びてしまう。そんなことは決してできない。分かりすぎるほど分かっていたことである。それでもキリストは「過ぎ去らせてください」と祈られた。神との対話、祈りというものは、これだけ率直で、まっすぐで良いのだということを思わせられる。それは御心ではないと理解していたとしてもなお、そのことを口にし、神と語り合い、そうすることで先に進んでいける。そう、祈りは定まったことの報告ではなく、陳情でもなく、時に相談事であり、時に悩みを打ち明けるものであり、戸惑い迷う心をそのまままにぶつけていくことでもある。立派な祈り、という表現は、祈りの本質に反するものだろう。
 
 
マタイ　26:36-46　その６
　キリストは３度祈られた。基本的には同じ内容である。少しずつ変化が見られるけれど、キリストは最初からそこが結論であることは分かっていた。その上での、父なる神との対話である。でも、分かっていた答え、ほかに道はないと、最もよくご存知の、このまま進むのがご自分の決意でも合った、それでも３度である。
　あっさりと祈って、ご報告しています、などというものでは、せっかくの祈りがもったいない。祈れと言われており、求めよと言われているのだから、精一杯、ぐたぐだとでも、神に訴え、語り、そうすることを通してまた、神の守りと支えを受けていくものでありたい。一度や二度の祈りで物分かり良くなる必要はない。何度も祈り、時を用いて、主が導いてくださるまで祈り続けていく。もしかするとそれは忍耐の要ることかもしれないけれど、人は自分の力で進んでいけるのではないのだから、キリスト以上に繰り返し祈るべきだろう。
　大学の先輩は、好きな人ができた時、所属教会の牧師から、少なくとも半年は祈ってから告白せよ、と言われていた。この忍耐、いや必死さ、大事なものであるほどになおいっそう。私たちは何事につけ、軽々しく扱いすぎているように思う。
 
 
マタイ　26:47-50
　キリストは有名人なのに、どうして手引きが必要なのか、と思ったことがあるが、考えてみると現代とは違う、あたりは真っ暗闇なのだ。街中での騒動を避けてとらえるつもりなら、確かに暗闇でも見分けられるほど身近な誰かの手引きが必要になる。キリストは事態をわかっておられた。それなのに避けようともせず、裏切りの弟子に身を委ねられる。神の御子が拘束される瞬間である。いや、このときだけではなかったはずだ。御子はこの世に生まれ、人としての体をもたれたあのときに、すでに身を縛り付けられていた。神からの自由を叫び、縛り付けられるのは嫌だと抵抗している人間たちを解き放つために、神ご自身がとられた手段がこれである。好みの問題として、神に対する思いはいろいろあるかもしれないけれど、この方が本気で、真剣に、そして必死で、私たちを助けてくださっていることだけは（つまり愛しておられることだけは）疑いようがない。
 
 
マタイ　26:51-54
　彼はペテロであると、他の福音書に記されている。勇気を振り絞って、大事な先生を守ろうとしたのだ。でも、実のところ、それは何の効果もない。弟子たちもまた拘束される危険が生じるだけだ（この時点では祭司長らにとって弟子たちは眼中になかった模様である）。もちろん、キリストの意図にも反する。キリストは逃げるつもりはなかったのだから。ペテロの勇気はあいにく、何の意味も持ち得なかった。ただ、52節の言葉は、そういう諸事情だけでなく、より根本的な意味合いとして、キリストが剣による解決を拒んでおられることをはっきりと語るものだ。人間は繰り返し、武力での解決を目指す。それが最善だと考えている。でも神は全く別のことをなさる。詩篇46にも、拳を振り上げている人間たちに、強く、厳しく、「やめよ」と語られる主の言葉が出てくるのだ。真の解決は全く別のところにある。
 
 
マタイ　26:55-56
　キリストは武力にものを言わせたことはない。奇跡の力は絶大だったが、人を傷つけたり、反対者を倒すために使われたこともない。それなのに人々は力で押し迫ってきた。奇妙なことをすると語られるキリストの言葉は、その通りである。いや、旧約において神は力を発揮して、間違ったことをしている者たちを圧倒された。そう、もし、真の力が発揮されて、捕らえようとする者たちを圧倒するとしたら、それはまさに神ご自身の力の現れ。それに、死者を生き返らせるほどの力を持つ相手を、どうやって力で圧倒できるだろうか。結局のところ、人々がどれほど気合いを入れたとしても、キリストご自身の同意がなければ、引いていくことすらできないのである。でも、園にいた誰もそのことに気づいていない。
 
 
マタイ　26:57-62
　マタイの辛辣な筆には、読むたびに苦笑させられる。「偽証」が求められていたのである。そう、真実が語られてもキリストを死刑にする理由にはならないとわかっていた。だから、何か嘘の口実をもうける必要があったのだ。でも、それすらもまとまらないという事態に、議会の側としても準備不足であったというか、思いがけなく捕まえられたという感じであったことが伺い知れる。やはり主導権を握っているのは神ご自身である。人々の思いではないのだ。神殿の話は、おおよそは事実である。もっとも、それが神殿そのものを意味する言葉ではなかったことについては、どうやら議会の人々ですら気づいてたようである。そう、キリストの言葉はしばしば、反対者にもしっかりと覚えられ、意識されるものになっている。私たちはもっと聖書の言葉そのものをも、人々の手元に届けねばならないのではないか。
 
 
マタイ　26:62-68
　キリストに対する裁判の判決は、核心部分をついたものとなった。人々は、このような結末は予定していなかったはずだ。こういう話題はむしろ面倒。でもキリストは、ご自分を神の子だと宣言したが故に、殺されたのである。他の理由では殺せなかった。あまりにも立派なことをしてきていたから。キリストを単なる慈善家と考えたり、人々に愛を提唱した優しい心の持ち主と考えるのは適切ではない。このかたは、ご自分を神だと語り、その故にこそ処刑されている。その点を見失っては、キリストの本質を見定めることはできない。人は皆、問われるのである。キリストは偉大なる神であるか、それとも自らを神だと称しておごり高ぶる極悪人であるか、そのどちらかでしかないのだということについて。ほどほどの感覚で、まあいいかたね、などという選択肢はない。
 
 
マタイ　26:69-75
　ペテロがどんどん追い詰められている様子が手に取るようにわかる。そして、同じ立場に追い込まれた時、はたして何ができるのだろうかとも考えさせられる。
　彼がしたことは決して認められないことである。たとえば、車が突っ込んできた時、思わず大事な人を楯にしてしまったとするなら、被害の程度に関わらず、生涯悔やみ続けることになるに違いない。どんな理由があろうとも、仕方がないとは言えない話。でも、それでもやはり、自分なら毅然としていられると言い切れる人ははたしているのかどうか。
　人は弱いのだと自覚して、必要もなくぎりぎりのところに近寄らないことを教訓として考えておきたい。たとえそれが、気高い心から出たものだとしても、である。良かれと思ってしたことのために崩れ落ちてしまうなら、そのことを誰よりも嘆き悲しまれるのは、神ご自身なのだから。
 
 
マタイ　27:1-10
　ここに出てくるユダの行動は、彼が本気でキリストを憎んだり、裏切るつもりではなかったのでは、という説につながっている。確信犯なら、今さら後悔はしないだろうから。もっと安易な理由での行動であったように想像させる光景だ。ある人々は、ごくごく単純に金目当てであったと言うし、別の見解では、彼はキリストを焚き付けるつもりでしたことだとされている。
　けれど、だとしたらなおさら、彼はあまりにも事態の重みを理解しなさ過ぎる。キリストがこの道を進んでいこうとされていることに全く気づかず、そしてまた、キリストが自分に対して発しておられた警告にも、全く気づいていない。彼の心があまりにも閉ざされていたのである。これほど危険なことはない。神の必死の警告に反応するためにも、私たちは心を開いておかねばならない。
 
 
マタイ　27:1-10　その２
　ユダの事件は、その結末が最も深刻である。残念だけれど、人は罪を犯し、時に神をも裏切ってしまう。その責任は重大で、まさに人には抱えきれないものではある。
　だが、だが、である。ユダの取った行動は、神の前には決してあり得ない、神が絶対にその価値も意義も認めない手段であることを、よくよく肝に銘じておかねばならない。自分で責任を取ってはならないのだ。そんなことは神の願いではない。もし、人が自らの罪を自ら引き受けて、死に至ることが可能性のひとつであるのなら、それが何らかの意義を持ち得るのなら、キリストの十字架は不要だ。人にはそれぞれ責任を取らせて、滅ぼしてしまえばいいことだ。でも神はその道は選ばなかった。だからキリストがおられ、十字架が遂行されていく。死んで責任を取る、という言い方があるけれど、神の答えは否である。それは決してあり得ないこと、なのである。
 
 
マタイ　27:11-14
　イザヤ53章に、引かれていく小羊が口を開かない、という預言がある。裁判の席でキリストは、淡々と応じるのみで、弁解じみたことはもちろんのこと、ご自分には殺される理由などない、ということすら語ろうとされなかった。悪事を働いていた者が観念した場合には、何も語らずということはあるだろうが、もちろんのこと、キリストには当てはまらない。だから総督も驚いたと記されている。
　私たちは冗長に過ぎるのかもしれない。いや、キリストは決して寡黙ではなく、多くのことを語り続けてこられたのであるけれど、私たちの言葉数の多さとは目的が違うようだ。自分が、自分がというふうにして語る私たち、この人々に祝福を、祝福をと願うがゆえに語られるキリスト。この口から出てくる言葉について、よくよくその資質を確かめ直す必要がありそうだ。
 
 
マタイ　27:15-26
　ピラトが、バラバと並べて「どちらを取るのか」と尋ねたのは、キリストを釈放するためであったから、人々がバラバを取るはずはないと見越しての問いかけだったはずだ。それほどこの人物は評判が悪かったのだろう。でも、人々はバラバを取った。自分たちの生活を脅かす悪党よりも、キリストを排除することを望んだ。キリストが何をしたのかを考えるほどに、この選択はあまりにも不可解である。でもそれは、人は神よりも自分を優先するためにならば何でもする、ということを描き出しているように思う。いつもそう。得になるからではなく、もっと良い生活を望むからでもなく、ただ神を排除したいだけのことで、人は神を拒み続けている。実に恐ろしく、そして悲しい。
 
 
マタイ　27:24-26
　ピラトの行為は、形式的には成り立つかもしれないが、総督という立場であることを考えれば逃げとしか言いようがない。彼については、キリストへの好意的な態度からも評価する見方があるけれど、それは無理があると思う。結局のところ彼は保身のためにキリストを投げ出し、それも殉教がかかっているような究極の選択ではなく、面倒を避けるためにという感覚の、そういう身の引き方である。これで責任を回避できるわけがないと、私たちは肝に銘じておくべきだと思う。できないことはある。力不足も、そして、間違いもある。失敗を謝罪して、赦しを請うことはできる。でも、責任を転嫁し、回避しているだけならば、そこには何の解決も見出すことはできないのだ。
 
 
マタイ　27:25
　こんなことを言っているからといって、神の御子を磔にした責任をユダヤ人が背負うべきだというような論には、全く賛同しない。これはその場にいた人々だけの話ではなく、人類全体の事柄であるのだから。それでも、彼らの無責任な言動には愕然とさせられる。彼らは本気で、その責任をひっかぶるつもりだったのか。いいや、単なる放言、その場限りの感情的な言葉に過ぎない。それなのに、あまりにも重大なことを口走っている。何か責任を取るべき事柄に向き合う時には、必死に、真剣に考えるべきだと思う。安易に走らず、物事に本気で関わる覚悟を持って。そういう機会は、実はかなり多いのだと言うことを、私たちは忘れている。いや、特別な機会に限らず、この人生の全体が、その責任を問われるべきものであることを、忘れまい。
 
 
マタイ　27:27-31
　十字架の刑にとって重要な要素は、徹底的に馬鹿にするということである。人間としての尊厳をはぎ取り、文字通り、身も心もぼろ雑巾のようにして捨て去っていく行為である。この時代、人権だのという言葉は存在しないのだが、それでも、人間としての扱いというごく基本的な感覚はある。でも、十字架につけられるような者は、そんな扱いをしてやる必要がない、まったくのくずであるという、そういう取り扱いだ。もし私たちがキリストの受難を痛ましいと思うならば、それが私たちの身代わりであったことを思い出すべきだ。つまり、人の罪は、人間としての尊厳を完全にはぎ取っても当然、というほどのものであることを考えてみる必要があるだろう。
 
 
マタイ　27:32
　十字架は恥であり、呪いであると受け止められていた時代である。何の関係もない者に、代わりに十字架を運ばせるなど、暴挙以外のなにものでもない。クレネ人シモンも愕然とし、また、我が身の不幸を嘆いたことだろう。今で言えば、精神的に激しいストレスにさらされて、深く心が傷ついてしまうような事態である。
　だが、伝承によれば彼は後に信仰を持った。そのとき、この事件に対する意識は一変したに違いない。彼は主の十字架を担うことができたのだから。他の誰も経験することのできない、偉大な業に携わることができたのだから。
　幸せ、不幸せを、簡単に切り分けてしまうことはできない。考えられないような悲劇が、栄光の冠となる場合もあるのだから。最善をなしてくださると約束された神を信頼し、必死にしがみついてでも待ち望むことは、かなり有意義なことであろう。
 
 
マタイ　27:33-34
　いよいよ十字架の場面である。少しずつ、そのお姿をたどっていこう。処刑場について、執行人たちがしたことがまず記されている。はじめに、ぶどう酒を飲ませようとした。これは特別なもので、麻酔的な作用があったと言われている。これから死刑にする相手に麻酔とは、と不思議に思うかもしれない。だが、十字架の苦しさは半端ではなく、それゆえにあっけなく気絶し、絶命する場合もあったそうである。それでは、せっかく十字架につけて、徹底的に苦しめようとする目的には反する。だから、あえて痛みを軽減させて、この苦しみを長続きさせようというのである。人間の知恵は何とも恐ろしいところに働く。だが、それほどの苦しみをキリストは担われた、私たちの代わりに、ということを、よくよく覚えておきたい。身代わりの死と言っても、単にいのちを投げ捨てるだけではなく、この贖いに必要とされたのは、極限まで痛めつけて、いのちをすりつぶすようなものであったのだ。それが、私たち自身の罪の結果である。
 
 
マタイ　27:35-36
　番人たちは、キリストの着物を分けた。処刑人たちの役得であるらしい。旧約の預言につながる情景だが（詩篇22:18）、マタイはあまり詳しくは取り上げていない。
　でも、思うのだ。そうか、キリストはもはや、着物を必要としなくなる、そういう扱いを受けているのだ、と。ここから先に待っているのは死と、そして墓である。死はすべて奪い去り、すべてを失わせ、朽ち果てるものとしてしまうことである。人が死を恐れ、とまどわせ、震え上がらせるのは当然であろう。キリストの十字架を、何か格好の良い、きれいな光景にしてしまうのは、妥当ではない。この場面は、徹底的によごれているのだ。
　ただ、私たちは知っている。キリストの死も、私たちの死も、それでおしまいではないことを。神が備えてくださったよみがえりがあり、いのちがあり、そして、以前よりもはるかに強く、神の前にあって生きていくことができる約束が、私たちには与えられている。死はどう美化しても、あまりにも醜い。でも、キリストにあるときに、死はその醜さを根底から覆されるのだ。
 
 
マタイ　27:37
　罪状書きについては、ユダヤ人が文句を言ったとヨハネ福音書にはある。それはそうだ。これでは、ユダヤの王が処刑されているかのようである。総督のピラトとしては、自分の意に反して事が進んでいる様子に、皮肉たっぷりの嫌がらせをしたということだろう。でも、キリストの真実、十字架の真実からすると、これはまさに事実であった。むろん、当時のユダヤ人社会の指導者という程度の話ではない。旧約から続いている大切な約束、救世主到来の約束を意味する、そういうユダヤの王であるが。裁判の時もそうだった。キリストは、神の子だと主張したがゆえに死刑の判決を受けた。今も、ユダヤの王として処刑されている。キリストの真実な姿そのものが、この十字架において繰り返し浮き彫りにされている。神がご自分のなさっていることを刻印なさっているようではないか。
 
 
マタイ　27:38-44
　十字架の苦しみについて、聖書はこの点をしっかりと書き記している。そう、ののしられ、あざけられるということである。キリストの死は、人類の罪を背負う、身代わりの死である。だとしたらそれは、雄々しい、気高い雰囲気のものではなく、周り中から崇められつつ、惜しまれつつのものであるはずがない。徹底的に罵倒され、尊厳がずたずたにされる姿の中に、主が私たちの代わりに何を背負ってくださったのかを知ることができるはずだ。創世記で神が語られた通り、罪は人間関係を破壊し、つながりを否定し、殺伐とした世界をもたらす。でも、そこから救い出されたことを知っているのならば、今度は何とかして、混乱の渦の中で、わずかでも濁流を和ませ、関わりを回復させるための石となることを願っていきたいものではないか。
 
 
マタイ　27:38,44
　マタイは、強盗の一人が回心した話にはふれていない。だが、当初彼らが行き交う人々と一緒になってキリストを罵倒していたことは記録している。自分も同じように十字架で苦しんでいるのに、である。けれどこれは、人の現実を物語るようだ。何か、とても厳しい事態に追い込まれる時、それが自分自身の責任であったとしても、人はどこかに逃げ場を求め、そして、攻撃できそうな相手を探し出して、全力で集中砲火を浴びせようとする。弱く、苦しんでいるから、他の人のことも思いやれる、となれば幸いなのだが、そうとは言えないということを、聖書は書き記しているのだ。常にそうだとまでは言われていない。だが、人の弱さの中には、そういう危険性がひそんでいることを、何よりも自分自身への戒めとしたい。そして、だからこそ主に祈り、試みに遭わせず、悪からお救いくださいと求めるのだ。
 
 
マタイ　27:45-46
　聖書では、闇は神との断絶を象徴することが多く、そしてキリストご自身の言葉である。神の御子はこの時、父なる神との断絶を感じて、それゆえにうめいておられる。私たちはこの痛みを分かっていないのだと思う。何しろ人間たちは、神などいらないと言い張っているのだから。信仰について、生涯、全うできるかどうか自信がないという言い方をよく聞く。自分の信念の強さなどからすれば、確かにそれは正直な言葉かもしれない。だが、だとしたらなおさらのこと、神にすがり、切に願い、「私自身がどれほどだめでも、どうか神様、決して放さないでください」と祈り求めることに、必死になるはずではないのか。どこかで、まあその時は仕方がない、というあきらめがあるとしたら、私たちはキリストのうめきの重みを、全く理解できていないのである。これは肉体の死よりも震撼させられるものなのだから。
 
 
マタイ　27:47-49
　つまり人々は、キリストの言葉がよく分からなくて、音が似ている預言者エリヤのことを考えたと言うことだろうか。確かに当時、エリヤの再来が世間一般に語られることがあったのだけれど、これは悲しいほどに人々の心が閉ざされていることを物語る光景だ。この人々はまったくの悪意というわけではなく、鎮痛剤代わりのぶどう酒を与えようとしているのだから、キリストを馬鹿にした態度というわけではないようだ。冷静な傍観者か。キリストの回りにはいつも様々な人々がいる。熱心に付き従う者、徹底的に反発する者、そして、様々な温度の傍観者。４つの種という例話を話されたキリストは、神の福音を人々の心に届けるためには、越えねばならない山がいくつもあることを指し示されていた。でもそれは、今この瞬間に心が開かれていなかったとしても、まだまだ可能性があるという意味にもなるのだから、失望落胆するのではなく、前を向いて歩いて行きたいものだ。
 
 
マタイ　27:50-51
　この出来事は象徴的である。神殿の幕とは、つまり、聖所と至聖所を隔たる幕。祭司が普段入ることのできる場所と、大祭司だけが年に一度入るだけの場所、つまり、人の居場所と神の居場所とを決定的に隔てるその幕が、キリストの死と共に真っ二つに裂けて、出入りが自由になったのだ。キリストが言われたとおりに、「私が道、私を通して父に至る」のである。イザヤ59にあるように、人を神から隔てているのは人間自身の罪である。けれど、キリストの犠牲、身代わりとしての贖いによって、その隔ては取り払われたということだ。今や私たちは、大胆に神に近づいていくことができるようになった。その意義を知る時に、この幸いを無駄にするなど、どうしてできるだろうか。
 
 
マタイ　27:52-53
　十字架の死を語ったその時に、死者の生き返りという出来事が語られているのは、とても印象深い。まさに、キリストの死は生命を与えるため、そしてご自身もまたよみがえりへと進んで行かれることを、強く意識させられる。受難週に私たちはキリストの苦難を思うわけであるが、しかしそれは絶望にはならず、落胆や悲嘆にもならない。キリストを十字架につけた自らの罪に関しては深く嘆きを覚えるべきだけれど、あのときの弟子たちのような失望とは全く違う。これは大きな違いである。私たちが出会う様々な問題、難題の中でも、いのちの主がおられることをもって、私たちは痛みの中でもなお、顔を上げて生きることができる。そのことを、十字架は教えてくれている。なお、ここで生き返った人々は、一時的な生を取り戻したに過ぎず、再び死の時を迎えることになる。世の終わりの復活とは別の話である。
 
 
マタイ　27:54-56
　男の弟子たちはどこかに隠れてしまったが、女性たちはそこにいた。十字架の場に。女性ゆえに身の危険を回避できる利点があったからとも言えるが、最後まで見守っていた彼女たちの姿勢に（つまり、絶望して立ち去るのでもなく）、心から拍手を送りたい。何ができるわけでもない。キリストを十字架から助けることは不可能だ。それでも、その場にいて見ている。人が神の御業に接する時に、最も意義ある態度と言えるのではないか。
　それ以上に感慨深いのはやはり百人隊長だ。彼はしっかりと見ていたのだ。あの強盗の片割れもそうだったけれど、ちゃんと見て、真剣に考える時、人はきっと、キリストの真実に出会うことになるのだと、彼の告白は教えてくれている。私たち自身がそれほどに主をまじまじと見ているかどうか、問い直す必要を覚えさせられる。
 
 
マタイ　27:57-61
　彼はなかなか出てこられなかったのだ。それはそうだ。街中がキリストに反対している中で、自分の思いを告白するのは厳しい。それでも、彼は最後の最後に、遅すぎたかもしれないけれども、でも、出てきたのである。そして、キリストの葬りに大切な力を提供した。私たちもいつも遅すぎるのかもしれない。今さらなんだ、と言われるだろう。それでも、しないよりもいい。父の呼びかけに「嫌だ」と言ったけれど、後で思い直して手伝いに出かけた弟息子の話を思い出す。
　それにしても、やはり葬りの業は大事なのだ。キリストのようにすぐに復活する場合すら、きちんと葬られている。私たちは、死者の葬りということについて、ちゃんと真剣に、大切に執り行っていくべきなのだと痛感する。葬儀はあってもなくても良いもの、ではあるまい。
 
 
マタイ　27:62-66
　反対者のほうが、キリストの言葉をよく聞いていたということになる。もっとも彼らのしたことは、せっかく耳に入っている言葉と直に向き合うのではなく、自分の思いというフィルターにかけて、全く別のものにしてしまうことだった。それでも、全く覚えていない弟子たちとの差を感ずる。
　にしても、彼らの思いは、弟子たちへの警戒心までしか進んでいない。神が何か特別なことをなさる、ということについては、何も推測していないようだ。そうでもなければ、ただの番兵を派遣したりなどするはずもない。人の思い、人の常識、大事なことではあるが、それが全てではないことを、まもなく彼らはまざまざと見せつけられるのだ。目を上げて、そこに神がおられることを知るべきなのだ。何としても、である。
 
 
マタイ　28:1-7
　復活の朝、弟子たちの間に期待感は何もなかった。女性陣のほうが積極的だったけれど、それでも遺体の世話をしようというだけのものだ。でも、神の業はそんな人間たちの思惑を横目に、力強く展開されている。そう、誕生の時もそうだった。御子の到来を期待する者もなかった世に、神は救い主を送り込まれた。そして、死は全てを終わらせるのだとしか考えていなかった人々の真っ直中で、キリストのよみがえりは実現した。この異常さ、突拍子のなさ、いや偉大さこそが、失望落胆している人間たちに新たな道を切り開いてくれるものとなる。「どうせ」という言葉を飲み込ませてしまうような、そんな出来事である。
 
 
マタイ　28:2-4
　復活が、まずは天使によって知らされたことは、かなり意義深い。福音書によっては、弟子たちがキリストに直に会うまでには、まだまだそうとう時間が過ぎてから、という扱いになっているものもある。理由は二つあると思う。一つは、キリストが最初から姿を現しても、曇らされている目は、それと分からずに行きすぎてしまう可能性があったから。実際、エマオの二人は分からなかった。神のなさることはあまりにも偉大すぎて、人はそれを見誤ることがある。だからこそ主は、御業の前にまず、御言葉によって、つまりは聖書によって、そのことを指し示し、私たちの心を準備なさる。バプテスマのヨハネの存在も同様であろう。もう一つは、やはり天使、ただの人ではなくて、特別な、特別な使者が用意された。神がこのことに思いをこめておられるのが分かる。全能の神ではあるが、御子を死者からよみがえらせるというのは、ただ一度だけの御業であり、激しく特別なのだ。
 
 
マタイ　28:5-7
　天使はキリストの復活を告げたのだが、そこには大事な要素がある。それは、「前から言っておられたように」という点だ。復活は、突如として起こったわけではなく、すでにキリストご自身によって予告されていたことである。
　神の御心も、その御業も、人の思い描いていることを遥かに越えているものだ。でも神は、何も人をびっくり仰天させようとしているわけではない。手品師のイリュージョンは人を驚かせること、アッと言わせることが目的だ。でも奇跡は、その過程よりも実益を目的とする。病気を治したり、空腹を癒したり。復活も驚かせることが目的ではない。それはすでに告げられていたこと。これは神の御業全般に言える。
　だとすれば、御業に驚き慌てているとしたら、それは単に私たちが語られている御声を聞いていなかっただけ、ということか。私たちは少々驚きすぎているかもしれない。
 
 
マタイ　28:8-9
　この記事からすれば、復活されたキリストに最も早く会ったのは、この女性たちということになる。彼女たちの率直さへのご褒美かな、と思う。安息日が明けて、墓に行けるようになったとたんに駆けつけた女性たち。復活は忘れていたけれど、遺体の世話をしたいという厚い思い。そして、天使の知らせにびっくりしながらも、喜び勇んで仲間のところへ走っている姿。綿密な理解も必要だ。慎重な取り組みも欠かせない。掘り下げていかなければ、岩地の種のようにすぐに枯れてしまうかもしれない。それでも、彼女たちの率直な姿はやはり心地よい。こういう態度を忘れずに、真っ直ぐに主を見上げている者としてこそ歩み続けていたいものだ。（ちなみに、マグダラのマリヤはこの中にはおらず、ヨハネ福音書にあるように、後でキリストに会っている。そう二番手なのだ。）
 
 
マタイ　28:10
　ガリラヤで会う、という話は、天使もそう言っていた。この言い方からすれば、再会はガリラヤにて、という印象だ。でも実際には、エルサレムの町ですぐにキリストは弟子たちに姿を現しておられる。とすれば、なぜこんなことを言われたのか。
　やはり、弟子たちがしっかりと信仰に立って、これからの歩みを進めていくためには、いったん、原点に戻す必要があったからだろう。復活したキリストに会えたと喜んでいるだけでは足りないのだ。彼らの前にはなかなか厳しい道も待っている。だからこそ、よくよく整えていこうとなさっている。ルカ福音書では、聖書の御言葉を用いつつそれをなさった様子があり、ヨハネではペテロへの三度の問いかけがあり、いずれも弟子たちに最終的な訓練をしておられるのだ。
　だからガリラヤ。キリスト教信仰はしばしば原点に立ち返ることを大事にしている。何よりも、神の御言葉そのものにこそ立ち返って。
 
 
マタイ　28:11-15
　ごまかしは常に愚かさと表裏一体である。番兵が寝ていたのなら、弟子たちが盗んだとはわからないはず。分かっていて放置したのなら職務怠慢も甚だしい。いや、寝ていること自体、厳しい叱責を受けて当然。盗ませないようにと立てた番兵が失敗したのを、祭司長たちがかばうこと自体が不可解。でも、人は好きなように理屈をつけ、それがまかり通り、せっかくの神の御業を無視する者たちは決して少なくない。そう、人は目の前にある真実を見るわけではなく、自分の願うこと、求めることを見るばかりとなりやすい。神の語られること、なさることは、しばしば人の思いに反する。でもそれはむしろ、神が真実であることの重大な印と言えるのではないか。神の不可解さを避けるべきではない。分かりやす過ぎるのはむしろ不安である。
 
 
マタイ　28:16-17
　指示通り、ガリラヤでの再会である。すでに復活のことはエルサレムにいた間に確認済みだ。ここでは、これからの歩みのことが取り上げられる。だから、「疑った」という人々も、復活を信じられないと言っていたわけではない。彼らは目の前にキリストを見ているのだ。さわることもできる。その違いは、キリストの指し示す道を歩んでいこうと決意するのか（それが礼拝だ）、それとも、戸惑いを捨てきれずに立ち止まってしまうのか、である。復活を見てもなお、立ち止まる者はあるのだ。それが人間たちの現実である。気楽に考えるわけにはいかない。ただし、そうやって戸惑う者に対しても、キリストはちゃんと語りかけ、呼びかけ、あきらめずに関わり続けておられることは忘れるまい。
 
 
マタイ　28:18-20
　キリストが与えられた大事な命令である。それは、人々に神の祝福を届けて、共にその喜びを歌い祝おうということである。間違っても、キリスト教勢力の拡大がどうの、というふうに思うべきではない。幸いを届けるためだからこそ、苦労し、犠牲も払い、なのだ。
　ここに、弟子とし、バプテスマを授け、キリストの教えを守る、という３点が挙げられていることに注目すると、いずれもキリスト発でありつつも、本人も自発的になす必要のあることである点に共通性がある。信仰は脅して服従させることではなく、無意識に陥らせて支配してしまうことでもなく、本人が主の幸いに気づいて求める時にこそ成り立つ。そのことの実現のために奮闘せよと言われている。これはもはや義務ではなくて、楽しみと言えるのではないのか。伝道は、そういう心持ちでこそ臨みたい。
 
 
マタイ　28:20
　マタイ福音書の最後の言葉は、実に大きな、大きな一言だ。いつもあなたがたと共にいる。１章で、インマヌエルとしてお生まれになった方は、最後にもまたインマヌエルであることを高らかに宣言しておられる。そう、こここそ重大。どんなに立派であろうが、犠牲的であろうが、知識に精通していたとしても、神が共にいてくださるのでなければ全ては無意味。ここにこそ最大の祝福があることを、何よりも慕い求め続けていたいものだ。そのためにこそ、神の御子はこの世においでくださったのだから。ヘブル1-4章あたりを読んでみることをお薦めする。
 
［マタイ終了］
 
 

※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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